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プロローグ





「くらえっ、怪人ガニゼウス!!　グランキックを受けてみろ！」

　夕ゆう陽ひに包まれた小さな公園に、元気のいい少年の声が響きわたる。

　半ズボンの足から繰り出されるまわし蹴げりが父親の腹をかすめると、目をまわして頭がふらつき、少年は尻しりもちをついた。

「ぐぅあああああぁぁ、やられたあああぁぁぁ」

　父親は大げさに叫びながら、腹を抱えてうずくまる。

「さすがだな、グランベリオン……。私の負けだガニ……」

「まいったか！　悪は必ず滅びるのだ！」

　少年は父親の前に仁王立ちになり、息も絶え絶えな怪人を見下ろした。

　口元を凜り々りしく結んだ顔が、夕陽の直射を受けて輝いている。それはまさしく、勝利の女神がほほ笑む正義のヒーローの姿だ。

「うぐぐ……バタッ」

　わざわざ擬音を口にして、父親はうつ伏せに倒れて動かなくなった。

　今、悪は正義の前に敗れ去ったのだ。

　戦いが終わり静けさが戻ると、ブランコで遊ぶ女の子たちの声が聞こえてきた。

　続いて、近くの家から流れ出るテレビの野球中継の音。公園の前の道路を、廃品回収の車が通り過ぎていく。

　倒れていた父親がむくりと起き上がり、少年に向かって笑いかけた。

「いいキックだったぞ、将しよう悟ご。いつの間に、こんなに力が強くなったんだ」

　しかし少年――帝みかど野の将悟は、どこか冷めた顔のままだ。

「……もうグランベリオンはいいや」

「どうした？　父さん、セリフを間違えたかな」

「グランベリオン、飽きたよ。テレビもずっと前に終わっちゃったし」

「そうか……。将悟ももうすぐ、三年生だもんな」

　将悟の父、帝野熊くま五ご郎ろうは、多忙な日々を送っている。休日でも仕事をしている日が多く、あまり親子で遊ぶこともできない。そんな父のたまの休みには、こうして『グランベリオンごっこ』をするのが約束ごとになっていた。

　けれど子供の成長は早い。かつて熱を上げていたヒーローも、将悟の心の中で色あせかけている。特撮番組を卒業する年ごろなのだ。

　そんな息子の変化を感じ取ったのか、熊五郎は少し寂しそうに言った。

「将悟は『レプリオン』は好きじゃないのかな？　今、小学生たちに大人気なんだぞ。今度、父さんの会社でもキャンペーンをするんだ」

「だって、カッコよくない」

　将悟は不機嫌そうに首を横に振る。

　会社でタイアップしている新番組が息子に不評と知り、熊五郎は残念そうな苦笑いを浮かべた。

「そうかな。父さんはカッコいいと思うけどなぁ。主役の俳優だって、グランベリオン役の等々力とどろき竜りゆう一いち郎ろうよりずっとハンサムだ」

「あいつ、顔に傷があるじゃないか。カッコつけて見せびらかして。あんなの偽物だよ」

　その言葉に、熊五郎はふいをつかれたように絶句した。

　確かに新番組の主人公には、顔に大きな傷がある。戦いで負った、戦士としてのトレードマークだ。一筋の傷が凜り々りしくカッコいいと、視聴者からも好評だった。

　だがそんな傷を、将悟は『偽物だ』と言う。

　父は、まっすぐ彼の額ひたいを見つめていた。

　そこには彼が一年生のときに負った、大きな傷跡がある。

　将悟と熊五郎、そして鶴つる眞ま心こ乃の枝えの三人で遊園地に遊びに行った日のことだ。

　将しよう悟ごは車にはねられそうになった心こ乃の枝えをかばい、事故に遭あった。

　頭を打った衝撃で記憶を失い、それは今も戻らない。

　熊くま五ご郎ろうは将悟の前に屈かがみ、優しく額ひたいを撫なでた。

「……将悟の言うとおりだ。本当の傷は……カッコいいものじゃない。悲しいものだ」

　父は目を潤ませながら息子の顔を見つめ、彼を抱きしめる。

「将悟。お前こそが本当のヒーローだ」



　その翌日。熊五郎は海外出張のため飛行機に乗り込んだ。

　空港の出発ロビー一面に張り巡らされた窓の向こうで、父の乗った旅客機が滑走路から飛び立っていく。将悟は窓に張り付いて、空の彼方へ遠ざかる旅客機を見つめていた。

「父さん、しばらく帰ってこないの？」

　将悟の後ろに立つ母の鹿か野の子こは、彼の両肩に手を置き、同じく旅客機の飛び去る空を見上げた。

「今回は一ヶ月の出張よ。まず中国に行って、それからヨーロッパ。どちらも大きな提携の話だから、おろそかにできないの」

　将悟には、熊五郎が具体的にどんな仕事をしているのか、よくわからない。

　父について知っているのは、祖父の虎とら之の助すけから受け継いだ会社『帝みかど野の商事』の社長をしているということ。

　そして自らも経営に携わって熊五郎をサポートする母が言うには、熊五郎が社長になって以来『帝野商事』は急成長を遂げていて、今に世界中に名が知られる大企業になるだろうということだ。

「将悟。わたしも忙しくて、思うように面倒を見てあげられなくて……あなたには寂しい思いをさせているわね……」

　鹿野子は申し訳なさそうに言って、そっと息子の背を抱きしめる。

「……父さんって、すごいよな」

　しかし将悟の口から出たのは、寂しさではなく、興奮気味に熱を帯びた声だった。

「だってさ、世界中を飛びまわって、いろんな人を相手に戦ってるんだろ!?　カッコいいじゃないか！」

　戦ってる、と言ったのは、いつだったか熊五郎が商談のことを『まるで戦いだよ』と表現したからだ。もちろん文字どおりの戦闘でないことは、子供の将悟も理解している。

　熊五郎は将悟のことをヒーローだと言った。

　けれど将悟にとって、ヒーローは父だ。

　忘れつつあるグランベリオンに代わる、新たな――そして現実の世界にいるヒーローだ。

「俺おれ、大人になったら父さんみたいになる！　父さんみたいに世界を相手に戦うんだ！」

　目を輝かせる息子を見て、鹿か野の子こは頼もしそうな笑顔を見せた。

「将しよう悟ご。あなたは必ず、父親に負けない立派な大人になりますよ」

　そんな母の言葉を、将悟は長いこと忘れないでいた。

　子供のころ、将悟の前には輝かしい道のりがあった。困難にも強敵にも負けず突き進む、ヒーローのような人生の道。その道の先には、憧あこがれの父の背中が見える。

　彼に追いつき、ヒーローになりたかった。

　昔見た特撮の主人公のように。

　そして今、世界へと旅立つ父親のように。



　月日は流れ、父・熊くま五ご郎ろうは多くの人に惜しまれながら、五十歳目前の若さで世を去った。

　彼の遺言により、息子の将悟は跡継ぎとなるチャンスを与えられた。

　まさに、憧れ続けたヒーローの背中に追いつくときだった。彼自身が次代のヒーローになる番だった。

　ヒーローは常に正義を胸に抱き、人々のために輝き続けている。

　子供のころの夢を忘れず、将悟は父を追いかけようとしていた……。



    

  
    
      


１章　雪景色の中で妹は





　朝、目を覚ましてベッドから出ると、顔や手の肌が凍りそうなほど空気が冷たかった。水滴のついた窓から、冷蔵庫のように冷気が流れてくる。カーテンを開けると、薄曇りの空から綿のような雪が舞い落ちていた。

　十二月。将悟が深み流りゆう院いん学園に編入してから、もうすぐ九ヶ月になる。春、夏、秋と季節は過ぎて、いつの間にか冬だ。

　朝の準備を終え、登校のため家を出た。積もるほどではないけれど、まだ少し雪が降っている。傘を差して歩き出した。

　気分が重く沈んでいる。

　深流院学園の正門前に来ると、いつものように登校中の生徒たちが門の中へ歩いている。皆が差す傘は何色ものクレヨンのようにカラフルで、灰色の空の下で美しい模様となっている。期末試験開けの朝で、誰だれもが緊張から解放された顔をしていた。

　そんな中に、見知った柄の赤い傘を見つけた。

「心こ乃の枝え！」

　呼びかけると、彼女はピクリと立ち止まり、静かに振り返る。

　傘の向こうに見えた彼女は、溶ける雪よりもはかなく思えた。チェック柄のマフラーが少し子供っぽくて、かわいらしい。

「将しよう悟ごさん……」

　心乃枝は駆け寄った彼を見つめ、ニコッと顔中に笑顔を浮かべる。

「おはようございます。今朝は、寒いですね」

　開いた口から白い息が漏れる。

　将悟も彼女を見つめた。手の届かぬ幻を見るような目で。今すぐ彼女のほうに手を伸ばしたい衝動に駆られながら。

「ほんとだよな。雪、積もるのかな」

　しかし将悟は辛つらい気持ちを押し殺し、気楽そうな表情で微笑した。

「天気予報では昼までにやむって言ってましたよ」

「そうなのか？　残念だなぁ」

「ふふっ。雪で喜ぶなんて、将悟さん子供みたい」

「こ、子供ってことないだろ。心乃枝は雪、嫌いなのか？」

「嫌いじゃないですよ。街が一面の雪景色になってたら、わくわくしちゃいます」



    

  
    
      



    

  
    
      

　そんな他愛たわいない話をしながら、二人は並んで歩き出した。

　話しながら将しよう悟ごは感じていた。

　空虚だ。

　一見、仲のいい二人。けれど将悟と心こ乃の枝えの間でかわされる会話は、まるでごく普通の友人同士。挨あい拶さつをして、今日の天気やニュースの話題をして、たまに少しの冗談を言って、ただそれだけだ。

　お互いへの愛情も、抱きしめたい気持ちも、切ないほどの悩みや不安も、口にすることはない。胸中で膨れあがる想いを告げることは許されない。箝かん口こう令れいが敷かれたような息苦しさだ。

　校舎に近づいたとき、心乃枝は立ち止まった。

「わたし、職員室に用事があるから寄っていきますね」

「じゃあまた、教室で」

　心乃枝が背を向けると、彼女の顔は再び傘に隠れてしまう。表情の見えないまま、職員室のある校舎へ歩いていく。

　本当に用事があるのか、それとも将悟と距離を置くための方便なのか、わからない。

　今の将悟には、心乃枝の後ろ姿を見つめることしかできない。

　なぜなら――二人は兄妹きようだいなのだから。

　先日、心乃枝と一緒に彼女の実家に、恋人としての挨拶に行ったときのことだ。

　心乃枝の養父である鶴つる眞ま誠せい二じは、二人の前に明確な証拠を突きつけた。

　熊くま五ご郎ろうと心乃枝が実の父と娘であることを示すＤＮＡ鑑定書。その真実を託すことを記した、熊五郎の直筆の手紙。

　養父は言った。これらの証拠で、心乃枝が熊五郎の実子であることを認知させたいと。

　認知がなされれば、将悟と心乃枝は公的に実の兄妹だと認められることになる。当然結婚などできないし、恋人でいることも倫理に反する。

　……そうして真実を知らされた心乃枝は、将悟に別れの言葉を告げた。

　このまま二人がそばにいたら、辛つらい未来が待つだけだと言って……。

　あの日、雪の中で彼女は泣いていた。目を真まっ赤かに腫はらして、縮こまるウサギのように泣いていた。

「さようなら」と言う彼女の声を忘れることができない。

「ありがとう」と精せい一いつ杯ぱいの笑顔を見せた彼女を抱きしめたい。

　二人は、引き裂かれたのだ。

　将悟と心乃枝の父親である熊五郎によって。

　心乃枝が校舎の中に消えると、将悟は一人、天を見上げた。

「どうして……心乃枝が娘だって、隠し続けていたんだ……」

　静かに、憎々しげにつぶやいた。

　熊くま五ご郎ろうは長いこと秘密にし続けていた。心こ乃の枝えが、彼と鷺さぎの宮みや真ま由ゆ希きという女性の間に生まれた娘だということを。

　その事実を、家族である鹿か野の子こや将しよう悟ごにすら隠し続けた。ただ一つ、家庭を壊したくないという理由のためだけに。

　しかし嘘うそはいつまでも続かない。

　今、ついに真実という鉄てつ槌ついが下されたのだ。

　将悟と心乃枝が異母兄妹きようだいだという真実が。

「父さんは、俺おれのことを考えてたつもりだろうけどな……おかげで、こんな結果になっちまったんだよ！」

　小さな叫びは亡き父に届くこともなく、冷たい空気の中に虚しく散逸する。

　かつて、父は世界を相手に戦う正義のヒーローだった。

　そんなヒーローの姿は、幻となって消えてしまったのだ。



　　　　§



　重い気分のまま一人で教室に向かうと、神かん凪なぎ雅みやびがもう登校していて、自分の席でぼんやり窓の外を眺めていた。

「雅、おはよう。今朝は早いんだな。朝練の日だっけ？」

　席に座りながら話しかけると、彼女は「おはよ」と振り向いた。

　ツインテールの髪が湿って、重くしなだれている。

「基礎トレだけにしとく予定だったけど、プールを開けてくれたから、一泳ぎしたの」

「いいよな、水泳部は温水プールで一年中泳げて」

　雅は目を細め、将悟をイヤラシそうな目で見た。

「将悟～。そんなこと言って、女子の水着が見たいんでしょ。ヘンタイっ!!」

「なんでヘンタイ扱いなんだよっ！」

「いいこと。将悟にはもう、心に決めた人がいるんだから。ほかの女の子に見とれてちゃダメよ。わかった？」

　手を腰に当て、命令するような態度の雅だ。

　小柄で幼い顔立ちで、下級生にしか見えない。一生懸命お姉さんぶっている姿がよけいに子供っぽく見えた。

「わかってるよ。ちゃんと雅の言うことを聞くから」

　雅は、じーっと将悟の顔を見つめ返した。

「……ね、将悟。最近、鶴つる眞まさんとうまく行ってないの？」

　言われて、全身がビクリと縮こまりそうになる。

　心こ乃の枝えが将しよう悟ごの妹であったことは、雅みやびも知っている。

　それでもなお彼女は、二人の恋を応援してくれている。かつて、自分こそが妹だと思い込み、それでも将悟への恋を諦あきらめずにいられた女の子として。

「い、いや、うまく行ってるさ……。さっきも話してたし」

　将悟は歯切れの悪い口調で答えた。

「悩みがあるなら、なんでも言ってね。――あたしだって、赤の他人じゃないんだから」

　雅は優しい声で言う。

　将悟の恋人にも、妹にもなれなかった彼女。

　それでも、いとことして将悟のそばにいてくれる。

「――その言葉だけでも勇気づけられるよ」

　改めて将悟は、雅が妹だったら、どんなによかっただろうと思った。

　恋人になれない代わり、としての妹じゃない。雅のような女の子が家族だったら、きっと楽しくて心強いに違いない。純粋にそう思えたのだ。

　素直じゃなくて、ちょっとひねくれ者の雅。

　だけど今は、彼の心の支えになろうとしてくれている。

　少し気分が軽くなって、雅に向かって笑いかけた。

「な、何よっ。ニタ～ってしちゃって」

　たちまち照れたようにほおを染め、つーんと窓のほうに顔を向ける雅だった。

　鞄かばんの教科書を机に移し、授業の準備をしていると、挨あい拶さつをする声がした。

「やぁ将悟くん、おはよう。今日も元気かい？」

　顔を上げると、水みず谷たに衣い楠くすが自分の席に歩いてきたところだ。

　男子生徒の制服を着て白い歯を輝かせ、さわやかな笑顔を振りまいている。教室の離れた場所で、何人もの女子生徒たちがキラキラと憧あこがれの眼まな差ざしを向けていた。

「よ、おはよ。衣楠はいつも元気だな」

「せめて元気な顔でいなければ、子猫ちゃんたちが悲しむだろう？　ボクがこの学園に在籍するのも、あとわずかな期間だからね」

　何なに気げなく言う言葉に、将悟は思わず聞き返した。

「わずか……？　どういう意味だよ」

「文字どおりの意味さ。――そうだ、学園の退学手続きについて教えてもらえないかな」

「ど、どうして！　退学だなんて聞いてな……」

　衣楠は手を伸ばし、叫ぶ将悟の口を押さえた。

　声が聞こえたらしく、隣の雅も心配そうに見ている。

「大声を出されたら、子猫ちゃんたちが騒ぎ出すだろう？」

　相変わらずのキザなセリフで、衣い楠くすはパチッとウインクした。



　昼休み、将しよう悟ごは衣楠に同行して生徒会室に向かった。

「それじゃあ、この書類に必要事項を記入して、事務室に提出してね」

　生徒会室にいた生徒会長の天てん導どう愛ま菜なは、机の引き出しから取り出した用紙を手渡す。

「ありがとう。ボクは特殊な手続きで学園に編入させてもらったからね。今後、手続きにおいて不審な点が見つかって迷惑をかけるかもしれない」

「衣楠くんって、将悟くんを守るためにこの学校に来たんだっけ？」

「そうさ。将悟くんを謎なぞの『妹』から守るためにね。その妹が見つかった今、ボクの役目はおしまいさ。あいにく帝みかど野のグループも追い出されてしまったし、潮時というやつだね」

　衣楠は任務完了とでも言いたそうにサバサバした顔だった。

　けれど将悟は、彼女が去ることが残念だった。もちろん、理屈はわかる。衣楠がこれ以上深み流りゆう院いん学園に残っても意味がないことは知っている。

「本当に学校を辞めちまうのか？」

　それでも、聞かずにいられなかった。

「ボクには目的がある。父親を捜したい」

「そうか……。家族にも告げず、どこかへ行っちまったんだっけ」

　衣楠には衣楠の人生があるのだ。それを縛ることはできない。

「考えてみればさ、衣楠の名前って偽名なんだろ？　俺おれ、これだけ一緒にいながら、本名すら知らないんだよな」

「本名など大した意味はない。例えば将悟くんの名前が偽物だったとしても、ボクが抱くキミへの印象は変わらないよ」

「そんなもんかな」

　ひょうひょうとした衣楠の言葉に、狐きつねにつままれた気分だ。

　でも彼女が言うとおり、衣楠は衣楠。名前なんてさほど重要じゃない。

　将悟は精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべ、衣楠と握手をかわした。

「不思議だよな。衣楠とは本当に親友になれた気がするんだ。任務とか関係なしに」

「そう言ってもらえると嬉うれしいね。――けれど将悟くん。もしボクが女性の格好でキミの前に現れていたらどうだったかな？　男女の愛情を感じていただろうか？」

「えっ、男女……？」

「ボクたちは男女の恋人になっていたかもしれないね」

　衣楠はイタズラっぽく笑う。

　突然、握にぎっている衣楠の手にほっそりとした女性としての繊細さを感じて、将悟は心臓を高鳴らせた。

「いやその、恋人って……」

　ついドギマギしながら、思わず彼女の目を見つめてしまう。

「将しよう悟ごくん、モテモテだね～」

　横からからかうような愛ま菜なの声がして、将悟はあわてて衣い楠くすの手を離した。

「も、モテモテとかじゃないって」

　話していると、生徒会室の扉が開いて二人の女の子が入ってきた。三角帽子にマント姿の魔女っ娘こコスプレをした嵯さ峨が良ら芽め依いだ。

　もう一人は雅みやびだ。二人で一緒に来たらしい。

「神かん凪なぎに聞いたぞ。水みず谷たに、深み流りゆう院いん学園を辞めるそうではないか」

「おや、ボクに挨あい拶さつに来てくれたのかい？　意外だな」

「挨拶ではない。スカウトだ」

　芽依は右手に持った星形のステッキをくるくるまわし、ピッと衣楠の鼻先に突きつける。

「どうだ？　新たな第二の人生として『りりかる☆しすたぁず』で働くというのは。お前ならきっと我がカフェのトップしすたぁずになれるはず！」

「ふむ。ボクも生活費を稼ぐため、何か仕事を探そうかと考えていたところだ。条件次第では考えてみるが？」

「心配無用だ。活躍次第でいくらでも時給を上げてやるぞ。ウチに来れば『しすたぁず』のイロハからチリヌルヲワカまで、みっちり仕込んでやるからな。期待のホープが入店すればカフェの利益も三割増しと言うものだ～」

　……と、二人が勝手に盛り上がっている横から、雅がくいくいと芽依の腕を引っ張った。

「センパイってば、そんな話をしに来たんじゃないでしょ」

「む。『そんな』ではないぞっ。カフェの将来を左右するビジネストークではないか」

　雅は無視して、将悟や愛菜の顔を見まわした。

「ね、みんなで水谷さんの送別会を開かない？　『りりかる☆しすたぁず』に集まってさ、バーッて盛大にやろうよ」

　おぉ、と将悟は手を叩たたいた。

「そりゃいいアイディアだな！　どうだ、衣楠？」

「ボクのために、そこまでしてくれるのかい？　――学園生活の思い出として、お言葉に甘えるのも悪くはないね。昨日の敵は今日の友、さ」

「あたしたち、敵なの？」

　雅が目をパチクリさせる。

「忘れたとは言わせないよ。ボクは元々、将悟くんを『妹』の魔手から守るためにこの学園に来たのだから」

「そっか～。愛菜もあの電話で将悟くんの『妹』を名乗ったんだから、敵なんだよね～」

　愛ま菜なは懐かしそうな顔をした。

　かつて、特殊な携帯電話のボイスチェンジャー機能を利用して、次々に将しよう悟ごの前に現れた『妹』を名乗る少女たち。

　愛菜も芽め依いも、みんなその一人だったのだ。

「キミたちにはさすがのボクも翻ほん弄ろうされっぱなしだったよ。あれだけの計略を巡らせられるんだ。これからは頼りない将悟くんを守ってくれたまえ」

「しょうがないな～。将悟ってほんと、一人じゃ頼りないんだから」

　雅みやびは何度もうなずいている。よっぽど将悟を頼りなく思ってるらしい。

「な、なんだよ、雅まで同意して。――嵯さ峨が良らセンパイ、俺おれ、そんなに頼りなくないですよね？」

　救いを求めるように聞くと、芽依は少し顔を伏せていた。

　ふと将悟は、彼女の表情に気がついた。

　なんだか妙に寂しそうだ。

「……センパイ？　何か悲しいことでも？」

「うん？　何も悲しくないぞ。ただわたしは、頼りない帝みかど野のを守ってやれないからな～」

「守ってやれないって？」

　一瞬考えて、将悟はすぐに言葉の真意に気がついた。

「そうか……。センパイ、もうすぐ卒業なんですね」

「まぁな。わたしもこの学園とお別れだ」

　生徒会室の中がしんみりと静まり返る。

　将悟まで急激に寂しさを募らせてしまった。

　衣い楠くすが去り、芽依もいなくなる。

　いつかは、愛菜や凜りん香か、そして雅ともお別れの日が来るんだろうか。

　……いつまでも一緒なはずはない。別れはきっと来る。

　寂しさを埋めるように、心こ乃の枝えが恋しくなった。

　でもそんな彼女も、将悟の前から去ろうとしている。彼の心の中で、心乃枝の姿は風に吹かれるロウソクの炎のように揺らめいている。

　将悟はただ一人の相手として、心乃枝を選んだ。

　その心乃枝に去られたとき、将悟の周囲には誰だれも残らないのかもしれない。

　心がそんな恐怖に捕らわれそうになる。

　けれどそんな恐怖を振り払い、将悟は笑顔を浮かべた。

「それじゃあ、みんなで『りりかる☆しすたぁず』で送別会を開くか！　いいですよね、嵯峨良センパイ！」

「うむ！　皆を呼んで、ジャンジャンわたしのカフェで飲み食いするのだぞ。年末だからカモになってもらわんとな～」

「……カモとか言わないでください。気分ぶち壊しじゃないですか」

「まぁまぁ～」

　と、愛ま菜なが将しよう悟ごを制した。

「『りりかる☆しすたぁず』が大もうけするくらい、みんなを呼んで集まろうよ～」

　冷たくしんみりしていた生徒会室は、再び温かくなごやかな空気に包まれた。



　　　　§



　翌日も、心こ乃の枝えは将悟に対して変わらない態度だった。つまり、少し仲がいい程度の、普通のクラスメイトだ。

　一緒におしゃべりしてくれるし、冗談にも笑ってくれる。でもそんな笑顔は、誰だれにでも向ける笑顔だ。今までに見せてくれた、恋人にだけ向ける甘さと恥じらいの表情は、そこにはない。心乃枝の笑顔が、仮面のように思えてならなかった。

　放課後、将悟は彼女を誘って屋上に出た。

「どうしたんですか？　二人で話したいって。これからクラス委員会に出ないと……」

　屋上に来ると、心乃枝はマフラーに口元を埋うずめながら聞いた。将悟から距離を置こうと、少し警戒しているようにも見える。そんな態度が悲しかった。

「ごめん。――その……認知の話、どうなってるか聞きたくて」

　心乃枝が熊くま五ご郎ろうの娘と認知されれば、彼女は公的に将悟の異母兄妹きようだいとなる。

　将悟は心乃枝を諦あきらめなければならない。でも、まだ諦めきれないでいる。

　だから認知がなされれば将悟も、心乃枝は妹だ、家族なのだと自覚できるかもしれない。そう考えたのだ。

「熊五郎さんの手紙とＤＮＡ鑑定書は、わたしが持ってます。パパには、もう少し考えさせてと言って、待ってもらってるんです」

「心乃枝は、認知してほしくないのか？」

「認知されたら、わたしは鹿か野の子こさんに嫌われてしまいます。将悟さんとも、こうして話すことすらできなくなるかも……」

「そりゃ、母さんは嫌がるかもしれない。だけど子供が正当な権利を認められないなんて、そんな話があるか？　俺おれが母さんに言い聞かせるから！」

　しかし心乃枝は首を横に振った。

「な、なら、せめて俺とＤＮＡ鑑定をしないか？　雅みやびのときみたいに、何かの間違いって可能性も考えられるし」

「あれだけ証拠を見せられて、間違いだなんてありません……」

　心こ乃の枝えは辛つらそうな口調で言った。

「わたしたちが兄妹きようだいだって認められても、苦しいだけです。このまま他人として、何もかも忘れてしまったほうがいいんです……」

「俺おれたち、家族になれないのか？」

「家族になれたら、将しよう悟ごさんはそれを受け入れられますか？」

　答えられなかった。

　家族と……妹と認められたら、恋人としての彼女を諦あきらめられるのか、決心がつけられるのか、自分でもわからない。

「じゃ、わたし、委員会がありますから……」

　心乃枝は背を向け、校舎内へ戻ろうと歩き出す。

　あんなに温かかった心乃枝が、今は冬のように冷たい。

　兄妹だと判明して、愛情を失ってしまったんだろうか。

　彼女の気持ちが離れたんじゃないか。嫌われたんじゃないか。

　そんな、恐怖にも似た不安が胸のうちに込み上げて……

　将悟は思わず、彼女の腕を取った。

　心乃枝は全身を硬直させ、驚いたように振り返る。

　見開かれた大きな目を見つめた。瞳ひとみが揺れていた。動揺した彼女の表情が悲しくて、胸が押しつぶされそうだ。

　今までみたいに、ほおを赤く染めてほしい。恋人らしく、照れてほしい。

　将悟は心乃枝に顔を近づけた。心乃枝は動かない。動けないのかもしれない。凍りついたまま、避けようともしない。

　唇と唇が触れ合いそうになって、将悟は我に返った。

「ご……ごめん……」

　あわてて顔を離し、情けない気分で謝る。

「いえ……。わたしのほうこそ、ごめんなさい……」

　心乃枝は唇を固く結んでうつむき、再び背を向けた。

　小走りに駆けて、階段室から校舎の中へ戻ってしまう。

　――俺はやっぱり、心乃枝を諦められないのか……。

　将悟はただ一人、立ち尽くしたままうなだれていた。



　将悟は中庭のベンチに座り、一人、頭を抱えていた。

　心乃枝は妹なのに……。家族なのに……。まだこんな気持ちを捨てられないなんて。

　あの夜、『さようなら』と告げた彼女の悲しそうな表情を、忘れてはいない。

　心乃枝の気持ちを忘れてはいけない。彼女は二人が苦しい未来を歩まないために、泣きながら別れを告げたのだから。

　――なのに俺おれは、心こ乃の枝えの気持ちを踏みにじった……。

「帝みかど野のセンパーイ！」

　呼び声に顔を上げると、国くに立たち凜りん香かが渡り廊下から将しよう悟ごのほうを見ていた。

　それから将悟は、凜香と一緒に生徒会室にやってきた。今の気持ちを誰だれかに聞いてほしかったのだ。一人でいると、胸が潰つぶれそうだった。

「……俺、心乃枝の気持ちよりも、自分の欲望に突き動かされちまって……」

　凜香の書類整理を手伝いながら、将悟はさっきの屋上での出来事を話した。

「本当に彼女と、ちゃんとした兄妹きようだいになれるのか自信がなくなって……。家族になれるのか、不安になってさ……」

　凜香は黙って聞いていた。

　話が終わると、将悟は手を止めて副会長席のほうを見る。

「ごめんな、こんな話して……」

　顔を上げると凜香は立ち上がって、将悟の隣に歩いてきた。

　すぐ横に立ち、じっと見下ろす。

「鶴つる眞まセンパイのこと、今も好きなのですか？」

「う、うん。兄妹って判明しても、感情は消えてくれないんだ……」

「ならわたしが……」

　凜香は座っている将悟の両肩に手を置き、顔を寄せた。

「忘れさせてあげましょうか？」

「え……く、国立……さん……？」

　芯しんの強そうな瞳ひとみに見つめられ、心の奥まで捕らえられる。

　鼻先が触れ合いそうなほど顔が近づいて、将悟はやっと叫んだ。

「く、国立さん！　待って!!」

　思わず後ずさりして、将悟は派手に椅い子すから転げ落ちた。

　尻しりを床で打っても痛がるヒマもなく、凜香は屈かがみながら顔を寄せてくる。

「ね、センパイ。以前、恋人にしてくださいと頼んだときのこと、覚えていますか？　あのときも生徒会室で、こんなふうにして……」

「婚約者がいたときのこと……？」

「そうです」

　もう半年近くも前だ。凜香が望まない婚約を中止させるため、将悟と二人で恋人のふりをしようとしたことがある。

　あのとき彼女は「本当の恋人にしてほしい」と、服まで脱いで迫ってきたのだ。

「続き、今からしませんか？」

　凜りん香かは甘くささやいた。甘いのに、逆らえそうにない強い声。

　将しよう悟ごの前でひざ立ちになり、凜香は細い指先で彼の胸を静かに撫なでる。

　指が触れる心地よさに、将悟の体がビクッと跳ねた。

「だだ、ダメだって、国くに立たちさん！」

「どうして？」

「どうしてって、だって俺おれは……」

　心こ乃の枝えが好きなんだ、と言おうとして、言葉が出ない。

　好きなのに、好きだと言えない。言ってはならない。

　口ごもった将悟を見て、凜香は立ち上がった。

「……やっぱり、鶴つる眞まセンパイが好きなのですわね」

「うん……」

「どうしたらいいのか悩んでると、おっしゃいましたわよね」

「心乃枝を諦あきらめなきゃいけないのは、わかってるんだ」

「答えは簡単ですわ。――苦しむしかないんです」

「苦しむって……それだけ？」

「わたしだって、苦しい思いをしたのですよ？」

　凜香は少し辛つらそうに将悟を見下ろした。

　将悟もまた思い出した。二人でお見合いをした日のことを。

「そうか……。そうだよな……」

　苦しいのは自分だけじゃない。彼女たちだって同じだ。自分は苦しみを受けるだけじゃなく、与えてもいるのだ。

「でも気にしないでください。仕方ないんです。苦しみは自分で抱えて、自分で乗り越えるしかないんです」

「国立さんって、ほんと強いな」

「強くなどありませんわ。それしかできないから、そうするまでです。――だからセンパイも、鶴眞センパイも、苦しむしかないのですわよ」

　きっと凜香の言うとおりなのだろう。

　それはきっと、叶かなわぬ恋をした者に与えられる罰なのだ。愛情に捕らわれ続ける限り、負わねばならぬ咎とがなのだ。

「難しいよな。どんなふうに苦しめばいいのか、いつまで苦しめばいいのか、何もわからないなんてさ」

　でも大切なのは、耐えることなのだ。

　いつか霧が晴れるまで、辛さと悲しみに溺おぼれないように、耐えるしかないのだ。

「国立さん、ありがとう。話せてよかった」

「いいえ。わたしも楽しませてもらいました。久しぶりに真まっ赤かな顔のセンパイを見られましたから」

　言って、凜りん香かはニヤリと笑った。

「楽しませてって。からかわないでくれよ」

「あら？　それなら、本気で迫ったほうがよろしくて？」

　凜香はシレッとした顔で答えながら、制服のボタンに手をかける。

「……って、また冗談なんだろ？」

　凜香は、パチンと制服の一番上のボタンを外した。

「いやいやいや！　ほ、本気で迫らなくていいからっ!!」

　あわてて両手を振って彼女を押しとどめる将しよう悟ごである。

　そのとき、外の廊下をパタパタと駆けてくる足音が近づいた。扉がバッと大きく開かれ、愛ま菜なが息を切らせながら駆け込んでくる。

「将悟くん！　ここにいたの!?」

「天てん導どう会長？」

　愛菜は将悟の前に駆け寄るなりグッと詰め寄った。

「将悟くんが海外に留学するって、本当!?」

「……え、留学？　俺おれが？　どこで聞いたのさ」

「職員室で先生たちが話してたの！　将悟くん、学校を辞めて海外留学するって……」

「ど、どういうことだよ!?　そんな話、俺、全然知らないぞ！」

「小こ都と里り先生に聞いたら、さっき将悟くんのお母さんの秘書から電話があって、退学手続きの書類を送ってほしいって……。理由を聞いたら、将悟くんを海外留学させるんだって……。先生たちもみんな、突然のことで驚いてた」

「俺だって初耳だ……。退学手続き……？」

「先生は、休学制度もありますって説明したんだけど、長期の留学だし高卒資格も海外で取らせるから、なんて言ってたって……」

「なんだよ、留学って……。なんかの間違いだろ……？」

　何が起きてるのかも理解できず、将悟は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。



　将悟はすぐさま生徒会室を飛び出すと、学校の屋上へと走った。屋上の隅に来ると携帯を取り出し、アドレス帳を開いて『帝みかど野の鹿か野の子こ』の番号にかけた。

　受話器の向こうで呼び出し音が鳴る。十回以上待ってようやく相手が出た。

『もしもし、将悟？　なんだというのです。仕事中ですよ』

　少し苛いら立だった声の母が出た。

　留学だなんて、何かの間違いに決まってる。将悟は心を落ち着かせた。

「実は、俺おれが深み流りゆう院いん学園を辞めて海外留学するなんて話を聞いたんだ。聞き間違いだと思うけど、一応確かめておこうと思って」

『間違いではありませんよ。準備が整い次第伝えようと考えておりましたが、いいでしょう。――将しよう悟ご、あなたにはイギリスにあるビジネスマンのエリート養成校に編入していただきます。向こうでの住居も用意しますから、今月中をメドに出発なさい』

「はぁ!?　なんでだよ、突然！」

『あなたはまだ勉強が必要だと判断したのです。若いうちに世界を視野に入れることも大切なのですよ』

「そんな話、今まで一度もしてないじゃないか!!」

　まるで納得がいかない。留学だなんて、いくら親子でも事前に一言あるはず。こんな強引に退学までさせて、しかも中途半端な時期に強要するなんて明らかに不自然だ。

　将悟はすぐに、その理由を直感した。

　鹿か野の子こはもう、心こ乃の枝えが熊くま五ご郎ろうの隠し子であることを知っている。

　そして将悟と心乃枝が恋人になろうとしていたことも。

「正直に言ってくれ。心乃枝だろ？　心乃枝が妹だから引き離そうとしてるんだろ？」

『……何を言っているのですか。将悟に妹などおりません』

「しらばっくれても無駄だって！　俺はもう、心乃枝が父さんの娘だって知ってる。母親の真ま由ゆ希きさんにも真実を聞いた。父さんと心乃枝のＤＮＡ鑑定書も見たんだ！」

『そのようなもの、わたしは一切信じません。いいですか、将悟。熊五郎の娘だなどと主張する方々と接触してはなりませんよ。そのような方々は、帝みかど野の家の財産を狙ねらうことしか考えていないのですから』

「心乃枝はそんなこと考えていない！」

　思わず怒鳴り、それから大きく息を吐いて声を落ち着かせた。

「頼む、母さん。……俺は、確かに心乃枝が好きだった。でも恋人にはなれない。それは理解している。心乃枝も、別れようって言ってる。耐えるしかないんだ。だからせめて、母さんにも、心乃枝が妹だって認めてほしい。家族として迎えてほしいんだ……」

　母に向かって、懇願するように言った。

『将悟がこの深流院学園に編入してから、予想外の騒動がありすぎました。正直、編入させたことを後悔しています。熊五郎に別の子がいるというくだらない噂うわさなど忘れて、新しい環境でやり直すことこそが、あなた自身のためなのです』

　鹿野子は怒りを押し殺したような声で言う。

　思ったとおりだ。鹿野子は意地でも、心乃枝を熊五郎の娘だと認めようとしていない。そのために将悟を海外へ行かせ、忘れさせようとしているのだ。

「異母兄妹きようだいだって家族じゃないか……。なんでそこまで憎む必要があるんだよ」

『承知しましたね。深み流りゆう院いん学園は今学期をもって退学してもらいます。早急に準備を整えておくのですよ』

「ちょっと待ってくれ！　母さ……」

　引き留めるのも無視して、電話が切られてしまう。

　ツー……と回線音の聞こえる携帯を睨にらみながら、将しよう悟ごは舌打ちした。

　携帯電話をポケットにしまって振り返ると、階段室の扉のところに凜りん香かと愛ま菜なが立って、心配そうに見ている。

「センパイ、留学って本当なのですか？」

　歩いてくると、凜香は不安そうに聞いた。

「俺おれと心こ乃の枝えを引き離そうとしてるんだ。――おそらく、ずっと以前から留学を準備していたんだと思う。最悪の事態に備えて」

「それじゃほんとに、将悟くん、外国に行っちゃうの!?」

「決まったわけじゃない。母さん、心乃枝が妹だと知って、気が動転してるんだよ。よく話し合えば、きっと考え直してくれるさ」

　将悟は安心させるように、愛菜に向かって笑いかけた。
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　凜りん香かたちと別れ、将しよう悟ごは校舎の玄関に向かった。

　下駄箱の前に来たとき、廊下の端で心こ乃の枝えが立っていた。うつむいたまま、じっとして動かない。誰だれかを待っているのかもしれない。

「心乃枝」

　呼ぶと、心乃枝は将悟を見返して、たちまち不安そうに瞳ひとみを揺らした。

「将悟さん……海外に留学するって本当なんですか？」

「もう聞いたのか……？」

「はい。ついさっき、職員室に寄ったときに……。事務の先生が心配して、声をかけてくださったんです」

「俺おれも突然聞かされたばかりなんだ。母さんがいきなり言い出してさ。何がなんだか」

　心乃枝は再び悲しげにうつむいた。

「わたしの……せいですよね……。わたしが将悟さんの妹だから、鹿か野の子こさん、別れさせようとして……」

「待ってくれ！　心乃枝のせいじゃない！」

　彼女を悲しませたくなくて、将悟はあわてて否定した。

　しかし心乃枝の表情が晴れることはない。

「やっぱりわたしは、鹿野子さんや将悟さんにとって、存在すべきでない人間なんです」

「悲しいこと言わないでくれ……。俺は、心乃枝と一緒にいたい。もちろん苦しいさ。恋人になれないなんて。だけど別れ別れになるくらいなら、苦しいほうがよっぽどいい」

　ふと、心乃枝は静かに笑顔を向けた。笑っているのに悲しそうだ。別れを惜しむ笑顔のようだった。

「心配しないでください。将悟さんが留学する必要なんてありませんから」

「どういうこと……？」

「それじゃあ、また……」

　謎なぞめいた言葉を残したまま、心乃枝は小さくおじぎをして下駄箱へと歩く。靴を履き替え、玄関から外へ出ていった。

　将悟は追いかけることもできず見送った。

　今度こそ心乃枝を諦あきらめられなくなりそうで、動き出すことができなかったのだ。



　帰宅後、将悟は改めて鹿野子に電話をかけた。十回、二十回……呼び出し音だけがひたすら鳴り続ける。

「ったく、全然出ねぇな……」

　間を置いて三回もかけたのに、一向に電話に出る気配がない。メールも送っているけど、やはり返信はない。

　結局話し合いどころか連絡すら取れないまま、夜遅くになってしまった。

　鹿か野の子こも帰宅している時間だ。もう一度かけようかと考えていたとき、将しよう悟ごの携帯に着信があった。母かと思って飛びついたけど、登録されていない番号からだ。

　こんな時間に誰だれからだろうと思いながら電話を取った。

「もしもし、帝みかど野のです」

『将悟くんかな？　お久しぶりです、鶴つる眞まです』

　中年男性の声がする。声を聞いてすぐに相手の顔が思い浮かんだ。

　心こ乃の枝えの養父である鶴眞誠せい二じだ。

「は、はい。先日は、どうも……」

　意外な相手に戸惑いながら、将悟はぎこちなく挨あい拶さつをした。

『実はね、心乃枝が家に来ている。さっき突然帰ってきたんだよ』

「本当ですか!?　あ、あの、もしよかったら代わっていただけますか？」

　しかし誠二は『いや……』と、曖あい昧まいな返事で断った。

『心乃枝は、学校を辞めると言い出している』

「や……辞める!?　なんのためにですか!?」

『理由を聞いても答えない。将悟くんが何か知らないかと、電話をかけたのだが……』

　誠二の口調は少し刺とげ々とげしい。どうも、将悟に原因があると疑っているようだ。

『パパっ！　勝手に将悟さんと話さないでっ!!』

　突然会話が途切れ、電話の向こうで心乃枝の叫び声がした。

『黙っていなさい。将悟くんにも説明を聞こうと……』

『将悟さんは関係ありません！』

　親子で言い合いをしているらしい。電話口が押さえられたらしく、声が遠ざかる。

　悲鳴を上げるような心乃枝の声と、諭そうとする誠二の声がくぐもって聞こえた。

　しばらくしてガサガサと電話口がこすれる音が響き、音声がクリアになった。

『将悟さん！』

　心乃枝の声だ。電話を取ったらしい。

『わたしはもう、将悟さんの前から消えます。鹿野子さんにも伝えて、留学する必要なんかないって、伝えてください！』

「消えるって、なんで俺おれのために、心乃枝が犠牲になるんだ！」

『わたしは……昔、将悟さんに命を助けられたじゃないですか。これでやっと……恩返しができるんです』

「違う、俺はそんな恩返し、望んでいない……」

『どうか、神かん凪なぎさんに優しくしてあげてくださいね……』

『ほら心こ乃の枝え、返しなさい』

　割り込むように誠せい二じの声が聞こえ、心乃枝の声が遠く離れる。

『将しよう悟ごくん。僕は君たちが恋愛を諦あきらめたと信じている』

　電話の向こうから、再び誠二が話しかけてきた。

『決して、心乃枝を傷つけることはしないでほしい。わかったね』

　釘くぎを刺すような言葉を残し、通話は切れた。

　将悟は携帯を持ったまま、力なくうなだれる。

「望んでなんか、いない……。そんな恩返し……してほしくない……」

　理不尽だ。そして悔しかった。

「どうして、心乃枝と一緒にいたらいけないんだ!?」

　将悟の叫びは、誰だれにも伝わることもなく虚しく響いた。
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　翌日、心乃枝は学校に来なかった。

　将悟は鹿か野の子こに抗議の電話を続けたけれど、彼女は聞く耳を持たず「あなたのための留学です」と強弁を押し通すばかりだ。

　そして日曜日の夜、家に母からの郵送物が届いた。

　中には深み流りゆう院いん学園の退学届の用紙が入っていた。保護者の欄に『帝みかど野の鹿野子』の署名と捺なつ印いんがされている。

　見た瞬間、将悟は全身の血が逆流する思いがした。書類を持つ手が震えた。直筆の母の文字を見て息が詰まりそうになった。

　鹿野子に電話をかけると、すぐに出た。書類が届いたと踏んでいるのだろう。

「母さん！　なんだよ、この退学届ってのは!?」

『なんだよ、ではありません。説明したはずです。あなたの署名をして、遅れないように学校へ提出するのですよ』

「俺おれは留学するとは言ってない！」

『将悟の教育方針を決めるのは、保護者であるわたしです』

　鹿野子が今まで将悟を深流院学園に通わせてくれたのは事実だ。息子の将悟に、母の意向に逆らえる言い分がないことは理解している。

　だからといって、こんな引き離し工作を受け入れるわけにはいかない。受け入れたら、心乃枝を拒絶する母に荷か担たんするようなものだ。

「それならせめて、心乃枝を家族として認める、受け入れるって約束してくれ。そうしたら、俺も留学を考える」

　しかし鹿か野の子こは、将しよう悟ごの提案に一切答えず無視した。

『もし留学を拒否するというのであれば……』

　そして威圧的に断言した。

『今後は一切、あなたの生活費も学費も出しません』

「な、何を言ってるんだ？　冗談だろ？　脅してるんだよな？」

『どこが冗談だと言うのですか？　わたしは今後、将悟が深み流りゆう院いん学園に通うことを認めていないのです。資金を出す理由がどこにありますか』

「……俺おれが自分で稼いだらどうするんだよ」

『高校生であるあなたに、生活費も学費もすべて払えるわけないでしょう？　できもしないことを言ってないで、素直に留学なさい』

　鹿野子は一方的に言い切り、一方的に電話を切った。

　そこには優しさも、愛情ゆえの厳しさも感じられない。あるのはただ、将悟を意のままにしようとする冷たさだけだ。

　兄妹きようだいを引き裂くためなら何ごとも厭いとわない冷酷さだけだった。



    

  
    
      


２章　妹たちは抵抗する





　翌日、深流院学園の校長室は緊迫に満ちていた。

　ソファの中央に校長が座り、口をへの字に曲げている。普段は温和な初老の校長も、今は難しそうに顔をしかめている。

　テーブルを挟んだ向かいには愛ま菜なが座って、まっすぐ校長を見据えていた。

「こんなの理不尽です！」

　愛菜はテーブルに置いた書類を校長のほうに差し出した。

　帝みかど野の鹿野子の署名がなされた退学届の用紙だ。将悟の名前はまだ書かれていない。

「保護者でも勝手に進路を決めて退学させるなんて、生徒会として認められません！」

　将悟は愛菜の隣に座りながら、普段と違う気迫の彼女に驚いていた。

　愛菜の向こう側には凜りん香かが座って、黙ったまま事態の成り行きを見守っている。

　ソファの一番端には滋し賀がさんまで座っていて、緊迫に耐えられないのか「ぴ……」と涙目で震えていた。

　先日の留学の件がどうなったか聞きに来た愛ま菜なに、将しよう悟ごは鹿か野の子こから送りつけられた退学届のことを話した。

　すると愛菜は凜りん香かたちを引き連れて、こうして事態を訴えに訪れたのだ。

「校長先生！　将悟くんの退学なんて絶対に認めないでくださいね！」

　愛菜は身を乗り出す勢いで頼み込んだ。

　提出された退学届は担任の了承を経て、最終的に校長が認可して初めて受理される。その認可をしないでほしいと頼んでいるのだ。

「天てん導どうさん、落ち着いてください。お話はよくわかりました」

　黙って聞いていた校長は、顔に普段どおりの柔和な笑顔を取り戻した。

　それから将悟のほうを向いて問いかける。

「帝みかど野のくんは、留学をしたくないのですか？」

「……あまりに突然の話で、考える時間すら持てなかったんです。留学先の学校も、俺おれが進みたい分野とは少し違っていましたし」

「若いころに海外で生活するというのは、非常に素晴らしい経験となるものです。よい機会だと思えるのですがねぇ」

　当然ながら校長は、将悟の妹の存在を知らない。兄妹きようだいを引き離すことか鹿野子の真意だと、ここで説明するわけにはいかない。

「留学するときは、自分の意志で決めます」

　将悟が答えると、校長もそれ以上何も言わなかった。

　皆が黙ると、凜香が校長に向かって口を開いた。

「帝野センパイはお母さまと話し合う時間が必要ですわ。校長先生、センパイの意志が固まるまでは、たとえ退学届が出されても受理をしないようにお願いしたいのです」

「わかっていますよ。私も生徒に望まぬ退学など、してほしくありませんから」

　校長はそう言いながら、テーブル上の退学届を将悟の前に戻した。

　そして校長に一礼して、三人は廊下に出た。滋し賀がさんはまだプルプル震えながらぐずっている。よっぽど緊張していたらしい。

「ぴ……。み、帝野センパひ、退学なんてしなひですよね……」

「校長先生の様子なら、俺が一方的に退学させられるなんて心配はなさそうだ。心配かけて、ごめん。一緒に来てくれてありがとう」

　将悟の言葉に、滋賀さんは胸をなで下ろす。

「はひ……よかったですぅ……」

「滋賀さんもお疲れさま。帝野センパイの騒動に付き合わされて気の毒ですわ」

　凜香は滋賀さんの肩をポンポンと叩たたいて元気づける。

　滋賀さんは一礼すると、トテトテと駆けながら自分の教室に戻っていった。

　彼女を見送ると、将しよう悟ごは改めて愛ま菜なの顔を見た。

「しかし驚いたよ。天てん導どう会長があんなに強く主張してくれるなんて……」

　愛菜は「ん～？」と、いつものほんわかした顔でほほ笑んだ。

「当然だよ。困ってる生徒がいたら助けるのも生徒会の仕事だもん」

「それにしてもさ、俺おれのために校長室にまで乗り込んでくれるなんて……」

「……将悟くんのためだけじゃないよ。心こ乃の枝えちゃんのためでもあるの」

「心乃枝の？」

「将悟くんが留学したら、心乃枝ちゃん、この先ずっと自分のせいだって悩み続けちゃう。二人が残らなきゃ、楽しい学校にならないんだよ」

　愛菜の言葉に、将悟は気づかされた。

　心乃枝は今日も学校に来ていない。

　もしもこのまま彼女が去ったら、将悟はこれからずっと後悔の念に駆られるだろう。自分のせいで彼女を退学させてしまったと。

　それは立場を逆にしても同じことだ。将悟がいなくなったら、心乃枝はずっと自責し続けることになる。

　だから将悟は学校に残らなければならない。

　心乃枝と二人で。



　退学届の署名を拒否し続けても、問題は解決しない。

　鹿か野の子こは、留学を受け入れないのなら一切の仕送りを止めると言った。

　退学届を出さなくても、学費を滞納したら同じことだ。払えないままでは、やがて除籍処分になってしまう。

　帰宅した将悟は、すぐに貯金通帳を開いて確認した。いつもならとっくに今月分の生活費が入っているはずだけど、まだ振り込まれていない。

　母は本気だ。本気で兵糧攻めにするつもりだ。

　今月分の家賃は、先月の終わりに払っている。残高は十万円と少し。今までの貯金と、秋に『りりかる☆しすたぁず』でアルバイトをした給料だ。雅みやびとのＤＮＡ鑑定費用の予定だったけど、その必要もなくなり、丸ごと残っていた。

　このままでは、来月には貯金が尽きてしまう。

　こうなった以上、今後も学校に在籍し続けるならば方法はただ一つ。

　自ら生活費を稼ぐことだ。

　将悟は、どれだけのお金が必要なのか、ざっと試算してみた。

　食費と光熱費はできる限り切り詰めよう。衣料や消耗品もなるべく節約しよう。

　携帯電話の契約料はバカにならないけど、これがなければ仕事も探せない。

　大変なのは家賃だ。アパートのワンルームとはいえ、これだけで月に五万程度かかる。

　学生寮に入れば負担は軽いけど、今の時期は募集していない。そもそも保護者の印鑑がなければ入寮することはできない。

　そして何より大きいのが、学費だ。私立校である深み流りゆう院いん学園の費用は安くない。

　将しよう悟ごは本棚から学校のパンフレットを取り出し、学費の支払いに関して確認してみた。深流院学園では一年間の費用を四期に分けて振り込むことになっている。次に必要なのは一月から三月までの学費で、約二十万円。振込期限は一月の初旬。

　今ある貯金は生活費でほぼ消えてしまう。となれば、あと一ヶ月程度で学費の二十万円を稼ぐ必要がある。それも通学しながらだ。

　その後も生活費と学費用の貯金で、一ヶ月に十五万円ほど稼がなければならない計算だ。

　奨学金などの制度も調べてみたけど、申し込みには親の承認が必要だったり、連帯保証人を立てねばならなかったりする。親の協力が得られない状況では難しそうだ。

「こりゃ、かなり大変だな……」

　おそらく相当ハードなバイト生活になる。

　学費の問題を、愛ま菜なや凜りん香かに話さないでよかった。そんな無茶なアルバイトでは学校の認可も下りなさそうだ。たとえ彼女たちが黙ってくれたとしても、秘密を抱えさせるのは心苦しい。

　携帯電話のネットでアルバイト情報サイトを開き、稼げそうな仕事を探してまわった。

　しかし現実は厳しい。

　まず当然ながら、高校生可の募集自体が限られている。

　さらに十八歳未満は、法律で深夜の労働が禁止されている。昼間は学校があるから、平日に働ける時間は、早朝と夕方以降で最大に見積もって八時間程度だ。

　そしてもう一つ大きな問題があった。

　高校生が働く場合に、保護者の同意を求めている雇用者が少なくないことだ。

　現状、鹿か野の子こが将悟のアルバイトを認めるとは思えない。こうなると選べる職場は限られてしまう。

「探せば何かあるはずだ。なんだってやってやる……」

　将悟はなおも諦あきらめず仕事を探し続けた。

　とにかくフルに働ける仕事を探すしかない。幸い、もうすぐ冬休みだ。その期間中を利用し休みなく働いて、目標の二十万円を達成させるしかない。



　翌日の夕方、将悟は都心近くにある高層ビルの建築工事の現場にいた。

　作業服のツナギを来て、両肩に二十キロのセメント袋を抱えながら、建築中の鉄骨の横を歩く。

「おぉい新入り！　チンタラしてんじゃねーぞ!!」

　角刈りの男が、荒っぽい怒声を雨のように浴びせかける。

「す……すみません！」

　つばで粘り着く口を開け、湿った声で返事をした。

　もう何度、セメントを持って往復しただろう。抱えた袋の重さに全身が押しつぶされそうだ。顔面を外から冷たい空気が切り裂き、体内からは熱に浮かされたような汗が噴き出す。額ひたいの汗が落ちてもぬぐうこともできず、目に入って痛い。

　将しよう悟ごが選んだ仕事は、資材搬入のアルバイトだった。指定された建築現場や内装工事の現場に向かい、建築用の資材や部材を運ぶ仕事だ。

　雇い主は搬入アシスタント業務を請け負う会社だ。登録することで様々な勤務先が紹介され、時間の合うものを選んで日雇いの契約をする。一日の仕事は、三時間程度で終わるものもあれば、丸一日かかるものもある。短時間の場合は、複数の職場をかけ持ちすることもできる。

　時間は融通が利き、給料は日払い。時給も高め。条件がよく見えるが、仕事内容は当然のようにハードな肉体労働だ。覚悟はしていたが想像以上だった。

　応募した翌日に面接に行くと、担当者は保護者名が空欄の履歴書をチラリと一いち瞥べつしただけで採用が決定した。少々ずさんな会社だと感じたが、今はしょうがない。そして面接後、すぐ今の現場を紹介されたのだ。

　到着するトラックと作業場の間をひたすら往復し、大きなセメント袋や十キロもあるボードや腰に響くほど重いダンボール箱を運び続ける。工事の日程が遅れているらしく、夜遅くまで建設作業が進められていた。

　予定を大幅に過ぎた夜中近くなって、ようやく初日の仕事が終わった。終わったとたん、将悟はその場に座り込んだ。

　腕に力が入らず、文字どおり箸はしすら持てそうにない。

　胃の中身が逆流しそうだったけど、幸いなことに吐く気力すら残っていなかった。



　何日も学校を休むわけにはいかない。学校に残るために働いているのだから、それでは本末転倒だ。

　翌日、将悟は筋肉痛で痛い体を引きずって登校した。昨夜は仕事での失敗を思い出し、あまり眠れなかった。全身に疲れが残ったままで、授業中も眠くてたまらない。

　休み時間は机に突つっ伏ぷしてわずかな眠りについた。

「ねー将悟、何を朝から眠そうな顔してんのよ。どうせクダラナイことで夜更かししたんでしょ」

　雅みやびが背中をツンツン突っつきながら、ちょっかいをかける。

「うぅん……」

「もうっ、授業始まっちゃうよ!?」

「もう少し、寝かせてくれ……」

　話しかけてくれる雅みやびにも、疲れた返事しかできない。

　とうとう雅は呆あきれて、話しかけてこなくなった。

　授業開始の鐘が鳴り、将しよう悟ごはあくびを噛かみしめながら頭を上げた。隣を見ると、心こ乃の枝えは今日もいない。
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　仕事を始めて三日目になった。

「いっ、ててててて……。もう足が動かねぇぞ……」

　夜の十一時過ぎ、仕事を終えてアパートの前まで帰ってきた将悟は、倒れ込むように壁に寄りかかった。

　今日、最もキツかったのは、全身を覆う筋肉痛だ。腕も足も筋肉が張り詰めて、動かすだけで鈍い痛みが走る。

　何度も職場の人から怒鳴られた。最初は悔しかった。繰り返されるうち、次第に悔しさの感覚すら失われていく。頭まで麻ま痺ひしたように何も考えられない。

　このまま地面に倒れたらどんなに楽だろう。

「ダメだ……。明日も学校も仕事もあるし……すぐに寝ないと……」

　気力を振り絞って壁から身を剥はがし、玄関扉の前に歩いた。早く寝て、休んで、疲れを取らなければ、明日に響く。

　扉の前で鍵かぎを取り出し、鍵かぎ穴あなに差し込もうとした。

　腕が震える。言うことを聞いてくれない。

　指先から力が抜けて鍵を取り落とし、カンと小さな金属音を響かせてコンクリートの上に転がった。

　将悟は鍵の前に歩き、屈かがんで拾おうとした。

　今度は足が曲がらない。ひざの関節につっかえ棒があるようだ。

　無理に曲げようとして前のめりになり、転びかける。思わず両ひざを床についてしまい、ゴッと鈍い音を立てた。

「くぅっ……！」

　うめき声を漏らしながら両腕をついた。打ったひざが痺しびれて割れそうだ。

　――俺おれは……鍵すら拾えないのか……？

　突然、麻痺していた悔しさが体の芯しんから込み上げてくる。情けなさに目頭が熱くなる。まるで地を這はうアリになった気分だ。

　ふいに扉が開いた。いつの間にか隣室の前まで来ていたようだ。

「勉強中なのよ！　静かにしてちょうだい！」

　頭に『必勝』と書かれたハチマキを巻いた宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈なが、苛いら立だった顔で見下ろした。

「……何してるの？」

「悪い、鍵かぎを落としちまってさ……」

　将しよう悟ごは家の鍵を拾い上げ、痛む足を押さえながら立ち上がった。

「鍵を、ねぇ。家の前で這いつくばってにおいを嗅かいでいるなんて、わたくしのストーカーになったのかしら？」

　柚璃奈は心底から軽けい蔑べつするような目を向ける。

　しかし将悟は言い返す気力も湧かず、力のない笑顔を浮かべた。

　毒舌を軽くスルーされて、柚璃奈は少しムッとした顔になる。

「そろそろ一休みしてお風ふ呂ろに入ろうとしていたの。のぞき見しようとしてたのね。とんだヘンタイ男だわ」

「俺おれ、もう勉強のジャマしないから……」

　またも毒舌をスルーされ、柚璃奈はますますムカッ腹ぱらを立てた顔で睨にらみつける。

「当然よ！　わたくしは今、受験勉強の追い込み期間中なの！　万一にでも落第したら、全部の責任を負ってもらうわ！　騒音公害で訴えてやる！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　しかし何を言われても、将しよう悟ごは疲れで頭がクラクラして……柚ゆず璃り奈なのほうに向かって、ふらりと倒れてしまった。

「ち、ちょっとっ!?　こら、離れろっ！　このストーカーッ!!」

　柚璃奈は将悟が立てた音の十倍は大きそうな声で悲鳴を上げた。



「何かと思えば、アルバイトでこき使われて脳が破壊されかかっていたのね。おかしいと思ったわ」

　結局柚璃奈は渋々、倒れかかった将悟を室内に招き入れてくれた。

　部屋の中はよく暖房が効いて暖かい。柔らかい高級カーペットに座ると、全身に蓄積した疲労と凍えが溶けて出ていくようだ。

「驚かせて、悪かった。体中が言うことを聞かなくて……」

　彼女がいれてくれたハーブティーを飲むと、将悟の疲れも少しずつ癒いえていく。

　机を見ると、ノートが開きっぱなしになり、何冊もの参考書が積まれていた。まさしく受験勉強の真っ最中だったようだ。

「柚璃奈って来年度は深み流りゆう院いん学園に入学する予定なんだよな」

「……そうよ。来年からはあなたと同じ学校ね。思う存分いたぶってあげるから覚悟しておきなさい」

　同じ学校、と聞いて将悟の胸にまたも不安が去来した。

　――俺おれは来年も、深流院学園の生徒でいられるのかな……。

　いなければならない。生徒として三年生を迎え、そして卒業しなければ。

　そのためにキツい仕事に耐えているのだから。

「そうだな。来年は一緒に通おう」

　いきなり真剣に言われて、柚璃奈はカッとほおを赤く染め、将悟を睨にらみつけた。

「な、何を言うの、突然!?　あなたと腕を組んで登校などしないわよ」

「腕を組んでくれなくていいって。同じ学校に通えるだけで幸せだ」

「…………やっぱりストーカー？」

　柚璃奈は背筋が凍えた顔で、さもキモチワルそうな目でドン引きしている。

「ストーカーじゃないって。実は母さんに仕送りを止められててさ。通学するために、なんとしても自力で稼がないといけなくて」

　すると柚璃奈は口元を押さえ「ぷっ」と吹き出した。

「あっ、あははははっ！　それは傑作だわ！　あの帝みかど野の将悟がひもじい貧乏生活に身をやつし、飲むものも食べるものもなく寒空の下で飢え死にそうになってるなんて！」

「い、いや、飢え死にするほどじゃないから」

「飢え死ぬ三日前になったら連絡しなさい。最期の三日間をインターネットで全世界に生中継しなくては」

　どこまで本気なんだか、恐ろしいことを言う娘である。

　将しよう悟ごは飲み終わったハーブティーのカップを受け皿に置いた。

「飢え死になんて言いながら紅茶を出してくれるなんて、柚ゆず璃り奈なも優しいよな」

「あら、わたくしが心底からあなたの破滅を望んでいないと言いたいの？　心外ね」

「破滅とか言わないでくれって。――ありがとう。おかげで体も温まったよ。明日もあるし、部屋に戻って寝るな」

　礼を言いながら立ち上がろうとした。

　と、またも足に痺しびれが走って痛む。

「いててて……」

「何が痛むのよ？」

「筋肉が……全身が凝り固まって動かないんだ。明日までに治るといいけど」

　将悟はぎこちない操り人形みたいな動きで立ち上がった。

　そんな将悟を見て、柚璃奈はふと何か思いついたようにニヤッと笑う。

「いいことを考えたわ。今からベッドの上に寝なさい」

「すぐ部屋に戻って横になるさ」

「そうじゃなくて。そこのベッドに寝ろと言ってるのよ」

　柚璃奈は部屋のベッドを指差した。王女様の部屋に飾られているのかと思うような、豪華な彫刻を施したアンティーク調のベッドだ。

「……はい？」

　意味がわからず、将悟は柚璃奈とベッドを交互に見まわした。

「確かに寝心地がよさそうだけど……。なんで俺おれが？」

「服は脱ぐのよ。わたくしもすぐ準備してベッドに入るから」

「……服を脱ぐ？　柚璃奈とベッドに？」

「脱いだほうが気持ちいいでしょ」

「気持ち……いい……？」

　しばらく呆ぼう然ぜんと考えて……カーッと顔中が熱くなった。

「いっ、いやいやいや、マズいだろ柚璃奈っ！　お、俺たち別にそんな仲じゃ……」

「そんな程度の仲ですらない？　残念ね。わたくしは、少しくらいの信頼関係は持てたと考えていたのだけど」

「だからって、こんなこと……。だいたい柚璃奈は、まだ中学生じゃないか」

「そうよ。中学生活なんて鬱うつ屈くつなものだわ。受験勉強ばかりしていると、思いっきり体を動かして汗をかいて、ストレス解消したくなるのよね。うふふふ……」

　ニヤニヤと顔中に笑みを浮かべ、柚ゆず璃り奈ながにじり寄ってくる。

「い、いや、ストレス解消って……」

「いいわ。わたくしが快楽の極みに連れていってあげる」

「お、俺おれ、もう帰るからっ！」

　将しよう悟ごは柚璃奈の横を抜けて玄関に走ろうとした。

　だが強こわばった筋肉が伸縮してくれず、足がうまく動かない。

「逃げるな！　覚悟しなさいっ！」

　柚璃奈は将悟の手を引っ張り、ベッドの上に放ほうり投げた。将悟の体は抵抗する力もなく、雲のようにフカフカな羽毛布団の上にバフッと横たわる。

「ベッドの上で天にも昇るほど気持ちよ～くなれば、疲れなど忘れてしまうわよ……」

　うふふふと怪しく笑いながら、柚璃奈は両手をワサワサさせて忍び寄ってきた。



「いっ……い、いてっ……ててててててっ!!」

　数分後、柚璃奈のベッドでうつ伏せに寝かされたまま、将悟は悲鳴を上げていた。

　彼の上に柚璃奈が乗って、ひじで思いっきり肩を揉もみほぐす。

　鈍くて重い痛みが腹の底まで広がり、彼女の腕が離れると、今度は空気が抜けるように痛みが引いていく。

「どう？　昇天するほど気持ちいいでしょう？」

「あ、あぁ……。マジで気持ちいい……」

　将悟は羽毛布団に顔を埋うずめ、はぁ～、と心地よい息を吐いた。

　天国だ。極楽だ……。このままぐっすり眠ってしまいそうだ……。

「眠ってないで凝りをほぐしなさいっ」

　柚璃奈は両手の拳こぶしに体重をかけ、ごりごりと将悟の背中を押した。

「いっ、いでででで……。マッサージならそう言ってくれればいいのに……」

「だから気持ちいいことと言ったじゃない。何をすると思ったの？」

「それは、その……」

　言葉を濁していると、背中の上で柚璃奈が身を屈かがめ、耳元に顔を寄せた。

「ナ・ニ・を、すると思ったの？」

　ふーっと息をかけるように、意地の悪い声でささやく。

「もしかしてわたくしのこと、淫いん蕩とうなメスだなどと思ってない？」

「い、いえ。柚璃奈さんは実に清純な女の子でありますです……」

「わかっているならいいわ。素直に服も脱げばいいのに」

「それは勘弁してくれよ……」

「残念ね。受験勉強の疲労回復に買ったサメのエキス入りサメ肌アロマオイルを試したかったの。どんな疲れも吹き飛ぶけれど、一歩間違えれば体中の肌が荒れ放題。今度は実験台になってもらうから」

　やっぱり、清純な女の子発言を取り消したくてしょうがない将しよう悟ごだった。

　それから柚ゆず璃り奈なは将悟の腕や足、そして脇わき腹ばらまで体重をかけて揉もみほぐしてくれた。

　さすがに小柄な柚璃奈には大仕事らしく、一通り終えると彼女は将悟の背にまたがったまま額ひたいの汗を拭ふいている。

「はぁ、はぁ……。なかなか体力を使うわね。わたくしまで熱くなってきたわ……」

「ありがとう、柚璃奈。こんなに親切にしてくれるなんて……」

　疲れた心まで癒いやされたみたいで、つい将悟はうるっと涙るい腺せんがゆるみそうになる。

「今夜のことは貸しにしてあげる。来月になれば、どんな眼精疲労も一瞬で治るＤＨＡ豊富なアンコウの肝油入り目薬が届くから、今度こそ実験台になってもらうわ」

　……ゆるんだ涙腺が、たちまち恐怖に凍りつきそうだった。

「しかし腕も足も、全身ものすごい凝りようね。普段の運動不足が祟たたってるのよ」

「ほんと、こんなことなら運動部に入ってればよかったぜ……」

「そんな肉体労働をせずとも、わたくしがいい仕事を紹介するわよ」

「え、本当に？」

　言われた言葉に、将悟は思わず振り返って柚璃奈を見上げた。

「柚璃奈って有名な子役女優だったんだよな。――もしかして俳優関係の仕事を紹介してくれるとか？　演技はできないけど、エキストラくらいなら！」

「エキストラを甘く見ないことね。一日中撮影に拘束された上に薄給なのよ」

　白い目を向けながら、意地悪な面接官みたいに見下した。

「それじゃ探偵の仕事とか!?　柚璃奈のお母さん、探偵事務所を経営してるんだろ？　俺おれ、一からでも勉強するよ。いや探偵なんて言わない。事務所の雑用係でも……」

「間に合ってるわよ」

「う……。紹介してくれる仕事ってどんなのさ？」

　柚璃奈は口の端を曲げ、何やら腹黒そうな笑みを浮かべた。

　じっと値踏みする目で見つめている。ネズミを追い詰めたネコのような目である。

　将悟の背中に座ったまま足を組み替えた。スカートの奥に、一瞬、ほっそりした太ももがチラリと見える。

「決まってるじゃない。わたくしの下僕よ、げ・ぼ・く」

「げ……下僕っ!?」

「そう。朝から晩までわたくしの身のまわりを世話するの。ストレスが溜たまったときには、その辺に転がってサンドバッグ代わりに蹴けられてもらうわ。こんなふうに」

　ポン、と、ソックスを履いた足で将悟の頭を小突く。

　そのまま地に這はわせるかのように、足の裏で頭をぐりぐりと踏みつけた。

「ほらほら、鳴きなさい！　鳴いてわたくしを楽しませるの!!」

「いててっ！　痛いって！」

「――あ、そうそう、調子に乗ってわたくしの裸を覗のぞこうとしたら、服も下着も引っぺがして路上に放置してやるからそのつもりで」

「いや待て、なんで覗くこと前提なんだっ！」

「うふふふふ、楽しみだわ……」

　早くも下僕なペットを手に入れたような顔で、ニタニタ笑い出す。どんな想像をしているのやら、恍こう惚こつとした口元からツーッとヨダレの糸が垂れた。

「そ、それはさすがに遠慮させていただきます……」

「そう言ってられるのも今のうち。仕事がなくて泣きつくに決まってるわ」

　実に恐ろしい。鬼だ。悪魔だ。柚ゆず璃り奈なという少女を見くびっていた。

　やはりこの小柄な娘の内側には、暗黒で深しん淵えんな罪深い闇やみが広がっているに違いない。

　しかし恐こわいもの見たさで、ちょっと深淵を覗いてみたくなって聞いた。

「あ、あの～、それでちなみに給料は……」

「飢え死にしない程度にドッグフードを食べさせてあげる。そうだわ、餌えさ皿ざらに顔を突っ込むあなたの姿をインターネットで全世界に生中継したら傑作よ！」

　……深淵の闇は、思った以上に深そうだった。
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　柚璃奈のマッサージが効いたのかは不明だ。

　しかし自分の部屋に戻った将しよう悟ごは、パジャマに着替えるとすぐにベッドに倒れ込んだ。そのまま夢も見ないほどぐっすり眠ることができた。

　おかげで翌朝目が覚めたとき、全身が軽かった。縛り付けられていた鉛が取り外されたみたいだ。

　登校しても、普段の学校生活を取り戻すことができた。授業中に睡魔に襲われることもなく、意識も集中できる。雅みやびとも、いつものように楽しく会話した。

　もちろん、今日もハードな仕事に身を投じるのだと考えると、気が重くなる。

　けれど職場でのコツも少しずつ飲み込めてきた気がする。

　荷物の持ち方にもコツがある。それを覚えれば体への負担も減りそうだ。そして体力がつけば、倒れるほど疲労することもなくなるだろう。

　追い詰められたり、慣れない仕事をしたり、いろいろありすぎて精神が潰つぶされるかと思ったけど、少し希望が見えてきた。大変なことには違いないけど、なんとかやっていけそうな気がする。

　その日も一日の授業が終わると、将しよう悟ごは建築現場に向かうため教室を出た。

　校舎の外に出ると、陽ひが大きく傾いている。冬の太陽は短い。

「将悟！　将悟ってば～！」

　下駄箱のほうから、雅みやびの声が追いかけてくる。見ると、彼女は片足飛びで靴を履きながら玄関から出てきた。

「どうした、雅？」

「どうしたじゃないわよっ。将悟、最近ヘンよ。毎日学校が終わるとすぐ帰っちゃうし、電話しても出てくれないし！」

　ほおを膨らませながら、腰に手を当てて文句を言う。

　アルバイトのことは、柚ゆず璃り奈な以外には話していない。学校には秘密にしているのだ。

「いろいろと忙しくてさ。――雅はこれから水泳部か？」

「うん。来年こそ全国大会に出るから、ビシバシ練習しないと」

「すげぇな……。俺おれも微力ながら応援してるよ」

「じゃあ約束。あたしが大会に出たら、絶対に応援に来てよね！」

　言って、雅は「あ……」と、表情を固まらせた。

「……留学するって話、本当なの？」

　将悟はしばらく黙り、小さく首を横に振った。

「留学なんてしない」

「ほんとに!?　やっぱり留学って、なんかの間違いだったんだ！」

　雅の顔がパアッと明るく笑顔に包まれる。

「……そうなるよう、今、戦ってるところだよ」

「戦ってる……？」

「だから雅も、応援してくれると嬉うれしい」

「うん……」

　雅は不安そうな顔に戻って、小さくうなずく。

　将悟と雅は、正門に向かって並んで歩き出した。

「鶴つる眞まさん、今日も来なかったね」

「そうだな……。心こ乃の枝え、俺に言ってたんだぞ。『神かん凪なぎさんに優しくしてあげてくださいね』ってさ」

「む～。あたしそんな子供じゃないもん。人の心配より自分の心配しなさいよね」

「早く心乃枝を安心させたいんだ。母さんに俺の留学を取り消させてさ。――心乃枝のせいで俺が学校を辞めるなんて、そんなの認められないよな」

「鹿か野の子こさん、説得できそう？」

「説得する。母さんの思いどおりにはさせない」

　しばらく二人とも無言で歩いて、ふと雅みやびはつぶやいた。

「……親子でいがみ合うなんて、なんか、寂しいね」

「寂しい？」

　将しよう悟ごは暗い顔の雅を見つめた。

　鹿か野の子こに対し腹を立てたことは何度もあるけど、寂しい、という感覚はなかった。今まで、母の横暴に抵抗するので精せい一いつ杯ぱいだった。

　――寂しい、か。

　確かに寂しい状況なのかもしれない。親子が、互いを信頼し合えないなんて。

　しかし雅はすぐ寂しそうな表情を振り払い、好奇心に満ちた顔になって聞いた。

「ね、鹿野子さんの若いころって、どんな人だったの？」

「若いころ!?　……ううん、なんていうかなぁ」

　将悟は空を見上げながら小学生時代を思い出す。

「俺おれの母さんって、昔から子育てと仕事を両立させるような人だったんだ。社長だった父さんを手伝っててさ。だから昔から厳しくて、今とあまり変わらないよ」

　話しながら、空港で出張先へ飛び立つ父を見送った日のことを思い出した。

　一ヶ月にも渡る海外への出張。一緒に見送った鹿野子は、将悟に寂しい思いをさせたことを謝っていた。でも不思議と、将悟は寂しくなかった。戦いにおもむくヒーローを見て、寂しく感じたりしなかった。

「子供のころは、よかったよなぁ。父さんは世界を相手に戦うすげぇ男で、母さんはそんな男と相思相愛で結ばれた女でさ……。ところが現実はどうだ。父さんは不倫相手との子供を隠すような人間、そして母さんは、政略結婚で嫁いだ妻……」

　将悟はやるせない思いでため息をついた。

「ヒーローどころか、まったくの反面教師だぜ……」

　また雅が悲しそうにうつむいているのを見て、将悟はあわてて言葉を止めた。

「って、悪い。ヘンな話をしちまった」

　正門を出て、二人はいったん立ち止まった。

「あたし買い物して帰るから、ここで」

「また明日な」

「明日だけじゃないわよ。あさっても、しあさっても。――一ヶ月後も二ヶ月後も、半年後も、ずっと！　大会の応援してもらうの、約束したんだから」

「お、おぅ」

　雅は手を振りながら駆け出し、一度振り返った。

「鹿野子さんとの戦い、がんばってね!!」

　将しよう悟ごも手を振り、遠ざかっていく彼女を見つめていた。



　――嫌だよ、将悟。いなくなったりしちゃ……。

　将悟と別れた雅みやびは、曲がり角まで歩いて立ち止まった。

　留学なんてしない、と彼は言っていた。そのために鹿か野の子こと戦ってるのだと。

　――ほんとに大丈夫なのかな……。

　雅は不安でしょうがない。留学しない、という言葉も、単に彼女を安心させるために言ってるだけかもしれない。

　――鹿野子さんを説得できればいいのよね。あたしにも何かできないかな。将悟の留学を取り消すよう、鹿野子さんに頼めないかな。

　考えるけれど、何も思いつかない。

　雅は結局、将悟の妹でも恋人でもない。いとこであり、ただのクラスメイト。将悟を引き留めなきゃいけない理由なんかない。

　あるのはただ、気持ちだけ。

「これがあたしと将悟なんだよね……」

　切ないつぶやきが口から漏れる。

　諦あきらめかけた気分でとぼとぼと歩き出して、ふと、彼女は思い出した。

　そういえば、前に実家に戻ったとき、こっそり見てしまったのだ。

　父が鹿野子と電話で話しているところを。その前には、喫茶店で二人で過ごしていることもあった。

　あのときの、妙に親密そうな父の声が忘れられない。

　雅はあごに手を当て、探偵みたいに考える顔になった。

「これは、調べる必要があるわね……」

　もしかしたらそこに、鹿野子を説得できる材料があるかもしれない。

　雅は行き先を変え、駆け出した。

　彼女がやって来た先は、芽め依いの経営するカフェ『りりかる☆しすたぁず』だ。着いたころには薄暗くなって、店内から温かい明かりが漏れている。

　扉を開けたとたん、シックな黒いウェイター服を着た長髪の男装少女がサッと目の前に出迎えた。

「やぁ、イッツ・ア・マイハニー。キミの帰りを心から待ちわびていたよ。さぁ、ボクと一緒に憩いの楽園で永と遠わの安らぎを得ようじゃないか。おっと営業時間は午後八時までだから気をつけてくれたまえ」

　うやうやしくおじぎをする彼女を見て、雅はちょっと顔を引きつらせた。

「え、えっと、水みず谷たにさん……？　何やってんの？」

「聞いてなかったかな？　ボクは今、『しすたぁず』の修行中なのさ」

「それは知ってるけど……」

　衣い楠くすはキザにウインクをしながら雅みやびの手を引いて、窓際の席に案内する。

　席に着くとメニューブックを広げて差し出した。

「それでは好みのメニューを選んでくれたまえ。ボクのオススメは『毒舌いもうとの毒々ホットドッグ』か、『ピチピチいもうとのピッチンピーチソーダ』か、『爆弾いもうとの爆々ハンバーグ』だ。どのオーダーで運命を共にしてくれるんだい？」

「じ、じゃ～あたし、ミルクティーで」

「なんと慎ましやかなオーダーだ。次回はぜひ、ボクと地獄の底を見に行こう」

　キラリと白い歯を輝かせながら、衣楠はオーダーを伝えに厨ちゆう房ぼうのほうへ歩いていく。

　入れ替わりに、エプロン姿のウェイトレス服を着た芽め依いが隣に来た。

「どうだ、神かん凪なぎ。水みず谷たにの執事っぷりは実にサマになっとるだろう。これなら『りりかる☆しすたぁず』初の執事いもうとデーを開催できるのも時間の問題だ」

　芽依は得意げな顔で、「えっへん」と小ぶりな胸を張った。

「あの……あたし、前々から思ってたんだけどさ……。嵯さ峨が良らセンパイって『いもうと』ってつけば、なんでもいいって思ってるんじゃ……」

「なんだとっ!?」

　ガーンとショックが走った顔で芽依は固まった。

「よよ、よく見ろっ！　わたしは常に最先端の『いもうと』を研究しているのだ！　そうだろ、来くる実み!?」

　近くの席でテーブルを拭ふいていた樫かし木のき来実がこっちを見て、学園ふう制服の上につけたエプロンをなびかせる。一見、普通の女子高生だ。

「そうですよ、オーナー！　わたしなんて今日は『男の娘このコスプレをするいもうと』のコスプレなんですから！　自分でも男なのか女なのかわからなくなっちゃいました！」

　もはや最先端どころか何重にもねじれている二人を、雅は呆あきれた気分で眺める。

「そんなことよりもセンパイ」

「そんなことだとっ!?　わたしの崇高ないもうと萌もえ研究の成果を、そんなこ……」

「あたし、水谷さんにお願いがあって来たの！」

　芽依はきょとんとした顔で衣楠のほうを見た。

　ちょうど、トレイにミルクティーを乗せて運んで来たところだ。

　衣楠はティーカップを雅の前に置き、うやうやしくおじぎをする。

「このボクを直じき々じきにご指名してもらえるとは、実に光栄だ」

「水谷さんって、調査とか得意なのよね。盗聴とか」

　調査と聞いて、衣楠は真顔に戻った。

「確かに清せい流りゆう会かい時代は、盗聴から尾行、ときに変装まで様々な調査活動をしたが……」

「あたしも調査を頼みたいの！」

「ふむ……。あいにくボクは、諜ちよう報ほう活動から足を洗ったんだ。今はカフェで修行をしながら父を捜す身。これからは自分の目的のために活動すると決めたのさ」

「そうなんだ……」

　雅みやびはガッカリした。

　とはいえしょうがない。それなら自分で調べるしかない。

　と、考えていると――。

「わたしが命令しよう」

　芽め依いが衣い楠くすの肩をポンポン叩たたいた。

「これも顧客の頼み。注文には誠意を持ってお応えするのがサービス業というものだぞ、水みず谷たに。神かん凪なぎの頼みを聞いてやるのだ」

「しかしボクは……」

　芽依は言い返そうとする衣楠を手で制して、来くる実みのほうに振り向く。

「来実！　たった今より当カフェにて『りりかる☆しすたぁず』極東いもうと諜報部、略してＣＩＡを発足させるぞ!!」

「オーナー！　どうして略してＣＩＡになるのかわかりません!!」

「諜報機関といえばＣＩＡかＫＧＢかジェームズ・ボンドと相場が決まってるんだ！」

「ジェームズ・ボンドって機関だったんですか!?　人名だと思ってました！」

　さっそく手帳を取り出し、忘れないようにメモする来実である。もちろん本当は人名だ。

　衣楠は「やれやれ」と肩をすくめ、雅に向き直った。

「嵯さ峨が良らオーナーは神凪くんに甘いな。命令とあらば仕方ないね」

「ごめん、水谷さん。嵯峨良センパイ……」

「それで調査対象は何者だい？」

　雅は衣楠や芽依を見まわしながら言った。

「……将しよう悟ごを助けてあげたい。そのために、あたしのお父さんを調べてほしいの！」



　次の日曜日、雅は都心のショッピングビルの前にいた。

　ビルのエントランスに続く小さな広場で、買い物に来た親子連れや若者が大勢行き交っている。雅は広場の隅のベンチに座り、じっとイヤホンの音に耳を澄ませていた。

　隣には衣楠も座り、同じようにイヤホンに聞き入っている。

「まさか再びボクのこの盗聴器が役立つとはね」

「シーッ。また何か話し始めたわよ」

　雅は人差し指を口に当てた。

　雅みやびが衣い楠くすから渡されたペン型の盗聴器を仕掛けたのは、父である神かん凪なぎ一かず馬まの鞄かばんの中だ。

　一馬は今日、午前中から出かけていた。電車に乗って都心に出て待ち合わせた相手は、帝みかど野の鹿か野の子こだった。

　先日、雅が電話で土日の予定を聞いたとき、父は口ごもりながら誰だれかに会うのだと言っていた。妙に隠しているその態度からピンと来たのだ。

　今、一馬と鹿野子はビルの三階にある高級イタリア料理店に入っている。彼らの座る席は外からは見えない。

　二人はずっと、最近のニュースや経済の話題を話していた。お互いの会社に関係のある世界情勢を熱心にしゃべっている。雅には少々退屈な内容だった。

　そうして三十分近く経ち、雅がうとうと眠くなってきたころ……。

『……本当に将しよう悟ごくんを留学させてしまうのですか？』

　という一馬の声が聞こえ、一気に目が覚めた。

　周囲に聞こえないよう、声をひそめているらしい。イヤホンから聞こえる音声は不ふ明めい瞭りようで、聞き取りづらい。隣では衣楠も目を細め、じっとイヤホンを押さえている。

『前々から、いざというときには、と決めていたことなのです』

　鹿野子の声だ。

　気強さは感じられず、しおらしく懺ざん悔げするような口調だった。



    

  
    
      



    

  
    
      

『どうしても、心こ乃の枝えさんが将しよう悟ごくんの妹だとは、お認めになれませんか……』

『わたしは彼女を将悟の妹として迎えることはできません。もちろん熊くま五ご郎ろうとの認知がなされれば、法的に認めざるを得ないことは覚悟しております。ですからわたしは、将悟を遠くに留学させて、異母兄妹きようだいのことなど考えさせないようにするのです』

　やっぱりだ、と雅みやびは思った。やはり鹿か野の子こは、将悟と心乃枝を引き離すために今回の留学を計画したのだ。

『鹿野子さんは、さぞ辛つらい思いをされたとお察しします。ですが、やはり私は、どうか心乃枝さんと将悟くんが兄妹だと認めてあげてほしいのです。二人に幸せになってほしい。私はそう願うばかりなのです』

『わたしは……わたしだけは絶対に、認めてはならないのです……。子供たちの幸せを願うのなら、そうするしかないのです……』

　振り絞るような声で鹿野子は答えた。苦しそうな感情がイヤホン越しにも伝わってくる。

『あ、いえ、私は何も、鹿野子さんを責めているのではありません！』

　あわてた一かず馬まの声がする。

　――む～っ、なんでお父さん、鹿野子さんに反論してくれないのよ。

　雅は苛いら立だった。

　二人の会話の様子からして、鹿野子は一馬を信頼しているようだ。だから本音を吐いているのだろう。

　ここで一馬がハッキリと反論し、間違った考えを諭してくれれば、鹿野子も留学を考え直すかもしれないのに。

　しかし、次に一馬の口から出た言葉は、期待とは真逆のものだった。

『私は鹿野子さんのお悩みが少しでも軽くなればと、お話を聞かせていただいているだけなのです。決して自分の意見を強要するつもりはないのです』

『……本当に、ありがとうございます。一人で考え込んでいると気が滅入ってしまいそうで……。ここでのお話は、どうかご内密に……』

『もちろんです。決して口外などいたしません。どうかご安心ください』

『不思議ですわ。神かん凪なぎさまとは出会って間もないのに、これほど信頼できるとは……』

『いえいえ、私など、口が堅いこと以外に取とり柄えなどありませんから』

　一馬は照れたように笑って、それから二人はまた世間話に戻った。

「……どうやら一馬氏は、鹿野子氏の味方のようだね」

　イヤホンを外しながら衣い楠くすは肩をすくめた。

「お父さん、どうして将悟の味方になってくれないの……」

　雅は不満で一いつ杯ぱいだ。

　みんなで鹿野子を説得して留学を取り消させるべきなのに、これじゃあ鹿野子を勇気づけてるだけだ。

　でも……と考え直した。

「鹿か野の子こさんも、将しよう悟ごのことで悩んでるんだよね……」

　――なんで家族が引き離されることが幸せだなんて、考えるのかな。

　わからない。雅みやびは考えた。けれどいくら考えてもわからなかった。

　家族なんて、一緒にいるほうが幸せに決まってるのに。
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　土日になると、将悟は朝からアルバイトに向かった。学校のない今こそかき入れ時だ。休日中は二つの工事現場をかけ持ちで働いた。もう一つの仕事先は、二駅離れただけの近くの町にある、ビルの内装工事の現場だ。

　日曜日の夜遅く、その日も将悟は全身に疲れを溜ためて帰ってきた。

　隣室の柚ゆず璃り奈なの部屋から、煌こう々こうと明かりが漏れている。彼女は今夜も受験勉強らしい。

　将悟は大きな音を立てないように注意しつつ、自室に入った。帰宅すると、そのままベッドに倒れ込む。

「今日も疲れたなぁ……。さすがに土日連続で一日中はキツいか……」

　アルバイトを始めてから、まだ一日も休みを取っていない。明日からは、いつものように学校が始まる。

　短縮授業期間に入り、昼過ぎには帰宅時間になる。すぐ仕事先に向かえるよう契約のスケジュールを組んであった。ビル建設現場での仕事も、明日からさらに長時間になる。

　それでも、精神的には少し楽だった。このアルバイトを始めてそろそろ一週間。だいぶ慣れてきたみたいだ。

　そして何よりも、生活費の見通しが立ちそうなことが気持ちを明るくしていた。

　派遣元から紹介された仕事を積極的に引き受ければ、仕事はいくらでもあった。時間があれば、二つ三つの現場をかけ持つことも可能だ。働けばそれだけ給料がもらえる。

　頭の中で今週の稼ぎを計算してみた。このままのペースなら、充分に目標額を超える。

　もっとも聞いた話では、仕事が多いのは年末の多忙な時期だからだそうだ。一年のうちちには、なかなか仕事がない時期だってあるらしい。

　――稼げるときに稼がないとな。

　これからも深み流りゆう院いん学園に通い続けられるのか、予断は許さない。けれど光明は見えた。

　心こ乃の枝えと一緒の学園生活が送れる日が、きっと戻ってくるはずだ。

　――心乃枝、どうしてるかな。

　彼女の声が聞きたい。

　将しよう悟ごはベッドから起き上がり、心こ乃の枝えの電話番号にかけた。

　呼び出し音が二度、三度……十回なっても誰だれも出ない。

　もう寝てしまったのかもと、諦あきらめて電話を切ろうとした。しかしボタンを押す直前、回線がつながった。

『もしもし……。将悟さん……？』

「心乃枝……。ごめん、夜遅くに。声が聞きたくってさ」

　彼女はしばらく黙っていた。

　突然の電話に戸惑っているのかもしれない。

『お久しぶり……ですね』

「どう？　……元気かな？」

『最近、退屈してきちゃいました。――将悟さんはどうですか？』

「俺おれか？　俺はその……まぁ、いつもどおり、かな……」

　妙な心配はさせたくない。アルバイトのことは黙っていた。

　しかし心乃枝は……

『嘘うそ』

　と、見透かしたように言って、将悟をドキリとさせた。

『疲れた声をしてますよ』

「そ、そうか……？　まぁその、留学のことでいろいろあるからさ……」

『…………』

　心乃枝は悲しそうな息を吐いて黙っている。

「俺は、これからも深み流りゆう院いん学園に通う。学校に残れるメドが立ちつつあるんだ」

『本当に……？』

「だけど、残るのは俺一人じゃない。――心乃枝も一緒だ」

　ハッと息を呑のむような音が聞こえる。

「また一緒に、深流院学園に通おう。隣同士の机で一緒に勉強しよう」

『だけど、わたしは……』

「わかってる、心乃枝の気持ち。俺たちは確かに兄妹きようだいで、恋人になっちゃいけなかった。なのに俺は……今も、心乃枝が好きだ」

『ダメです……。そんなことを言ったら……』

「この気持ちは、否定しようがない。だから俺は、苦しむしかないんだと思う。苦しんで苦しんで、いつかこの気持ちにけじめをつけられるまで、叶かなえられない想いを抱えるしかない。――でももし、心乃枝が俺のために学校を去ったら……その後悔は、一生忘れることができなくなる。どんなに苦しんでも、癒いえない痛みとして残ってしまう」

　そして将悟は、最も言いたかった言葉を伝えた。

「だから心こ乃の枝え、深み流りゆう院いん学園で出会った仲間として、またみんなで一緒に過ごしたい」

　心乃枝はまた考え込むように黙った。

　将しよう悟ごは何も言わず、彼女の言葉を待った。

『わたし、明日は登校しようかな……』

　やがて心乃枝は言った。将悟の気持ちを受け入れるような声だった。

「そうしてくれると嬉うれしい。待ってるよ」

　ふふ、と心乃枝は小さく笑う。

『将悟さん、一つ、約束してくれますか？』

「約束？」

『いつか好きな女の子ができたら、遠慮しないで新しい恋をしてください。わたし、怒りませんから。その代わりわたしが新しい恋をしても、将悟さん、許してくださいね』

　二人はもう、新しい道へ踏み出すときだ。心乃枝はそう言っているようだった。

「心乃枝が新しい恋をしたら、きっと俺おれ、むちゃくちゃ苦しんじまうな」

　将悟は冗談っぽく軽い声で言う。

「でもどんなに苦しくても……耐えるよ」

『わたしも……どんなに苦しくても、耐えますね』

「心乃枝も、苦しい？」

『当たり前じゃないですか。わたしだって、今も将悟さんのこと……』

　言いかけて、心乃枝の言葉は途切れた。

『ごめんなさい、わたしまでこんなこと言って……。パパが呼んでるから、切りますね』

「うん。……また明日、な」

　通話は切れた。心乃枝の声の余韻に浸るように、いつまでも受話器を耳に当てていた。

　将悟と心乃枝が悲恋に終わっても、それぞれが自分の足で新しい未来へと進まなきゃいけない。自分の力で苦しみを乗り越えなければならない。

　きっとこの恋は終わるのだろう。

　だけど終わらせるのは誰だれでもない、自分たちだ。決して、身勝手な親たちじゃない。



　翌朝、将悟は眠い目をこすりながら、いつもより早く登校した。心乃枝を出迎えてあげたかった。

　深流院学園は冬休み前の短縮授業期間に入った。もうすぐ冬休み、そしてクリスマスだ。生徒たちは休暇を前に、にわかに浮き足立っている。

　教室の席に座っていると、クラスメイトたちが登校し始めて徐々に室内が賑にぎわっていく。やがて雅みやびが登校して自分の席に着き、衣い楠くすが女の子たちに囲まれながら教室に入ってくる。

「水みず谷たにくん、転校してもわたしたちのこと忘れないでね～」

「安心したまえ。ボクがかわいい子猫ちゃんを忘れるはずがないだろう？」

　衣い楠くすは衣楠なりに、残り少ない学園生活を楽しんでいるようだ。

　しかし、彼女は来ない。心こ乃の枝えの姿はまだ見えない。

　将しよう悟ごも雅みやびも黙ったまま心乃枝の名前を口にしない。彼女が休み始めて一週間にもなって、だんだん口に出しづらい雰囲気になっていた。

　それでも、教室の扉が開くたびに二人は反射的に目を向ける。入ってきたのが別の生徒だと知り、ガッカリと目を落とす。

　結局、朝のホームルームの時間になっても心乃枝は登校せず、今日も欠席扱いとなった。

　そしてホームルームの最後に、小こ都と里り先生は将悟の名を呼んだ。

「帝みかど野の、あとで職員室まで来てくれるか？」

　心乃枝のことかもしれない。ホームルームのあと、将悟はさっそく小都里先生を追いかけて職員室に向かった。扉を開けると小都里先生は自分のデスクにいた。

「小都里先生！」

　将悟が来ると、先生は振り返って見上げる。口をまっすぐに結び、妙に真剣な顔だ。

「来たか。――まぁ、まずは座れ」

　空いていた隣のデスクの椅い子すをチョイチョイと指差した。

　――長い話になるのか？

　将悟は胸騒ぎを覚えつつ、小都里先生の向かいに座る。

　心乃枝に、何かあったんだろうか。

　将悟は小都里先生の言葉を待って、彼女の顔をじっと見つめた。

　先生もまた、将悟を見返している。

　やがて小さく息を吐き、口を開いた。

「帝野、お前……隠れてバイトしてるだろ」

　ふいをつかれたように、将悟は凍りついた。一瞬、息が止まったかと思った。

「ど……どうして、それを……」

「昨日、近所でお前が働いてるところを見た生徒がいるんだよ。――なーんかおかしいと思ってたんだよな。最近、急に学校を休んだり、授業中もずっと眠そうにしてたりさ」

　しまった……。土日にかけ持ちで働いた現場は比較的近所だった。おそらくそこを目撃されたのだ。

　将悟は返す言葉もなく黙ってうなだれた。

「ウチの学校はバイト禁止じゃないけど、学業に差し支えるのは認められんぞ」

「すみません……。お金が必要で……」

「なんで、そんなに金がいるんだ？　そりゃせんせーだって金は欲しいけどよ」

　将悟はやむを得ず、母から仕送りの停止を宣言されていることを話した。

　このままでは学校に通えなくなること、そこで学費を払うためにアルバイトを始めたこと。必要な生活費を得るためには、少々無茶な働きをするしかなかったこと……。

　話を聞いて、小こ都と里り先生は困った顔で頭をかいた。

「そんなに問題がこじれてるのかよ」

「俺おれは、自分の力で深み流りゆう院いん学園に残りたいんです！　バイトを認めてさえもらえれば！」

　しかし小都里先生は首を横に振る。

「規則は規則だ。――とにかく、今回のことはお母さんに連絡するからな」

「え！　まっ、待ってください！」

「しょうがないだろ、決まりなんだからさ。それと帝みかど野の、今日はもう帰れ。明日も来なくていい。水曜日からまた登校しろ」

「来なくていいって、なんでですか」

「二日間自宅謹慎だ。家でおとなしくして、よく休むんだ！」



　自宅謹慎中の二日間も、将しよう悟ごは仕事に出かけた。すでに日雇いの契約を結んでいたし、急に休んでクビになるのを恐れた。そして何より、学費を稼がなければならない。

　小都里先生は「学費の分割とか延納とかの方法もある」とは言ってくれたけど、どのみち払わなければならない。根本的な解決にはならない。

　先の見えない状況でハードな仕事をこなすことは、精神的に辛つらかった。

　冬の切るような空気の中で重いセメント袋をいくつも抱えるのは苦しい。それでも心こ乃の枝えと一緒に過ごすためだと考えれば耐えられる。

　しかしそんな希望すら風前の灯ともしびだ。

　――俺は、何をしてるんだろう……。

　肩に食い込むようなセメント袋の重さを感じながら、将悟は何度も自問した。

　いったいなんのために、こんな思いをしてるんだろう……。

　素直に留学すれば、生活に困ることもなく海外の清潔な学舎で学ぶことができる。将来に向かって自分を高めることができる。母の庇ひ護ごを受け、なんの不安もない生活を送ることができる……。

　けれど、その幸福の光景に、心乃枝はいない。

　――またあの教室で、心乃枝と一緒に過ごすんだ。

　謹慎二日目の夜中、将悟は先週よりもぐったりした気分でアパートに戻ってきた。

　明日からはまた登校だ。

　今度アルバイトが発覚すれば、次はもっと重い処分が下される。もし退学にでもなったら本末転倒だ。だからといって、働かないわけにはいかない。

　――俺はどうすればいい……。

　八方ふさがりな状況が息苦しくて仕方ない。

　玄関の前に戻ったとき、扉の前に小さな箱が置かれているのに気がついた。

　緑のクリスマスカラーでラッピングされた化粧箱に、赤いリボンが巻かれている。リボンには白い封筒が挟んであった。

「……クリスマス……には早いよな」

　将しよう悟ごは箱を抱え上げ、封筒の中を開いた。一通の手紙が入っていた。

『無理しないで』

　と、小さな文字で短く書かれている。雅みやびからの手紙だった。

　箱を開けると、中から出てきたのは紺色の男性用デザインのマフラー、そして使い捨てカイロのパックだった。

「雅……」

　将悟は思わずプレゼントを抱きしめた。

　雅はきっと、将悟のアルバイトのことを聞いたのだろう。それで心配して、こんなふうにプレゼントを贈ってくれたのだろう。

「ごめんな……。心配させて……」

　マフラーに顔を埋うずめながら声を震わせた。

　雅にまで心配をかけるような自分の弱さが悲しくて腹立たしい。

　何もかも忘れたかった。学校のことも留学のことも、アルバイトのこともお金のことも、母のことも、父のことも……。

　今、マフラーの温もりだけが、折れそうな彼の心を支えていた。



　　　　§



　謹慎明けの朝、将悟は怯おびえた気分で登校した。謹慎中のアルバイトがバレていないか恐れたのだ。家を出るときは、誰だれにも出くわさないよう注意したけれど……。

　正門に近づくと、生徒たちがチラチラと将悟を見ている。彼の謹慎は学校中に知れ渡っているらしい。肩身が狭く、誰とも目を合わせないよう、うつむいて門をくぐった。

　校舎に近づく途中、小こ都と里り先生とすれ違った。呼び止められて詰問されないかと、心を研ぎ澄ませて警戒する。

「お……おはようございます……」

　挨あい拶さつをすると、先生は立ち止まって睨にらむように将悟を見上げた。

「おはよー。帝みかど野の、反省したか!?」

「は……はい。反省しました……」

　後ろめたくて、歯切れの悪い返事をする。

　小こ都と里り先生は背伸びをしながら、彼の肩をポンポンと叩たたいた。

「よーし、もう同じことするんじゃないぞ」

「き、気をつけます」

　うむ、とうなずいて、小都里先生は職員室に向かって歩いていった。

　将しよう悟ごはホッと胸をなで下ろした。謹慎中のバイトについてはバレてないらしい。

　玄関に向かって歩くと、雅みやびの背中が見えた。

「雅、おはよう！」

　雅は振り返ると、立ち止まって目を伏せた。

「小都里先生に聞いたわ。なんで相談してくれないの」

「……済まない。心配かけて」

　今の将悟には、ただ謝ることしかできない。

「プレゼント、ありがとう。さっそく使わせてもらうよ」

　二人で歩き出しながら、礼を言った。

「どこ行ってたのよ。謹慎中なのに」

「ちょっと、用事があって。届けに来てくれたのに、受け取れなくてごめん」

「あたしのことはいいの。……小都里先生も気づいてるわよ」

「知ってる……？　俺おれが、留守にしてたこと？」

「そう。先生、将悟の家に家庭訪問に行ったから。何度行っても誰だれもいなかったらしくて、あたし、何か知らないか聞かれたもん」

　突然、心臓がバクバクと脈打ち始めた。

　バイトのこと、完全にバレてたのか……？

「で、でも先生、さっき会ったけど何も言わなかったぞ」

「見ないフリしてくれてるのよ。小都里先生だって将悟のこと、心配してるんだから」

　それで合点がいった。

　たぶん小都里先生はとっくに、将悟が謹慎中もアルバイトしたことを気づいている。気づきながら、彼の立場に同情して、気づかない顔をしてくれている。

　先生に感謝する以上に愕がく然ぜんとした。

　今、自分はまさに、小都里先生にまで負担をかけているのだ。アルバイトを続けていることが学校側に知られたら、一つ間違えたら小都里先生の責任も追及されかねない。

　雅に心配させて、小都里先生に迷惑をかけて……。そんなにしてまで、この深み流りゆう院いん学園に居残ろうとする意味があるのか？

「俺が学校を辞めたら、どうする……？」

　将悟はおそるおそる聞いてみた。

「嫌だよ……そんなの……。あたしたち、本当の関係がわかってさ。また仲よくやり直せるって思ってたのに……」

「俺おれだって、この学校にいたい」

「でも……無茶なアルバイトして将しよう悟ごが体を壊すのなんて、もっとやだよ……」

　雅みやびは泣きそうに声を震わせる。

　やはり、鹿か野の子この言いなりになって留学するしか、道はないのかもしれない。

　将悟が留学を決意すれば、心こ乃の枝えが身を退ひく理由だってなくなる。また学校に戻って来られる。愛ま菜なの言うとおり、彼女の心に悔いを残すかもしれないけど、このまま学校を去られるよりはいい。

　玄関で靴を替えていると、クラスメイトたちが将悟を心配して声をかけてくれた。

「いいか、帝みかど野のくん！　悩みはみんなに相談するんだ！　小こ都と里り先生一人を困らせたら、僕たちが承知しないからな!!」

「き、気をつけるよ、田中くん……」

　なんだかんだで、こうして話しかけてくれるのは嬉うれしい。

　やはりこのまま、深み流りゆう院いん学園の日々は楽しい思い出にするべきなんだろうか。

　親の理不尽に耐え、別れの辛つらさに耐え、すべてを忘れることが最善なのか……。

　そんな考えに浸ったとき、廊下から生徒たちのざわめきが聞こえてきた。

「なんか、騒いでるみたい」

　雅も気づいて、廊下の先を見た。

　十人ほどの生徒が掲示板を見て、何やら噂うわさし合っている。

「帝野くん、親子ゲンカで留学させられるんですって」

「帝野鹿野子って、やっぱり恐こわい人なんだ……」

　将悟は思わず足を止めた。

　――なんで、俺や母さんのことが……？

　駆け出し、集まっている生徒たちをかき分けて掲示板に目を向ける。

　そこには学校新聞である『深流院タイムズ』の一面が貼はり出されていた。

　新聞の記事を見て、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　記事は、将悟が鹿野子から強制的に退学を迫られていることを告発するものだった。

　将悟はそのために身を削る無理なアルバイトをせざるを得なかったのだとかばい、学校側に、彼を断固として守るよう要求していた。

　とても普段の学校新聞には見られない、攻撃的な記事だったのだ。



　将悟は学校新聞を発行している新聞部の部室へと駆けた。

「新あら谷やさん！」

　扉を開け部室に駆け込む。長机の上に新聞や雑誌の束が積まれ、ほのかにインクのにおいがする部屋の奥で、新聞部の新あら谷や部長が顔を上げた。

「あの新聞記事、どういうこと!?」

　勢い込んで聞くと、彼女はバツが悪そうな顔で目を逸そらした。

「ク……。わ、我々は頼まれて掲載しただけだ。持ち込まれた記事をな」

「頼まれた？」

「そうだ。我が『深み流りゆう院いんタイムズ』は権力に屈せぬ骨太なジャーナリズム！　だが決して争いは好まぬ平和主義だ！　無用な軋あつ轢れきを生まず話し合いの精神を大切にしみんなニコニコ読んで楽しい報道を心がけている……」

　カッコいい単語を並べながら、思いっきり及び腰の新谷部長である。顔色が微妙に青ざめている。

「持ち込んだって、誰だれが？」

　聞いたとき、部室の扉が再び大きく開かれ、一人の女子生徒が入ってきた。

「新聞、全部貼はり終わったよ～」

　生徒会長の愛ま菜なが立っていた。

　愛菜は将しよう悟ごに気づくと、顔中に笑顔を浮かべて駆け寄った。

「将悟くん！　よかった～、謹慎、解けたんだね！」

「う、うん。心配かけてごめん。――俺おれの記事を書いたのって、もしかして天てん導どう会長？」

　すると愛菜は、隠すこともなくうなずいた。

「そう。将悟くんが謹慎を受けたって聞いて、なんとかしなきゃって考えて、それで急いで書いて新聞に載せてもらったの」

「なんでそんなことを……」

「抗議のためだよ。みんなで鹿か野の子こさんに抗議して、留学のこと、考え直してもらうの」

「だからってあんな記事を公表したら、天導会長が怒られるだろ！」

　しかし愛菜は平然とした顔で新谷部長に話しかけた。

「新谷部長、責任は生徒会で持つから心配しないで。先生から何か言われたら、全部愛菜の命令だって答えてくれていいからね～」

「よくないって！」

　将悟は彼女の話に割り込んだ。

「確かに記事は俺の気持ちを代弁してくれてるよ。だからって天導会長にまで責任を負わせるなんて、できるわけがない」

「これは、愛菜がしなきゃいけないことなの。将悟くんだけじゃない。心こ乃の枝えちゃんも、みんなで笑って学校生活を送るために、やらなきゃいけないの」

　愛菜は動じる様子もない。

　彼女の瞳ひとみの奥に強い意志を感じた。一時の思いつきや感情に流されたのではない。信念にもとづいた行動だ。……そんな意志が感じられてならない。

「学校新聞で抗議したって、逆に怒られて終わりじゃないか」

「『深み流りゆう院いんタイムズ』の力を甘く見たらダメだよ～、将しよう悟ごくん」

　愛ま菜なは「うふふ」とイタズラめいた笑みを浮かべながら、テーブルに積まれた新聞紙に目を向けた。そのときの彼女は、計画めいた目をしていた。普段どおりのおっとりした笑顔なのに、恐ろしいまでの企みが感じられる。

「学校新聞は、大勢の保護者や理事会の人も読んでるの。新聞に載せた記事が校外にまで広がれば、鹿か野の子こさんも先生たちも無視できなくなっちゃう」

　聞いて、将悟はそれが想像以上に壮大な行動だと気づかされた。

　深流院学園の理事や保護者には、政財界に籍を置く人々が多数存在する。この抗議記事は世の中の多くの有力者に知れ渡ることとなる。しかも中心人物は、世界的企業・帝みかど野のグループ社長とその息子だ。注目を浴びないはずがない。

　そしてこの騒動の裏には、『将悟の妹』という誰だれにも知られてはならない秘密が隠されている。鹿野子にとって、あまり騒がれたくない話題のはず。

　事態を穏便に済ませるには、将悟の留学を取り消すのが一番だ……。

「留学を取り消してくれるまで、愛菜、何度でも抗議しちゃうから～。ね、新あら谷や部長」

　椅い子すに座って背を丸めながら、新谷部長は「クッ……」と渋い顔をする。

　廊下から駆けてくる足音がして、血相を変えた小こ都と里り先生が部室に飛び込んだ。

「これを書いたの天てん導どうなのか!?」

　顔中に焦りの色を浮かべ、掲示板から引き剥はがしたらしい学校新聞を突き出す。

　小都里先生は生徒会の顧問でもある。人ごとではない表情だ。

「書いてあるとおりです。小都里先生からも、将悟くんが学校に残れるよう、鹿野子さんを説得してください！」

「保護者を批判してどうするんだ！　怒らせるだけだろっ！　言われなくても、せんせーだって帝野のお母さんと話し合ってるから心配するな」

「話すだけで全然守れてないじゃないですか！　生徒が安心して学校に通えるようにすることだって先生たちの役目じゃないですか!?　なのに守ってくれないから、こうやって生徒が声を上げるしかないんです!!」

「そ、そりゃ、せんせーだって帝野が心配だけどよ……」

　愛菜の気迫に押され、小都里先生はたじろいだ。

　不思議だった。いくら将悟や心こ乃の枝えを守るためとはいえ、どうして愛菜はこれほど抵抗するのだろう。

　楽しい学校にするのが生徒会長である彼女のモットーだ、とは知っているけれど……。

「ともかくだな、これから職員会議があるから少し頭を冷やして待ってろ。言いたいことは伝えるから、心配するな」



    

  
    
      



    

  
    
      

　ちょうど職員会議開始の校内放送が流れ、小こ都と里り先生は新聞部の部室を出ていく。

「もう絶対に……誰だれも、悲しい思いなんてさせないから……」

　残された愛ま菜なは、唇を噛かみしめながらつぶやいていた。



　今、学校の会議室に小都里先生や生徒指導の教師、校長先生や教頭先生まで集まって臨時の職員会議が開かれている。学校新聞の件が話し合われているのだ。

　将しよう悟ごは愛菜や駆けつけた凜りん香かと一緒に、生徒会室で会議の結果を待っていた。

「……まったく、勝手にこのようなことをして。ちっとも気づきませんでした。わたしの監督不足でしたわ」

　重い空気の中、凜香はチラチラと愛菜のほうを見ながらため息をついた。

「保護者というのは学校運営側からすれば、客なのです。その保護者を批判したら、騒ぎになるに決まってるではありませんか。生徒会長自ら問題を起こしてどうするのですか」

　愛菜は答えず、じっと窓の外の空を見上げている。

　彼女に話しかけるのを諦あきらめ、凜香は将悟のほうを見た。

「帝みかど野のセンパイもですわ。無断アルバイトなどするくらいなら、先に相談してくださればよかったのに」

「相談されたって、何もできないよ」

　黙っていた愛ま菜なが振り返り、口を開いた。

「生徒会に大した権限なんてない。将しよう悟ごくんが退学なんて話が出ても、ああして言葉を伝えることしかできない」

　反論できず、凜りん香かも黙ってしまう。

　そのとき気づいた。愛菜は無力を理解して、それでも何か行動を起こそうとして、学校新聞での意見表明を実行したのだ。

「生徒のためとしても、どうして天てん導どう会長はそこまで行動してくれるんだ？」

　将悟は疑問に思っていたことを聞いてみた。

　愛菜は再び窓の外の空を見上げて黙る。いつも楽しそうな愛菜の顔に、寂しさの陰が落ちている。何かを思い出しているような顔だ。

「愛菜、去年の一年生のころ、クラスの女の子と友だちになったの。……ううん、友だちになりかけたの」

　彼女は思い出を語るような口調で話し始めた。

「そのころ愛菜、みんなと仲よく楽しく過ごしたいなって思ってて、とにかく明るくしていたの。おかけで仲のいい友だちもたくさんできた。でもその子だけは話しかけても冷たい態度で、ちっとも仲よくしてくれなかった。

　あるとき『愛菜のこと嫌いなの？』って聞いたんだ。そしたら彼女は、こう答えたの。『あなたの明るさは上うわ辺べだけ』って。みんなと仲よくするためだけに、明るく振る舞ってるんだって。そんなところが嫌なんだって。――そんなふうに言われて悲しかったけど、でも、愛菜のことをよく見てくれてるんだって思った。

　それ以来、その子に素直な気持ちで話しかけるようにしたの。返事は相変わらず冷たかったけど、少しずつ話してくれるようになった。初めて愛菜の話で笑ってくれたときは嬉うれしかったよ～。きっと彼女とも仲よくなれそうな予感がしたの。

　そんなある日、突然、彼女のお父さんが逮捕されちゃったの。大きな会社の役員だったけど、汚職をして……。ちょっとしたニュースにもなって、学校中にも知れ渡った。だけどその子は『親と自分は別』と言って平然としていられる、強い子だった。愛菜は、彼女が悲しいことに耐えて、楽しく過ごせるようにしてあげたかった。

　だけど彼女のお母さんは、逃げるように遠い実家に帰ってしまった。彼女は転校して、深み流りゆう院いん学園から去っていったの」

　話している愛菜の目には、やるせなさが滲にじんでいた。

「最後にその子は言ったの。『わたしのぶんまで、みんなが楽しい学校にしてね』って」

　愛菜は、懐かしそうに笑う。

「それで天導会長、生徒会長に立候補したのですね」

　凜りん香かの言葉に、愛ま菜なはうなずいた。

「愛菜、みんなが楽しい学校にしたかったんだ～」

　もちろん現実には、楽しいことばかりの学校などあり得ない。毎日の生活には、楽しいこともあれば悲しいことも、腹立たしいこともある。

　けれどそんなことを、愛菜はよく知っている。知って、それでも少しでも皆が楽しく毎日を過ごせるよう願っているのだろう。

「だけど愛菜、生徒会長に向いてなくて、凜香ちゃんに頼りっぱなしで……。来年は三年生だから辞めちゃうし、せめて最後に生徒会長らしいことしてあげたかったの……」

　そんなふうに言う愛菜の表情は、やはり切なそうだ。結局自分にはこの程度のことしかできない。そう諦あきらめているようだった。

「ごめんね、将しよう悟ごくん。よけいなことして……」

「ううん。俺おれは感謝してる。こんなふうに味方になってくれる人がいるというだけで、ずっと心強くなれるよ」

　三人はまた黙り込み、職員会議の終了を待ち続けた。時計を見ると、もうそろそろ一時限目が終了する時刻だ。

　やがて生徒会室に小こ都と里り先生が入ってきた。先生は生徒会室の奥まで歩くと、愛菜に向かって言った。

「新聞は回収だ。記事は差し替えてもらうぞ」

　誰だれからともなく、生徒会室に落胆の息が漏れる。

　それが職員会議の結果だった。生徒の意見はあっさり握にぎり潰つぶされたのだ。

　愛菜は意気消沈した様子でうなだれる。

「それと天てん導どう。お前は注意処分だからな」

　罰則を言い渡されても、もう愛菜は何も反論しなかった。抵抗もあっさり潰され、痛々しいほどに活力を失っている。

　注意処分は文字どおり、担当教師から口頭で注意されるだけの処分だけど、罰則である以上、記録に残される。生徒会長としては不名誉なことだ。

「お待ちください」

　凜香が口を挟んだ。

「今回の件は、わたしも少々軽率だと感じています。ですが、生徒が自由な意見を述べただけで処分というのは納得しかねますわ。言いたいことも言えないというのは、生徒の自主性を重んじる深み流りゆう院いん学園の方針に反しているのではないでしょうか」

「ん、んなこと言ってもよー、職員会議でそう決まっちまったんだよ！」

「どうせ、処分しなければ鹿か野の子こさんに示しがつかない――そんな安易な理由ですわ。この件で天導会長に罰則を下されるのでしたら、わたしはそのこと自体に抗議します」

　冷静な口調の凜りん香かに睨にらまれ、小こ都と里り先生は困り果てた顔でうろたえる。

「わかった、わかったよ。それほど言うのなら、天てん導どう、直接帝みかど野のさんに謝罪しろ。今日の午後、学校にいらっしゃるそうだから」

「え、母さんが来るんですか？」

　将しよう悟ごは思わず聞き返した。

「そうだ。校長が新聞のことで謝罪の電話を入れてな、その際、一度この問題を皆で話し合ったらどうかと提案してくれたんだ」

　それはすなわち、面談の提案だ。鹿か野の子こと将悟と学校側。この三者が顔を合わせて、将悟の進路について話し合おうというものだ。

「帝野。お母さんに言うべきことがあるなら、そのときに言うんだ。せんせーたちも一緒にいるから」

　教師の手前であれば、鹿野子も将悟の言葉を強固に無視することもできないはずだ。

　直感した。その面談の席こそ、鹿野子を説得できる最後のチャンスかもしれない。

　将悟は愛ま菜なと凜香に向かって頭を下げた。

「天導会長、国くに立たちさん、ありがとう。新聞のことは俺おれから謝っておく。元々俺のほうに原因があるんだしな。――俺がなんとか母さんを説得する。この深み流りゆう院いん学園にみんなと一緒に残れるように、さ」



　将悟たちが部屋を出て、生徒会室には凜香と愛菜が残っていた。

「どうにか一難去りましたわね。あとは、帝野センパイにお任せするしかありませんわ」

　愛菜は生徒会長の机で、少し疲れた様子で座っている。

「やっぱり愛菜、生徒会長らしいこと、何もしてあげられなかったね……」

「いいえ、充分役目を果たしましたわよ。天導会長の声が届いたからこそ、校長先生も鹿野子さんに面談を提案してくださったのですから」

「そ、そうかな～。――凜香ちゃんも愛菜のことかばってくれて、ありがとう」

　凜香は少し照れながら顔を背けた。

「べ、別にかばったわけではありませんわ。――天導会長も、これからは心を入れ替えてマジメに生徒会活動をしてください。今回のような行動力を普段から見せてくれれば、立派な生徒会長ですのに……あら？」

　言いながら再び生徒会長席を見ると、いつの間にか愛菜がいない。

　見まわすと、彼女は生徒会室の棚の前に立って、戸の中を物色していた。

「天導会長？　何をしてるんですの？」

「疲れたらおなか減っちゃったの～。確かこの辺に、凜香ちゃんがチョコせんべいを隠して…………あった～」

　にんまり笑いながらお菓子の袋を取り出す。

「ね～ね～、凜りん香かちゃんも食べる～？」

　凜香は背中から黒いオーラを沸き立たせながら、ニコニコ笑顔を振り向く愛ま菜なの隣に立った。ピクピクこめかみを震わせながら、手に持った丸めた書類を振り上げる。

「天てん導どう会長～っ！　それはお客さまへお出しするものだと、何百回言わせれば気が済むんですかっ!!」

　ペシコーン、と愛菜の頭を叩たたく音が警戒に響きわたる。

「ひ～んっ！」

「前言撤回！　勝手にお菓子を食べなくなるまで、立派な生徒会長とは認めませんっ!!」

　ペシコーン、ペシコーンと何度もリズミカルな音が繰り返された。

「ひ～ん、ひ～ん、ひんっ！　凜香ちゃんのイ～ジ～ワ～ルっ!!」

　悲鳴を上げる愛菜の顔は、どこか少し、嬉うれしそうだった。
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　放課後となった昼過ぎ、約束どおり鹿か野の子こは深み流りゆう院いん学園を訪れた。将しよう悟ごは小こ都と里り先生から連絡を受けると、鹿野子の待つ会議室へ向かった。

　廊下を歩いていると、待ち構えていたらしい芽め依いが声をかけてきた。

「帝みかど野の、聞いたぞ。今から交渉か？」

「はい。なんとか母さんを説得しないと」

「勝算はあるのか？」

「母さんは俺おれと心こ乃の枝えの兄妹きようだいを引き離すのが目的なんです。感情的に『妹』という存在を認めたがらないのに、まともな言葉で説得したって論破できるわけがない。根比べするしかないんです。母さんが折れるまで、絶対に留学などしないと言い続けて」

「どう考えても、大人である母親のほうが立場も力も上だろ」

「そうですが、ほかに方法がないじゃないですか」

「どうにもならなくなったときは、ウチに来い。『りりかる☆しすたぁず』の店舗は住居も兼ねている。部屋もあまっているから、帝野を住まわせてやるくらい問題ないぞ」

「センパイの家に、ですか？」

「考えてみろ。ウチに住めば家賃も光熱費も格安……いっそタダでも構わん。飲食店だから食費もあってないようなものだ。住み込みでカフェのバイトをすれば、学費くらいなら無理なく稼げる。どうだ、これ以上ない条件だろ？」

「でもそんなこと、センパイに世話になりすぎです」

　すると芽依は、真剣な目でぐいっと顔を寄せた。

「いざとなれば、そういう道も選択できるということだ。母親にそう教えてやれ」

　言われて、将しよう悟ごは芽め依いの真意が理解できた。

　将悟が仕送りを停止され必要な生活費を稼げなくても、芽依の家に住み込むという最終手段が残っている。深み流りゆう院いん学園に通い続ける見込みがある以上、鹿か野の子この留学要請も強固に突っぱねることができるというわけだ。

「仕送りを停止しても意味がない。そう気づけば、母さんも留学を取り消す……」

「そういうことだ」

　将悟は強力なバックアップを得た気分だ。

　芽依は学生ながら、自らカフェを経営する社会人でもある。今の将悟にとって、何よりの援軍だ。彼女の後ろ盾があれば、鹿野子とも対等に言い合えるかもしれない。

「センパイ、助かります……」

「ま、本当に住み込みになっても、それはそれで毎日朝から晩までこき使ってやるから心配するなよ～」

「か、考えておきます……」

　どれだけこき使われるのか、想像するだけで恐ろしくなる将悟だった。



　そうして、面談は始まった。

「この度は誠に申し訳ございません。息子が大変なご迷惑をおかけしまして……」

　会議室で、鹿野子は校長や教頭たちに向かって深々と頭を下げた。

　面談には将悟と鹿野子、学校側からは校長と教頭、小こ都と里り先生の三人が出席している。

「こちらこそ生徒の監督不行き届きのため、帝みかど野のさまには実に不快な思いをさせてしまいました。このとおり、お詫わび申し上げます」

　校長もまた負けないくらい深々と頭を下げ、教頭と小都里先生もそれに倣ならった。

　学校新聞の件について、鹿野子が愛ま菜なを責めなかったのは幸いだ。彼女に責任を負わせるわけにはいかない。将悟は母に向かって頭を下げた。

「新聞で騒ぎを広げたのは、悪かったと思ってる。母さんが言うとおり俺おれの責任だ。このとおり、謝るよ」

　鹿野子は困った息子を見る目でため息をつく。しかし少なくとも怒ってはいない。むしろチャンスだと考えているようだ。将悟を言いくるめる絶好の機会だと。

「将悟。皆さまを困らせてまで、なぜ留学を拒むのです。自分のわがままがこのような騒ぎを引き起こしたのだと、自覚しているのですか？」

　厳しい言葉を吐く鹿野子を、校長が「まぁまぁ、帝野さん」となだめる。

「確かに留学は素晴らしい経験となるものです。若い時期の留学は私も反対しません。しかしそれも、息子さんの熱意があってのものではないでしょうか。留学は、彼がその大切さに気づいてからでも遅くはないと、私は考えるのですが、どうでしょうかねぇ」

「校長先生のおっしゃることは、そのとおりでございます。ですが将しよう悟ごは、単に住み慣れた環境を離れたくないだけなのです。保身に走っているのです。わたしが強制的にでも留学させるのは、それが最も彼の未来のためになると信じているからですわ」

　淀よどみなく答える鹿か野の子この言葉を聞きながら、将悟は内心で呆あきれ返っていた。

　――いったいどの口がそんなきれい事を言ってるんだ。保身に走ってるのはどっちだ。異母兄妹きようだいである心こ乃の枝えを家族と認めようとしないのは、どこの誰だれだ。

　その後も校長と教頭が将悟の気持ちを代弁して、留学の延期や休学しての短期留学などを提案してくれた。二人も、このあまりに突然の留学の不自然さは感じているのだ。

　しかし鹿野子はもっともらしい返答でかわし続けた。熊くま五ご郎ろうの代理的な就任とはいえ、大企業の社長を務め上げているだけのことはある。一高校の校長や教頭では、弁舌で太刀打ちなどできない。

　ましてや若い小こ都と里り先生では格が違いすぎる。口を出すことすらできないでいる。

「ですので、ぜひ先生方にも、将悟が留学を決意するよう、説得をお願い申し上げたいのでございます」

　深々と頭を下げて頼まれ、校長たちはすっかり黙り込んでしまった。

　鹿野子はバッグから、封筒に入った一枚の書類を取り出して将悟の前に置いた。鹿野子の署名と捺なつ印いんがなされた退学届の用紙だ。

「あなたがいつまでも出さないので、もう一枚用意しました。さ、将悟。これ以上先生がたにご迷惑にならないうちに、署名なさい」

　バッグからペンを取り出し、用紙の上に置く。

「しない」

　将悟は腕を組んだまま答えた。

　鹿野子は大げさに悲しそうな顔をして、退学届の用紙を校長たちのほうへ向ける。

「ご覧のとおり、息子は強情を張っているだけです。わたしの署名しか入っておりませんが、どうか受理していただけないでしょうか。留学手続きが遅れてしまっているのです。息子には、のちほど言い聞かせますので……」

　懇願され、校長と教頭は困った様子で顔を見合わせた。

　鹿野子の真意を知らない彼らは、親と子のどちらの言い分が正しいのか、判断できないでいるのだ。

「わたしは、できません」

　口を開いたのは、今まで黙っていた小都里先生だ。

「生徒の署名が入っていない退学届を受理するというのは、担任としての落ち度が問われます。わたしにはその用紙に判を押すことはできません」

　思いがけない小こ都と里り先生の抵抗にあって、鹿か野の子こは少し不満そうに用紙を引っ込めた。

　再度将しよう悟ごの前に置き、息子をキッと睨にらみつける。

「いつまで強情を張るのですか！　いいかげんになさい！」

「強情じゃない。俺おれはこれから、一人で生きていく。自分の力で学校に通う！」

「聞きましたよ。無断でアルバイトをして謹慎処分を受けたと。みっともない……」

「みっともなくて悪かったよ。――けどもう、無理なバイトをすることもない。俺に部屋を貸してくれるって人が現れたんだ」

　将悟は芽め依いが教えてくれた『奥の手』を使うことにした。

「その人を頼って住まわせてもらえば、家賃はかからない。学費程度なら無理せずとも自力でなんとかなる。もう母さんの仕送りは必要ないよ」

「住まわせてくれる、ですって？」

「そうさ。この学校で、俺を支えてくれる人たちに出会ったんだ」

　言いながら母の様子を注意深く見た。彼女の視線がわずかに泳いでいる。余裕めいた将悟の態度に戸惑っている。

　将悟は祈る気持ちになった。このまま折れて、留学を撤回してほしい。

　だめ押しのつもりで、将悟はさらに続けた。

「……母さんが俺を留学させたい理由は、わかってる。だから誓うよ。深み流りゆう院いん学園に残らせてくれるなら、母さんが望まないことはしない。今までの恋愛も忘れる。――お願いです。これからも、この学校に通わせてください」

　最後は素直に頭を下げた。

「なりません」

　しかし鹿野子の口から出たのは、否定の言葉だった。

「あなたはもう、散々学校に迷惑をかけているのです！　まだ残るつもりなのですか!?」

「もう迷惑はかけません！」

「……謹慎中にアルバイトをした人の言葉など、信用できますか？」

　その瞬間、室内の空気がピンと張り詰めた。

「なんで……そんな話を母さんが……？」

「あなたが働いているところを瀬せ利りに追跡させました。謹慎中の二日間とも仕事に向かったそうですね」

　瞬またたく間に血の気けが引くのを感じる。

　校長と教頭の視線が痛くてしょうがない。

　教頭は小都里先生のほうを向いて、けげんそうに聞いた。

「小都里先生、帝みかど野のくんはきちんと自宅謹慎を守っていると報告していましたが……？」

　ビクリ、と小都里先生が背を強こわばらせる。

　まずい……。将しよう悟ごは焦った。小こ都と里り先生が将悟をかばっていたことが知られたら、先生まで責任を負わされてしまう……。

「す……すみません……。俺おれは、謹慎中にアルバイトをしていました……。休んだらバイト先に迷惑をかけるから……。小都里先生には嘘うそをついてごまかしていたんです」

「帝みかど野のくん、謹慎の意味を理解しているのかね？」

　教頭が非難めいた目を向ける。

「すみません……」

　頭こうべを垂れる将悟の横で、鹿か野の子こが大きなため息をついた。

「何を考えているのですか。これ以上情けない姿を見せないでください」

　退学届の用紙を将悟に近づける。

　姑こ息そくだ……と感じた。

　謹慎中のアルバイトで叱しかられるのは仕方ない。しかしそれを、こんなタイミングで持ち出すとは。退学させる手段に使うとは。母親とは思えない姑息さだ。

　将悟の額ひたいに汗が滲にじみ、ぽとりと退学届の上に落ちる。

「今日中にアルバイト先に辞意を伝えなさい。さもなければ、わたしから勤務先に直接連絡を入れます」

　保護者は未成年の子の雇用契約を破棄させることができる。だから多くの雇用主は、事前に保護者の同意を求めているのだ。鹿野子に雇用を差し止められたら、将悟はもう今のアルバイトを続けられない。

　――もう……ダメだ……。

　形勢は一瞬で逆転した。仕事まで封じられては、将悟が学費を稼ぐ方法などない。こんな調子では、たとえ芽め依いの家に世話になっても、彼女に迷惑をかけるのは確実だ。

　用紙を押さえ、震える手でペンを手に取った。

　皆が見守る中、ペンの先が退学届に触れて――。

「待って！　待ってください!!」

　その瞬間、会議室の扉を開け、雅みやびが駆け込んできた。

「神かん凪なぎ！　面談中だぞ！」

　小都里先生の注意も気にせず、雅はまっすぐ鹿野子の隣に駆け寄った。

「お願いです、鹿野子さん！　将悟とケンカしないで!!」

「ケンカじゃないのよ。これは、将悟のためを思ってのことなの」

　鹿野子は優しく言い聞かせるように答えた。

「あたし、日曜日に鹿野子さんがお父さんと会ってたの、知ってるんです」

　一瞬、鹿野子の表情が強こわばった。

　――母さんと雅のお父さんが？

　意外な組み合わせに、将しよう悟ごは思わず母の顔を見る。

　鹿か野の子こは平静を装うように、顔に笑みを浮かべた。

「そうだったの。神かん凪なぎさまにはご懇意にしていただいて、感謝しております。雅みやびちゃんからもよろしくお伝えしてね」

「お父さんに打ち明けた悩みも聞きました。なんで将悟を留学させようとしてるのかも。鹿野子さん、言ってました。将悟と鶴つる眞まさんを引き離すために留学させるんだって」

　今度こそ鹿野子の表情が硬く強こわばった。

「鶴眞くん……？　どういうことです？」

　校長と教頭が、意味もわからず顔を見合わせる。

「帝みかど野のさん。今一度、将悟くんを留学させる理由をお聞かせ願えないでしょうか。学校内に問題があるのでしたら、取り除くよう我々も善処いたしますので……」

　校長に聞かれても鹿野子は答えず、顔中に焦りの色を浮かべて体を震わせている。

　そして睨にらむような目つきで雅を見据えて聞いた。

「お父さまが話されたのですか？　信頼できるかただと思っていましたのに……」

「違うんです！　お父さん、秘密を漏らしたりしません！　あたしが……こっそり盗み聞きしてたんです」

「盗み聞きですって……？」

「ご、ごめんなさい！　お父さんが悪いんじゃないんです！」

　しかし鹿野子は、冷たい目で言い放った。

「お父さまに伝えていただけるかしら。こうなった以上、安心してお話しすることなどできません。二度とお会いすることはありませんと」

　雅の見開いた目から、溜たまっていた涙がこぼれ落ちる。口からは嗚お咽えつしか漏れず、何度もしゃくり上げていた。

「雅！　大丈夫か」

　将悟はあわてて駆け寄り、彼女の肩を支えた。

「母さん！　言い過ぎだ！　謝ってくれよ!!」

　しかし鹿野子は将悟の怒鳴り声を無視して、再び校長に向かい合った。

「校長先生、学校に問題があるのかとおっしゃいましたね。――大いにありますわ。このように人の話を盗み聞きしたり、新聞で家庭の事情を全校に広めたりするような生徒がいる学校に、どうして大切な我が子を通わせることができるでしょうか」

　将悟は唖あ然ぜんとした。

　校長も教頭も小こ都と里り先生も、呆ぼう然ぜんと鹿野子を見つめていた。

　雅はくずおれて床にひざをつき、テーブルに突つっ伏ぷしてすすり泣いていた。

「将悟。今後もこの深み流りゆう院いん学園に通うのなら、わたしは級友とのお付き合いを断じて認めません。近づく人がいれば、そのご両親に断固抗議します。いいですね」

「お……俺おれを孤立させようってのか……？」

　もはや滅茶苦茶だ。常軌を逸している。

　腹も立たなかった。ただ呆あきれ、残念でならなかった。

「やめてくれよ……。みんなを……そんなふうに言うのはやめてくれ……。雅みやびも天てん導どう会長も、俺のことを心配してくれたんだぞ……」

　わかっている。鹿か野の子こは決して、本気で彼女たちを悪あし様ざまに考えてるわけじゃない。将しよう悟ごを学園から引き離すため、なりふり構わず理由づけしているのだ……。

　それでも、悲しかった。きっともう、止められない。このままでは、何もかもが壊れていく。楽しかった学園の日々は戻らない。

　将悟はテーブルに置かれていた退学届の用紙を引き寄せ、ペンを手に取った。

　そして生徒の署名欄に、自分の名前を書いた。

　小こ都と里り先生の前に歩き、退学届を差し出す。

「お願いします。……小都里先生、今までお世話になりました」

　一礼しながら用紙を渡すと、鹿野子のほうを振り返った。

「……これで、満足か？」

　誰だれも声を出さなかった。

　沈ちん鬱うつに包まれた会議室には、ただ、雅のすすり泣きの音だけが続いていた。



　　　　§



　面談のあと、将悟は鹿野子の前で登録先に電話をかけ、アルバイトの辞意を伝えた。そうしなければ鹿野子自ら相手先に連絡をすると言われたためだ。

　密かに、引き留められて辞めさせてもらえない状況を期待していた。しかし元々日雇い契約の仕事だったため、あっさりと了承された。契約を済ませてあった今日の仕事を最後に、登録を抹消されることとなったのだ。

　これでもう、事実上、収入の道は閉ざされた。

　その後、将悟は母を学校の駐車場まで見送った。歩いている間、二人とも何も言わなかった。目も合わせなかった。

「では将悟。早急に留学の準備を進めておくのですよ」

　車の横に立ち、鹿野子は扉を開けた。

　将悟の目に、母の背は疲れているように見えた。さっきの面談で精神的に疲労したのだろう。ビジネスに長けた大企業社長の精神も、家族問題の前ではただの人と変わらない。

「……考えてみりゃ、母さんも被害者なんだよな。政略結婚で帝みかど野の家に嫁がされて、そのうえ父さんには裏切られて隠し子まで作られて……」

　鹿か野の子こは何も言わない。車の扉に手をかけたまま動かないでいる。

「母さんはきっと、最初から家族なんて愛してなかったんだよ。父さんのことも、そして俺おれのことも……。大切なのは、ただ家族としての世間体を守ることだけなんだ」

「わたしが……一日でもあなたを愛さなかった日が、あると思うのですか……？」

　ふいにつぶやいた母の声が震えていた。

　――泣いてる……？

　虚をつかれた思いで将しよう悟ごは口を閉じた。

　しかし鹿野子は顔を向けず、そのまま車に乗り込み扉を閉める。すぐにエンジンがかかって車体が揺れ、母の運転する外車は駐車場を出て見えなくなる。

　母もまた、苦しんでいるのだ。熊くま五ご郎ろうの残した隠し子の存在に。

　熊五郎がどうして真ま由ゆ希きを愛したのかは知らない。そんなことはどうでもいい。確かなのは、父は死んでもなお、家族に苦しみを与えている。

　心こ乃の枝えを苦しめ、鹿野子を苦しめ、そして将悟を苦しませている。

　かつて見た仲のいい三人家族の姿など、幻影でしかなかったのだ。



　面談で泣き腫はらした顔を見られたくなくて、雅みやびは一人、屋上に来ていた。

　それでも涙が止まらない。悲しくてしょうがない。

　将悟が退学することも悲しい。けれどそれ以上に、彼と母との断絶が見ていて痛々しいほど胸に突き刺さる。

　将悟はもう、母を信じていない。憎んですらいる。

　このまま留学なんかしたら、彼はきっと、遠い外国で孤独の底に落ちてしまう。

　そして自分にはもう、そんな彼を支えてあげられそうにない。

　雅は携帯電話を取り出し、心乃枝にかけた。

『もしもし……。神かん凪なぎさんですか？』

　呼び出し音ののち、疲れた声の心乃枝が出た。

「鶴つる眞まさん……お願い……。将悟を助けて……」

『泣いているんですか……？　何があったんです？』

「将悟……退学することになったの……」

『…………!!』

　電話の向こうで、心乃枝が息を呑のむ気配がした。

「だから、お願い……。今、将悟を支えてあげられるのは、鶴眞さんしかいないの……」

『わたしは……わたしは、ダメなんです。もう……』

「どうしてよ!?　将悟は鶴眞さんを選んで、鶴眞さんも将悟を選んだのよ！　最後まで責任持って支えてあげなきゃ……」

『わたしは、もう……』

　心こ乃の枝えはためらうように言葉を途切れさせた。

　そして感情を押し殺すような声で、彼女は言った。

『深み流りゆう院いん学園から転校することになったんです』

「え……。な、何言ってんのよ……。なんで鶴つる眞まさんまで……」

『パパと相談して、決めたんです……』

「どうして……なんで……みんな……いなくなっちゃうの……」

　将しよう悟ごと心乃枝は、お互いを好きになったはず。なのにどうして、離ればなれにならなきゃいけないんだろう。なんでこんな、呪のろわれた運命を突き進まなきゃいけないんだろう。

「なんでよ……。いなくなっちゃうなんて……やだよ……」

　嗚お咽えつ交じりの声は、冬の空気の中で冷たく凍りつく。

　雅みやびは感じていた。

　きっと自分は、将悟も心乃枝も支えられず、ただ一人、この場に取り残される。

　一つの恋の墓標となって、ずっとこの場に立ち尽くすのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      


３章　妹の愛は永遠に





　学校を出ると、将しよう悟ごは建設現場でのアルバイトに向かった。辛つらい仕事も今日で最後だ。

　しかし少しも嬉うれしくない。作業をこなしながら、ずっと気が抜けた思いがしている。

　これからどうするんだろう。母の敷いたレールに乗って、海外へ留学するのか。きっと他人の目には、さぞかし栄光のエリートコースに見えるはずだ。

　だけど将悟にとっては、隠いん蔽ぺいと偽りに満ちた空虚な道でしかない。

　今日は最後ということで、将悟は午後八時前には帰してもらえることになった。

「お疲れー」

　作業員の男が将悟に向かって手を振りながら通り過ぎていく。

「お、お疲れさまです」

　最初のころ、散々怒鳴られた相手だ。結局、同僚といえるほどの関係にもならなかった。将悟は一人、帰ろうと歩き始めた。

　ふと立ち止まり、背後にそびえる鉄骨のビルを見上げた。

　建設中の高層ビルが、寒い夜空の下で月明かりに照らされている。

　さっきの男が将悟の隣に来て、一緒になって見上げた。

「どーしたぁ？　なんかあんのか？」

「いえ……大きなビルですよね」

「どっかのでかい会社が入るんじゃねーの？」

　男は特に興味もなさそうに、寒そうに手をこすりながら自分の作業に戻っていく。

　将悟はビルを見上げ続けた。

　この高層ビルの高い窓から、でかい会社の社長は世界を見まわすのだろうか。

　世界に名の知られた帝みかど野のグループ社長・帝野熊くま五ご郎ろうのように。

「……俺おれには、関係ないか」

　将悟はビルに背を向け、歩き出した。



　住む街の駅のホームに降り立ったとき、電話の着信があった。

　表示された番号に覚えがある。鶴つる眞ま誠せい二じの電話番号だ。

　心こ乃の枝えはとうとう、今日も学校に来ていない。

　胸騒ぎを覚えながら電話に出た。

『将悟くんかね？　心乃枝がそっちに行ってないかな？』

　開口一番に心こ乃の枝えの養父は聞いた。

「いえ、学校にも来ていませんが……。心乃枝、何かあったんですか!?」

『いないなら、それでいいんだ』

「ま、待ってください！　何があったのか教えてください!!」

　誠せい二じは少し間を置いて、言った。

『心乃枝は、遠くにいる僕の親しん戚せきに預かってもらうことにした。将しよう悟ごくん、どうか彼女をそっとして、今後は近づかないでほしい』

「どういうことですか!?　預かってもらうって……心乃枝も納得してるんですか!?」

『先日、心乃枝が君と電話で話しているのを聞いて理解したよ。彼女は今も将悟くんが好きなのだとね。諦あきらめきれないんだ。――なら、やむを得ない。強制的にでも君たちが出会わない場所に住まわせるしかない。心乃枝にも言い聞かせて、納得してもらった』

「お、俺おれがいるからですか!?　俺はもう、深み流りゆう院いん学園からの退学が決まったんです！　心乃枝まで辞める必要なんてない！」

『君たちがお互いの居場所を知る限り、いつ逢い引きするかわからないだろう？』

　愕がく然ぜんとした。彼はまるで将悟を信用していない。

　それでも何も言い返せなかった。将悟の心のうちに今も心乃枝への恋がくすぶっているのは、自分でも否定できなかった。

『心乃枝は熊くま五ご郎ろうくんとの認知を拒否し続けている。君たちは認知されなければ恋人でいられると考えているのかな？』

「そんなこと考えてません！」

『仮に認知をしなくても、いつ、どこからか心乃枝が熊五郎くんの実の娘だと知れ渡ることも考えられる。熊五郎くんは世間に名の知れた人物だ。その子供二人が互いに愛し合っているなどと噂うわさされたら、どんな目で見られると思うのかね』

「それは……」

『僕は君たちの恋愛を嗤わらってるんじゃない。しかし現実を考えなさい。君たちが遠く離れて暮らすことが、君たちにとっても、何よりの幸せなのだよ』

　話し終わると、誠二は将悟の返事も待たずに電話を切った。

「何が……幸せだ……」

　認めたくなかった。愛する相手と引き離されることが幸せだなんて、認めたくない。

　しかし誠二の言葉は正論だ。

　心乃枝が熊五郎の実の娘だという事実を、世の中に隠し続けられる保証などない。

　もし知られたら最後、将悟と心乃枝は愛し合っている兄妹きようだいとして、好奇と嘲ちよう笑しようの的となってしまう……。

　誠二の言うとおり、そして鹿か野の子この言うとおり、将悟と心乃枝は別れて別々の道を歩むのが一番幸せなのかもしれない。

　それでも、心こ乃の枝えに会いたかった。このまま別れたくなどなかった。

　誠せい二じは今、心乃枝の行方を捜している。つまり心乃枝は一人で、どこかにいるはずだ。

　心乃枝に電話をかけてみたけど、彼女は出ない。

　将しよう悟ごは駅のホームを駆けて改札口から飛び出した。駅前の広場を見まわすと、コートを着た通勤帰りのサラリーマンたちが歩いている。

　心乃枝はどこにいる？　学校か？　女子寮に戻ったのか？　それとも……。

「将悟さん」

　背後から声がして振り返った。

　広場の木の幹に隠れるようにして、彼女が顔を出している。

「心乃枝……。もしかして、俺おれを待っていたのか？」

　心乃枝は将悟の前に歩いてきた。

　久しぶりの彼女の顔は、やっぱり美しくかわいい。今の彼女の表情には、少し陰が差している。そんな姿にも、将悟は思わず見とれてしまう。

「神かん凪なぎさんに、毎晩遅くまでアルバイトをしてるって聞いて、待ってたんです」

「遠くに転校するって、本当なのか？」

　心乃枝はうなずいて、少し寂しそうな笑顔を見せた。

「今日は、お別れを言いに来たんです」



　二人は夜の街を歩いて、住宅街の近くにある広い公園に来た。

　立ち並ぶ木々にはクリスマスシーズンのイルミネーションが飾られ、デコレーションされた電飾がオレンジ色の明かりを落としている。公園の中央に立つ時計塔に巻かれた金と銀のクリスマスモールが、風に揺れてキラキラとさざ波のような光をきらめかせていた。

「久しぶりだな、この公園」

　将悟は心乃枝と並んで芝生のベンチに座りながら、時計塔を見上げた。

「覚えてますか？　将悟さんが初めて深み流りゆう院いん学園に登校する日、一緒にシュークリームを食べましたよね」

「覚えているさ。あの日が心乃枝との再会の日――記憶をなくした俺にとっては、出会いの日だったんだよな」

「……わたしたち、出会わないほうがよかったのかもしれませんね」

　心乃枝は切なそうに顔を伏せる。

「最初からずっと遠くにいて、お互いに知らないまま、兄妹きようだいだということも気づかないまま暮らしていたほうが、幸せだったのかも……」

「そうかもな……」

　将しよう悟ごはそっと心こ乃の枝えの手を握にぎった。冬の冷気にさらされた指が細く冷たく感じられる。

「だけど俺おれたちは知ってしまった。出会ってしまった。今さら、出会う前になんか戻れないじゃないか」

「……忘れることなら、できます」

「俺は忘れられない。忘れたりしない。たとえ心乃枝と離ればなれになっても、一生記憶に留めている」

　将悟の手の中で、心乃枝はキュッと握った拳こぶしに力を込めた。

　悔しそうだった。逆らえない運命を前に非力に震えていた。

「でも心乃枝は、俺のことなんて忘れていい。ただ一つだけ約束してくれ。遠くへ転校なんかしたらダメだ。俺はもうすぐ留学させられる。消えるのは俺だ。心乃枝は深み流りゆう院いん学園に残るんだ」

「もう決めたんです。パパと……。これから荷物を整理して、今週中にはパパの親しん戚せきの家に行く予定なんです。すぐに新しい引っ越し先を決めて、三学期が始まるまでに転校先の学校への手続きも済ませるって」

「なんで、決めてしまったんだ」

「そうしなければ、わたしも将悟さんを忘れられませんから。あの学校にはたくさん、将悟さんと過ごした思い出が残っているんですから……」

「俺の思い出だけじゃないだろ。心乃枝には大勢の友だちがいる。俺は雅みやびからケンカ友だちを奪いたくないぞ！」

　雅の名前を聞いて、心乃枝はくすっと笑った。その笑みが、早くも少し懐かしそうだ。

「将悟さんはずるいです。わたしにばかり、残される苦しみを押しつけようとして……」

　将悟は何も言えなくなってしまった。

　彼女の気持ちはわかる。消えるのは辛つらいけど、一人で残されるのも辛い。

　彼女のポケットで携帯が鳴る。心乃枝は取り出して表示を見た。

「パパからです。わたしのこと、捜してるんです」

　心乃枝は鳴り続ける電話をそのままにして、ベンチから立ち上がった。

「もう行きますね。最後に将悟さんに会えて、よかったです」

　潤ませていた涙を拭ふき取り、ほおも鼻先も赤く染めながら、精せい一いつ杯ぱいのほほ笑みを見せる。

　将悟は追いかけるように立ち上がり、彼女の手を引いた。

「行かないでくれ、心乃枝！　俺は今も、ずっと、心乃枝が好きな……」

　その直後……将悟の口をふさぐように、心乃枝の唇が触れた。

「……っ」

　触れ合った唇の奥で、心乃枝は嗚お咽えつを漏らしていた。閉じた目から一滴の涙があふれ出た。唇を離したとき、彼女の顔は涙に滲にじんだ水彩画のように崩れていた。

「わたしだって好きです……。将しよう悟ごさんと一緒にいたいです……。深み流りゆう院いん学園に通いたいです……。だけどもう、ダメなんですよ……」

　彼女の心を支えたかった。隠し子として生まれ、育てられ、ずっと本当の父親の秘密も教えられないまま過ごしてきた心こ乃の枝え。

　彼女に、もう身勝手な親たちに振りまわされる必要はないんだと証明したかった。

　心乃枝は鳴り続けている電話のボタンに指を伸ばす。

　将悟は、その手を握にぎって止めた。

「……将悟さん？　何を……？」

「これからも心乃枝と一緒だ。ずっと一緒に暮らそう。退学しても、俺おれはこの街に残る。心乃枝のそばにいる。お別れになんかしない」

　将悟は心乃枝の手から携帯を取り、彼女に代わって電話に出た。

『心乃枝！　今、どこにいるんだい!?』

　出るなり、あわてふためいた誠せい二じの声が耳に飛び込んでくる。

　将悟は落ち着いた声で応答した。

「帝みかど野のです。心乃枝のお父さんですね？」

『将悟くん!?　やはり心乃枝と一緒だったのか!?』

「お願いがあるんです。心乃枝の転校を取り消してください」

『言ったはずだ。心乃枝は将悟くんが知らない場所に……』

「学校に戻してくれない限り、心乃枝は帰しません。心乃枝がいなければ引っ越しもできないし、転校の手続きも済ませられないですよね」

　将悟の言葉に、誠二は絶句して言葉を詰まらせた。

　怒りに震えるような息づかいが、電話機のスピーカーから聞こえてくる。

『何を言っている……。誘拐するつもりか!?　今、どこにいる!?　家かね!?　待っていなさい、すぐ迎えに行く！』

「心乃枝をこれからも深流院学園に通わせてください。頼みはそれだけです」

　言って、将悟は電話を切った。

　心乃枝は目を見開いて、信じられなさそうに呆ぼう然ぜんと将悟を見つめている。

「さ、ゆっくりしてるヒマはない。急がないと」

　将悟は電話を返し、心乃枝の手を引いて駆け出した。

「ど……どこへ行くんですか？」

「決まってるじゃないか。二人で生きていける場所さ！」



　　　　§



　翌日の午後、将しよう悟ごと心こ乃の枝えは遠く離れた場所にいた。

　都心からずっと南へ下ったところにある、小さな漁業の町。太平洋に面して突き出した小高い山の岬に、一軒のうち捨てられた洋館が立っている。

　それは夏の臨海学校で見つけた場所で、かつて熊くま五ご郎ろうが所有していた別荘だ。

　十数年前、『ふうちゃん』と呼ばれていた幼い心乃枝が、実の母である真ま由ゆ希きと住んでいた家。世の中から隠れ、人知れずに過ごしていたあの家だ。

　青いレンガ屋根からは四角い煙突が飛び出し、庭は手入れされていないらしく、草がぼうぼうに生えている。

　周囲は山の森に囲まれ、辺りには人家もない。表の道路と通じているのは、寂しく街灯が並ぶ、たった一本の土道だけだ。

　夏に来たときと同様に、住人のいない洋館はがらんどうの廃はい墟きよと化していた。どの部屋にも家具はなく、壁と床が剥むき出しになった立方体の空間が広がるばかり。電気もガスも水道も開通してなくて、キッチンも風ふ呂ろ場ばも機能しない。

　階段を二階に上がると、廊下にいくつかの扉が並んでいる。

　手前の一つを開けると、その部屋にだけ何種類かの家具が残っていた。かわいらしいタンスや洋服棚、そして小さなベッド。

　ここがかつて幼い心乃枝の過ごした子供部屋だ。

「どうして、ここだけ家具が残ってたのかな」

　子供部屋に足を踏み入れながら、将悟は疑問を口にした。

「昔のことでよく覚えていませんけど……。わたし、この家を離れるときに、ずいぶん泣いた気がするんです。それで真由希さんが『また戻るからね』って言って……。帰って来られるって思わせるために、わたしの部屋だけそのままにしておいたのかも」

　一緒に部屋を眺めながら、心乃枝は昔を思い出して答えた。

　実際は心乃枝は戻ることなく、鶴つる眞ま誠せい二じに預けられることになる。子供部屋の家具は単に不要だった。処分するか、このまま捨てるかの違いでしかなかったのだ。

　けれど今、心乃枝は戻ってきた。将悟とともに。

「本当にこんな場所に来てよかったのか？」

　聞くと、心乃枝は胸に手を当てて小さくうなずいた。

「せっかく将悟さんが稼いだお金を使わせるなんて、申し訳ないですから」

　将悟の資金は、貯金とアルバイト代を合わせて十数万円だ。心乃枝も多少の貯金はあるけど、大きな金額じゃないし、そもそも彼女の貯金まで使わせたくない。

　昨晩は二人で安いビジネスホテルに泊まった。安いといっても、一泊で六千円ほどする。そんな生活では、食事代や交通費も合わせると、みるみる資金が減ってしまう。

　ホテルの部屋で貯金通帳とにらめっこしながら今後の計画に頭をひねっていた将悟に対し、心こ乃の枝えが提案したのが、廃屋となった昔の熊くま五ご郎ろうの別荘に来ることだった。

「お金は節約しないとダメです。将しよう悟ごさんのアパートの家賃も払わなきゃ」

　彼女はそう言って諭した。

　心乃枝が深み流りゆう院いん学園に戻ったら、将悟も同じ街で暮らすつもりだ。これからは鹿か野の子こに頼らず、一人の力で生活しなければならない。それには節約が欠かせない。

　結局、将悟はしばらくの間、この廃屋で暮らすことを決めたのだ。

「隠れながらだし、かなり不便な生活になるけど……」

「ふふっ。わたし、本当に誘拐されちゃったみたい」

　心乃枝は無邪気に笑った。

　常識で考えれば相当危ない橋を渡っているのに、彼女はなんだか楽しそうだ。その笑顔を見て、将悟はなんとなく思った。

　心乃枝は、幼いころ暮らしたこの別荘に戻りたかったんじゃないかと。家族を信じていられたあのころに帰りたかったんじゃないか、と。

「覚悟を決めるしかないな。ここに隠れて過ごして、誠せい二じさんに考えを改めさせよう」

　将悟は長期間無人だった子供部屋を見まわした。

　家具や床にはホコリが積もっている。残っている家具も空っぽのタンスや剥むき出しのベッドなどしかなく、このままではとても生活できない。

「……まずは部屋の掃除から始めるか」

「そうですね。二人で住みやすい部屋にしちゃいましょう」

「駅前まで行けばスーパーも百円ショップもあったから、いろいろ買って来よう。町に銭湯もあるし、それから……安く食事のできる美う味まい店も探さないとな」

　その後は二人で町に出て、必要な物資を買い集めた。スーパーでは夏のキャンプ用品の売れ残りが安く買えた。ガスボンベ式のコンロやミニヒーター、大型の懐中電灯などがセットになったものだ。

　それからシーツと毛布を何枚か。着替えのシャツとズボン。窓には、スーパーでもらった古布をかけてカーテン代わりにした。

　部屋の扉は、内側に南京錠を取り付けて閉められるようにした。防犯には心こころ許もとないけど、何もないよりはマシだ。

「心乃枝、ここは廃屋だからな。生活している間、できるだけ俺おれの近くにいるんだぞ」

　一番の問題は水回りだ。飲料用にはペットボトルを買い、トイレの水洗用には海岸に出てバケツに海水を汲くんで用意した。

　さらに、この地域は夏場には観光客も訪れる場所だ。そのせいか、少し歩いた場所に公衆トイレがある。普段はここを使おう。

　何度も町と別荘を往復したら汗だくになってしまった。この別荘は海に囲まれた岬の小高い山腹にあるから、長く蛇行した坂を上り下りしなければならない。

　夕方になると二人で銭湯に行って、体を洗ってさっぱりした。

　食事も済ませて別荘に戻ったときには、もう陽ひが暮れかかっていた。空っぽの家具しかなかった子供部屋にはキャンプ用品や携帯用の食料が置かれ、賑にぎやかになっている。

　将しよう悟ごと心こ乃の枝えは、床に並んで座り、窓の外を見つめた。

　葉の落ちた木の枝の向こうに、夕陽に赤く染まった海が広がっている。

「懐かしいなぁ……。わたし、ちっちゃなころ、毎日こんな光景を眺めていたんですよ。また、将悟さんが遊びに来ないかなぁって期待しながら」

「期待に応えて遊びに来たじゃないか」

　冗談めかして言うと、心乃枝はうふふと笑った。

「……こんな生活、退屈かな」

「ううん、楽しい。わたしたちだけの秘密基地みたいで」

「そうだな。ここは、俺おれたちだけの秘密基地だ」

　話している間にも太陽は沈んでいき、室内は薄暗く、隣にいる心乃枝の顔すらよく見えなくなる。

　もう夜だ。電気のないこの別荘の夜は、あまりに早く訪れる。

「懐中電灯、つけようか？」

「電池がもったいないですよ」

　ほんのりと月明かりが射し込む薄うす暗くら闇やみの中で、二人は黙ったまま手を握にぎり合った。

　時間はいくらでもある。いつまでも手を握っていられた。好きなだけ相手の指の感触を確かめることができた。

　ふと心乃枝が体をブルッと震わせる。

「寒い？　ヒーターの温度を上げようか」

「いえ、このままでいいです。燃料がなくなっちゃいますよ」

　キャンプ用のヒーターは、燃料を節約するため最小限の出力にしてあった。元々狭いテントの中を温めるための道具だ。部屋全体を暖かくするには力不足である。

「風邪引くぞ」

「だったら将悟さんがあっためてください」

「お、俺が？」

　心乃枝はくすっと笑い、将悟の手を取った。

　そのまま引き寄せて彼女のほおに押し当てる。ひんやりと冷えた柔らかい肌の感触が、手のひらに伝わった。

「ほら、こうするとあったかい」

「……心乃枝の肌、ほんとに冷えてたんだな」



    

  
    
      



    

  
    
      

「将しよう悟ごさんが連れ出したりするからですよ。責任持って、全部あっためてくれなくちゃ」

「え……全部って……」

　つーんと口をとがらせながら、心こ乃の枝えは立ち上がった。

　将悟に背を向け、体の前でもぞもぞと手を動かしている。窓からの月明かりが逆光になって、彼女の輪郭が美しく照らされている。

　心乃枝の着ていたジャケットが、ふぁさと舞い落ちた。

「こ……心乃枝……」

　呆ぼう然ぜんと見守る将悟の前で、続いてスカートがストンと落ち、シャツを脱ぎ捨てる。

　ブラとショーツを近くの棚に置いて、何一つ身につけていない心乃枝が振り返った。

「寒い……ですね」

　両手で体の前を隠し、照れた声で言いながら身を震わせる。

「あ……当たり前だって……」

「将悟さん……」

　心乃枝はゆっくりと将悟の正面に立った。

「あったかく……してください……」

　そして二人はすべてを脱ぎ去って、ベッドの上で毛布にくるまった。

　少しでも隙すき間まを埋めるように肌と肌を密着させ、両手でお互いの背中を撫なでた。

　二人の体温で毛布の内側は温度が上昇し、体の芯しんがじんじんと発熱する。

「ん……っ、そこ……すごく、熱いです……」

　手が、足が、体中が触れ合うたび、心こ乃の枝えは大きく息を吐きながら声を上げた。

　暖炉のように、毛布の中が燃えさかっている。

「心乃枝……。もし、もしもだよ。俺おれが将来、一人で生きていける力を持てたら……迎えに行っても、いいかな」

「わたしを……ですか？」

「二人で暮らしたい。ずっと、こんなふうに温め合いたい」

　心乃枝は顔中を熱く火ほ照てらせながら将しよう悟ごを見上げた。

「わたし、待ってますね……。いつまでも……」

　彼女は、とろけるように目を潤ませて答えた。

「ただの願望じゃないぞ。実行してみせる」

　誰だれにも頼らず、自分の力だけで生きていきたい。それには稼ぎが必要だ。

　将悟は頭の中で形になりつつあったアイディアを口にした。

「……俺、本を書こうと思う」

「本？」

「本を書いて出版してもらい、原稿料をもらうんだ。本がヒットすれば、それだけ多く印税が入る。そこらのアルバイトより稼げるはずだ」

「将悟さん、小説家になるんですか？」

「小説じゃないよ。ノンフィクションっていうのかな。――俺は帝みかど野のグループ社長の息子として生まれただろ？　そこで、企業の世界を身内から見た姿を書くと面白いんじゃないかって考えたんだ」

「なるほど……。それは確かに、普通の人に書けるものじゃないですよね」

「原稿を書いて出版社に売り込んで……。急いでも、お金になるのは何ヶ月か先だけど」

「将悟さんが書いた本、読んでみたいな。お手伝いできることがあったら、なんでも言ってくださいね」

「ありがとう。たくさん売れる本にするよ」

　そして二人はキスをかわし、もう一度体を密着させてお互いの体温を上昇させた。

　いつかは暖かい部屋で、二人で過ごしたい。でも今は寒い部屋に閉じこもるしかない。

　だから、お互いを温め合った。

　彼女の正面から抱きしめ、背中から抱きしめ、二人の腕や足を絡ませた。

「将悟……さん……。全部……いいんですよ……。わたしのこと……好きなだけ……好きに……してくれて……」

　心乃枝は真まっ赤かな顔で荒い息をつきながら、懇願するように将悟を見た。

　将しよう悟ごも彼女が欲しかった。心こ乃の枝えと今ここで結ばれたかった。

　けれど、静かに首を横に振る。

　それはできない。二人の間に子供を作ることは許されない。二人の間に生まれた子供は決して幸せになれない。

　生まれてくる子供に、自分たちのような運命を背負わせてはならなかった。

「俺おれは……父さんのような過ちを繰り返したらいけないんだ」

「将悟さん……」

　心乃枝は少し悲しそうな、寂しそうな目で見上げる。

　そのぶん、将悟は彼女を強く抱きしめた。唇や首筋に何度もキスをした。長い夜を、いつまでも離さず心乃枝を抱きしめて過ごした。

「わたしも……こうしていたいです」

　心乃枝は熱い息を吐きながら言った。

「いつまでもこんなふうに、将悟さんに抱きしめられて、キスをされて、二人だけで愛し合っていたいです……。そうしたらきっと、幸せでいられるのに」

　……きっと、幸せでいられるのに。

　その言葉に否定の響きが含まれているのを将悟は聞き逃さなかった。冷や水をぶっかけられたように我に返り、心乃枝を見つめた。

　心乃枝が、将悟と結ばれたがった理由を知った気がした。

　彼女はとっくに気づいているのだ。こんな場所に隠れたところで、すぐ見つかって連れ戻されることを。このままでは破滅はすぐに訪れることを。

「心乃枝……。俺は、幸せにしたいんだ。心乃枝を幸せにしたい。二人で、幸せに生きて生きたいんだよ……」

　将悟は誰だれにとなく懇願するように言って、心乃枝の首筋に顔を埋うずめた。彼女はそっと、そんな彼の頭を愛いとおしそうに撫なでてくれていた。

　力が欲しかった。二人で幸せになれる力を。いつまでも一緒に生きていける力を。異母兄妹きようだいという父の呪のろいを打ち壊せるほどの力を。



　　　　§



　学校が昼で終わると、雅みやびは将悟のアパートに立ち寄って、彼の部屋のインターホンを鳴らした。

　しかし誰も出てこない。留守のようだ。

　彼がいないことは知っていた。だけどこうして、足を運ばずにいられなかったのだ。

　将悟が姿を消して二日目。週明けになれば、学校も終業式だ。

　――このまま、いなくなっちゃうのかな……。お別れの挨あい拶さつもしてないのに、留学して、外国に行っちゃうのかな。もうすぐ、あたしの誕生日なのに……。

　しばらく考えて雅みやびは、ううん、と首を横に振る。

　お別れの挨拶をしてないのは、お別れの必要なんてないからだ。

　なかなか立ち去れずにいると、隣室の扉が開いて柚ゆず璃り奈なが顔を出した。

「人がいると気が散るでしょ。受験勉強中なのよ」

「ごめん。もう帰るから」

　雅は歩き出そうとする。

　が、柚璃奈は部屋の外に出て、将しよう悟ごの部屋の扉を見つめた。

「どこへ行ったのかしらね。いたぶる相手がいないとストレス解消もできないわ。静かなのはいいけど、盗み聞きする楽しみもないじゃない」

　ぶつぶつと勝手な文句を言っている。

「今日、小こ都と里り先生がプンプン怒ってた。鶴つる眞まさんのお父さんがね、将悟が鶴眞さんを誘拐したんだって学校に乗り込んでたの。先生、必死でなだめてたわ」

「誘拐ですって？　あの帝みかど野の将悟にしては剛胆な行動に出たわね。女を誘拐して思うがまま弄もてあそぼうとは……。帝野グループ社長の座を諦あきらめ、犯罪王に生きるつもりだわ」

　雅は思わず、暗黒街の頂点に君臨する将悟を思い浮かべて、ぷっと吹き出してしまう。

「ほんとにそうなったら、将悟ももうちょっと男らしくなるかも！」

　笑われたせいか、柚璃奈はムッとした顔で雅を睨にらんだ。

「……楽しそうね。本音では彼がいなくなって、せーせーしてるんじゃないの？」

「せーせーなんてしてないもんっ！　宝ほう生しようさんこそ、自分が誘拐されたかったな～なんて思ってんじゃないの!?」

「あら、わたくしは誘拐などされたくないわ」

　柚璃奈は腕を組み、真顔で答える。

「むしろ帝野将悟を誘拐し、廃工場に縛り付けて思う存分いたぶりたいわね。ついでに身代金も十億円くらい要求できるかしら。いや帝野グループならもっと……」

　ふふふふふ……と、目をドルマークにしながら皮算用を始める柚璃奈だ。

　それから雅はもう一度、誰だれもいない部屋の扉を見る。

「……あたし、悲しんだりしないの。将悟は戻ってくるから。あたしにはわかる。そのために姿を隠したんだもん」

「期待するのは勝手だけど、待ったところで希望など訪れないわよ」

「……そうね。そうだよね」

　柚璃奈の言葉に、雅は我が意を得たりとうなずく。

「あたし、お父さんに言ってやんないと。鹿か野の子こさんに留学を考え直すよう説得してって。でなきゃお父さんのこと嫌いになるから！　って」

　雅みやびは信じていた。

　将しよう悟ごは必ず戻ってくると。心こ乃の枝えを連れて。

　そして壊れかかった家族の絆きずなを取り戻し、再びみんなで仲よく過ごせると。



　海辺の町の別荘で、将悟は用意した原稿用紙を前に、本の草稿を練っていた。

　書斎代わりの部屋は、子供部屋の隣室だ。家具も何もない部屋で、町の粗大ゴミ置き場に落ちていた木箱を机代わりにした。ヒーターは一つしかないから、部屋は寒い。かじかむ手をさすりながらペンを走らせた。

　午後になって部屋の扉がノックされ、熱そうにコップを持った心乃枝が入ってくる。将悟はあわてて書きかけの原稿用紙を裏返した。

「隠さなくてもいいじゃないですか」

　心乃枝が不満そうに口をとがらせる。

「み、見られたら恥ずかしいって」

「もう本を書き始めてるんですか？」

「書きかけの原稿を出版社に持ち込んで、原稿料の先払いができないか交渉したいんだ」

「とりあえず一休みしませんか？　はい、これを飲んで、体を温めて」

　心乃枝は湯気の立つココアのカップを木箱の隅に置いた。

　将悟は礼を言って一口飲む。コンロで沸かしたココアは舌がやけどしそうなほど熱い。

「隣で書けばいいのに。わざわざ寒い部屋で書くことないと思うけどな」

「暖かいと眠くなっちゃってさ。寒いくらいのほうが気が引き締まるんだ」

　心乃枝が部屋を出ていくと、将悟は再び原稿に没頭した。

　しばらくして携帯電話を取り出し、メールをチェックした。携帯の充電は町のファーストフード店にあるモバイル用の電源を使わせてもらっている。あまり何度も行けないし、バッテリーは無駄に消費したくない。

　今朝早く、いくつかの大手出版社の編集部にメールを送り、これから書こうとする本の企画を打診していた。どこか一社くらい食いついて来ないか……と期待したけど、返信のメールは一通も来ていない。本物の帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの息子か、疑っているのかもしれない。

　――まだ半日も経ってないし、早すぎるよな。

　落胆しつつも気を取り直し、将悟は再び原稿に向かった。



「心乃枝！　心乃枝っ!!」

　夕方、将悟は喜びに沸いた声を上げながら、心乃枝がいる子供部屋に飛び込んだ。

　薄暗くなりかけた部屋でコンロのお湯を沸かしていた心乃枝が、驚いた顔で振り返る。

「将しよう悟ごさん、何か起きたんですか？」

「来たんだよ！　メールの返信が来た!!」

「メール？　誰だれから？」

「出版社の人だ！　俺おれが書こうとしてる本に興味を持って、会いたいってさ！」

「え……もう？　本当に？」

　心こ乃の枝えは信じられなさそうに目を見開いた。

「大丈夫なんですか？　騙だまされてるとかじゃないですよね」

「騙されてないって。信じてくれよ」

　将悟は口をとがらせながら、相手の出版社の名を告げた。それは誰もが知っている大手出版社だ。将悟がアドレスを調べて送ったのだから間違いない。

　先方の編集部員から返信されたメールの内容はこうだった。

　貴殿が書こうとしている本の企画に興味を持っている。一度、直接お会いして話がしたい。可能ならば本の内容を他社に知らせず、弊社で独占出版させていただきたい……。

　話を聞きながら、心乃枝は狐きつねにつままれた顔で将悟を見つめていた。

「……喜んでくれないのか？」

「い、いえ……。その、びっくりしちゃって……。出版ってもっと時間がかかるって思ってましたから……」

「あくまで契約の段階だからな。本が出るのは、まだ先だよ。――とにかく明日、編集者と会う約束ができた。そこでいろいろ交渉してくるよ」

「そっか……」

　心乃枝は黙り、あまりに急展開した出来事を落ち着いて反はん芻すうしているようだ。

　そして納得させるように「うん」とうなずき、将悟に笑顔を向けた。

「よかったじゃないですか。これで将悟さん、作家ですね！」

「まぁ、作家ってほどでもないけど。俺は草稿を書くだけで、清書はゴーストライターがやってくれるそうだし」

「……ゴーストライター？」

　笑いかけていた心乃枝の顔が、いぶかしげに引きつった。

「俺は文章のプロじゃないからさ。読みやすい文章は、ほかの人に書いてもらったほうがいいんじゃないかな。もちろん内容はチェックするし」

「…………」

「変な話じゃないよ。タレント本とかも、ゴーストライターが書いてるのは多いだろ？」

「いえ……そうじゃなくて……。あの、本ってどんな内容なんですか？」

「言ったとおり、俺から見た企業の世界の話だって」

　しかし心乃枝は納得しない顔で、どこか疑わしそうに将悟を見ている。

「こんなに早く出版が決まるんですか？　原稿も書いてないのに？」

「それは、その……」

「教えてください。本当は、どんな内容なんですか？」

「……俺おれの目から見た、帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの真の姿だよ」

　将しよう悟ごは観念して答えた。

「息子にとって父さんはどんな男だったか、どんな父親だったかをテーマにした本だ」

　帝野グループを世界的な企業に発展させ、五十歳に満たない若さで世を去った帝野熊五郎。彼はカリスマ的な経営者としてその名を知られ、世間の人気も高い。今までに何冊かの伝記本が出版されている。それらはどれもジャーナリストや、仕事を通じて熊五郎を知った人間が書いたものだ。

　しかし熊五郎の死後約二年が経ち、そうした出版物も下火になってきた。帝野熊五郎という男の世評も出尽くし、彼は次第に歴史の人となりつつあった。

　そんなときに、身内が書いた伝記が初めて出版される。

「今まで誰だれも書かなかった帝野熊五郎の姿を息子の俺が書く。今のタイミングで出版されれば、再び世間の注目が集まるはずだ。誰もが信じて疑わないカリスマ性を持った彼に、真実の姿があったなんてさ」

「待ってください……。真実の姿って、なんのことですか？」

　心こ乃の枝えは両手を震わせていた。まるで悪魔に出会ったかのように腰が引け、後ずさりしている。無意識のうちに何度も首を横に振っていた。

「心配しなくていい。決して心乃枝の名前は出さないし、特定されないように嘘うそも交えておく。心乃枝のことは必ず守るから、安心してほしい」

「どうして……どうしてわたしの話が出るんですかっ!?　将悟さん、まさか……」

「すべてを、明かすんだ。帝野熊五郎という男が何をしたのか。政略結婚で愛のない家庭を作りあげた男。妻を裏切り、不倫の愛に走った男。しかもその相手は、政界でも活躍する鷺さぎの宮みや家の女性。そして何よりも、隠し子を産みながらその子を認めず、死ぬまで隠し続けてきた男……。それが帝野熊五郎という男の正体だ」

「何を……何を言ってるんですか……。熊五郎さんは間違ったこともしました。だけど、苦しんだじゃないですか。最後にはわたしのことも認めてくれたじゃないですか。鹿か野の子こさんや将悟さんのこと、家族として大切にしてきたじゃないですか……」

「……売るためだよ。本を出版させて売るには、センセーショナルに書かなきゃいけない。多少は誇張したっていいさ。そうしなきゃ、お金にならない。どうせ父さんは死んでるんだ。利用できるのなら、させてもらおう」

「そんなの……そんなのひどいです……。なんで、将悟さんがそんなことを……」

　心乃枝は肩を震わせて泣いていた。

「俺おれは――心こ乃の枝えと一緒に生きたい」

　将しよう悟ごは彼女の手を取ろうとした。心乃枝は一歩後ずさって避けた。

　両目から涙をこぼし、訴えるようにか細く叫んでいた。

「お願い……。お願いです、将悟さん……。優しい将悟さんに戻ってください……。熊くま五ご郎ろうさんを尊敬していた、前向きな将悟さんに戻ってください……」

「俺は前向きだよ！　前向きに本を売って、生きるためのお金を稼ぐんだよ！」

「将悟さんが売ろうとしてるのは、本なんかじゃありません……。魂です……」

　ひときわ大粒の涙をこぼし、それでも耐えるように涙をぬぐう。

「思い出してください……。昔、この別荘に遊びに来た将悟さんはね、熊五郎さんと一緒になって夢中でヒーローごっこをしてたんですよ。熊五郎さん、怪人の役ばっかりでかわいそうで……。わたしまで、ヒロイン役にされちゃって……」

　心乃枝は将悟に笑いかけた。

　涙の交じった、くしゃくしゃの泣き笑いの表情だった。

「あの、楽しかったころを……思い出してください……」

　将悟は黙ってうつむいた。

　頭痛がする。無意識のうちに、手が額ひたいに残る大きな傷跡に触れる。

　その瞬間、心乃枝の表情が凍りついた。

　将悟はこの別荘で過ごした記憶を残していない。あの交通事故で失ってしまったから。

　心乃枝を助けた十年前の事故で、幼い日々の記憶を失ってしまったから……。

「う……うぅっ……。ごめん……なさい……」

　心乃枝は両手を顔に当て、何度も何度もしゃくり上げた。

　足元をふらつかせながら歩き出し、扉を開けて冷たい外気の広がる外へ駆け出ていく。

　将悟は追いかけることもできず立ち尽くしていた。

「くっ……」

　握にぎった拳こぶしが震えている。

「なんで……なんで俺は、心乃枝を傷つけてるんだっ……」

　ドンッ、と壁を叩たたいた。かじかんだ手が痛い。

　もう一度、激しく壁を殴った。骨に響いて割れそうだ。それでも壁を殴り続けた。肉体の痛みで心の痛みを忘れたかった。

「こんなんじゃない……。こんなことのために、心乃枝と一緒にいるんじゃないっ!!」

　頭を壁に打ち付けた。愚かな自分を罰するように、何度も打ち付けた。

　額が割れ、古い傷跡を真新しく避けた傷が覆い、血がにじみ出る。

「くっ……ううぅ……」

　将悟は壁に額を押しつけたまま、押し殺した嗚お咽えつを漏らした。

　わかっている。気づいている。

　あんな本を書こうとする原動力は、恨みだ。父への憎しみだ。

　生きるため。暮らしていくため。幸せになるため。

　そんなのは、自分に対する言い訳でしかない。

　――何もかも……消えてしまったんだよ……。父さんと遊んだ日のことも、父さんの働く姿も、父さんに憧あこがれていた日のことも……。

　すり切れた額ひたいが壁にこすれ、削り取られるような痛みが広がる。

　このまま砕かれ、塵ちりとなって消えてしまいたかった。

　心こ乃の枝えの悲しみも、母の苦しみも、そして父への憎しみも……。

　全部忘れてしまいたい。最初から存在しなかったことにしたい。

　――そうだ……。俺おれは、あのとき間違えたんだ……。

　将しよう悟ごはふいに悟った。

　十年以上前のあの日。将悟が事故に遭あったあの日。

　――俺はあのとき、父さんの前で死んでしまえばよかったんだ……。

　心乃枝を娘と認めない彼に、子を失う気持ちを知らしめてやればよかったんだ……。

　そうしたら父さんも、もっと彼女を大切にしたに決まってるのに……。

　将悟は壁に額を押しつけたまま、力が抜けてガックリとひざをついた。

　静かだった。いつの間にか室内は暗くなっている。

　寒い。半開きの扉から冷気が入りこんでいた。

「心乃枝……」

　将悟は、さっき心乃枝が飛び出した扉を見つめた。

　ゆっくりと立ち上がり、懐中電灯を持って彼女を捜しに廊下へ出る。階段を下りると、広いリビングの窓の外に心乃枝の背が見えた。

　立て付けの悪くなった玄関扉を押して外に出ると、彼女の話し声が聞こえてくる。

「はい……。それでは、また……」

　将悟に気づいたらしく、彼女は涙をぬぐいながら電話を切った。

「ごめん、ジャマしちゃったかな。お父さんと話してたの？」

「違いますよ。その、お友だちと、ちょっと……。話がしたくなって」

　携帯電話を服のポケットに入れ、心乃枝は悲しそうにうつむく。

　将悟は明るい声で話しかけた。

「心乃枝に言われて目が覚めたよ。本の話だけどさ、内容を変える。父さんに育てられた思い出とか、家庭での会話とか、出張先から届いた手紙の話とか、そういうエピソードにしよう。優しくて家族思いの、世間が抱く帝みかど野の熊くま五ご郎ろうのイメージを壊さないものだ」

　心乃枝は少し安心したようにほほ笑んだ。

「そのほうがいいですよ。正体を暴くだなんて、将しよう悟ごさんらしくありません」

　もっとも、そんな在あり来きたりの内容では出版させてもらえるかも不明だ。メールで食いついてきた編集者の落胆が目に浮かぶ。

「俺おれらしくない、か……」

「ヒーローごっこのとき、将悟さんは言ってたんですよ。『ヒーローは最後まで正体を明かさないんだ』って」

　そうだよな、と将悟は心の中でつぶやいた。

　ヒーローの正体を明かしたら、その化けの皮が剥はがれてしまう。正義の仮面の下には悪がある。ヒーローはヒーローでいられなくなる。

　――俺は、父さんに負けたんだ。

　将悟はそう感じていた。

　帝みかど野の熊くま五ご郎ろうという偽りのヒーローを、打ち倒すことができなかったんだ。
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　翌日の昼前になると、将悟は身支度を整えた。

「どうかな？　顔、汚れてないか？」

　最初に着てきた服は、今朝コインランドリーで洗濯した。ついでに銭湯にも行って、きれいに身支度を整えた。

「大丈夫ですよ。いつもの将悟さんと全然変わらないです」

　心こ乃の枝えは将悟にハンカチを渡しながら言った。

「疲れた顔してないかな」

「う～ん……」

　心乃枝はじっと、穴が空くんじゃないかというほど将悟の顔をまじまじと見つめた。

「な、何？　どこか変か？」

「ちょっと、ワイルドになったみたいです」

「ワイルドって……。廃はい墟きよで暮らしてるといっても、まだ三日だぞ。それじゃ一ヶ月もしたら俺も心乃枝も野生児になっちまう」

「そうなったらわたし、木に登って雄お叫たけび上げないと！　うおおぉ～って」

「や、やめようぜ……。マジでイメージが崩れるから……」

　今日、これから出版社の編集者と会うことになっている。約束の時間は夕方だけど、電車に乗って都心まで向かうから、早めに出なければならない。

「心乃枝も一緒に行かないか？」

「わたしはお留守番してます」

「だけどこんな廃はい墟きよに一人で残すのも心配だし……」

「図書館に行ってるから大丈夫ですよ。夜までには帰ってきてくださいね」

「わかった。それじゃ、待っていてな」

　二人で部屋から出ようとしたとき、外から車の音が響いてきた。

　建物のすぐそばだ。近づき、土の上でブレーキをかける音がして静かになる。

　一瞬にして、将しよう悟ごの背に緊張が走った。扉の横で息を押し殺したまま耳を澄ませる。

　バタンと、車の扉を開閉する音が聞こえた。

「誰だれか……来たのか？」

　そっと忍び足で窓に寄り、カーテン代わりにかけた布の隙すき間まから、注意深く外を見た。目の前には、葉が落ちて枝が剥むき出された森が広がっている。その向こうは海だ。

　横に目を向けると、この別荘に通じる土道がある。

　正面の庭に、車が一台止まっているのが見えた。白と黒に塗り分けられ、屋根には赤いランプがついている。……パトカーだ。

　車の隣に制服姿の警官が一人降り立って、建物を見上げていた。運転席にはもう一人の警官の姿もある。

「もう……見つかったのか……？」

「誰か来たんですか？」

「警察だ。おそらく、俺おれたちがいると通報されたんだ」

　こんなところで暮らしていたら、いつかは見つかるだろうと覚悟していた。しかしこんなに早く発見されるとは意外だった。

　緊急事態に備えて荷物は常にまとめてある。廃屋だから室内でも靴を履いていた。

　将悟は置いてあったキャンプ用具を手早くボストンバッグに詰め込み、肩からぶら下げた。毛布やシーツなどは残していくしかない。

「逃げるぞ、心こ乃の枝え」

　二人はそっと部屋を出て階段を降り、素早くキッチンの裏口にまわった。

　音を立てないように裏口の扉を開け、外をうかがう。こちら側には誰もいない。

　正面玄関のほうで、扉を開ける音がした。

「誰かいるのか!?」

　野太い男の声がする。さっきの警官だ。床を踏む足音がして、屋内に入ったようだ。

　将悟は別荘の周囲にある山の森を見渡した。

「ひとまず、森の中へ隠れよう」

　将悟は慎重に扉を開け放ち、外へ出た。

　心乃枝と二人で出ると、身を屈かがめてつっ走り、別荘の裏側にある森の中へと逃げ込む。カサカサと草を踏む足音が実際よりも大きく感じられる。山の斜面を駆け上がり、木の幹にもたれながら息切れする呼吸を落ち着かせた。

「はぁ、はぁ……。心こ乃の枝え、大丈夫か？」

「は、はい。なんとか……」

　木の陰から、そっと別荘を見下ろした。

　建物の窓から警官の一人が顔を出し、もう一人は周囲の庭を巡回している。

「誰だれかいたか!?」

　外にいた警官が叫んだ。

「侵入の形跡はあるがなぁ。誰もいないねぇ！」

　二階にいた警官は窓から顔を引っ込めた。しばらくして屋外へ出ると、一通り建物の周囲を見まわし、やがて二人ともパトカーに乗り込んだ。

　しばらくしてエンジン音が響きわたり、パトカーは来た道を引き返していく。

　将しよう悟ごはホッと胸をなで下ろしながら、木の幹にもたれかかった。

「もう別荘には戻れないな……」

　将悟と心乃枝は手をつなぎながら、落ち葉が積もった森の斜面を歩き続けた。

　やがて舗装された道路が見え、二人は森の外へ出る。

　近くにさっきのパトカーがいないかと、おそるおそる道路の左右を見まわした。下り坂をバスが上ってくる。岬の山腹にあるホテルへ向かうのだろう。運転手が何なに気げなく将悟たちを見た。将しよう悟ごはうつむいて顔を隠し、心こ乃の枝えの手を離さないまま坂を下りた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　周囲には人家や施設が見え始め、目の前に街並みが近づく。

　長く蛇行した坂道を下って平地に出ると、幅の広い国道が横切っていた。交通量は多くはないけれど、ときおりスピードを上げた車が通り過ぎていく。

　小さな田舎町だから人通りは少ない。農家のおばさんが二人、おしゃべりしながらのんびり歩いている。

　そこからさらに二十分ほど歩いて、二人はようやく駅前に来た。駅前の通りに沿って小さなスーパーやコンビニが並んでいる。何人か、買い物客らしい人々が歩いていた。

「ここまで来れば、安心かな」

　警官があとをつけている気配はない。街まち中なかに紛れてしまえば、廃屋の侵入者だと容易に悟られることもないだろう。

「これから、どうするんですか？」

「都心で安いホテルを探すしかない。編集者に会ったら相談してみるよ」

　駅のほうを見ると、ちょうど都心の方角へ向かう電車が止まっている。

「あれに乗ろう」

　将悟と心乃枝は小さな駅舎に向かって歩き出した。

　駅の入り口をくぐると右側に待合室があり、左側に券売機がある。

　何なに気げなく待合室を見て、ふと、将悟は気がついた。

　待合室のベンチに一人の女性が座っていた。

　相手も顔を上げ、将悟に気づいたようだ。

　目と目が合った。そこにいたのは――将悟の母、鹿か野の子こだった。

「母さん……？」

　将悟は足を止め、亡霊でも見るように唖あ然ぜんとしながら後ずさりした。

　――なんでここに、母さんが……？

　こんなにも早く居場所を突き止められたのか……？

　もしかしたら警察に通報したのは、彼女かもしれない。

「将悟……」

　鹿野子は名前をつぶやいて立ち上がる。

　考えているヒマはない。将悟は心乃枝の腕を取り、反対側に駆け出した。

「こっちだ！」

　彼女を引っ張るようにして駅舎を出る。どこへ逃げればいいのかも思いつかない。とにかく走ってどこかへ隠れるしかない。

　目の前を横切る道路に向かって走った。

　将悟が道路に足を踏み込んだとき、彼の腕が逆に引かれた。

　一瞬足が止まり、後ろを振り返る。心こ乃の枝えが立ち止まり、彼の腕をつかんでいた。

「心乃枝……？　構わないから渡ろう！」

　将しよう悟ごは道路を突っ切ろうと、勢いをつけて足を踏み出した。

「きゃっ！」

　勢いで心乃枝が手を離し、将悟は突然体が軽くなって思わずふらついた。

　振り返ると彼女は立ち止まっていた。立ったまま将悟を見つめていた。

「将悟さん！　戻るんです!!」

　彼女は叫んだ。

「将悟さんは、未来を捨てちゃダメなんです！　正しい道に……将悟さんが歩くべき本当の道に戻らなきゃいけないんです!!」

　その瞬間、将悟は悟った。

　鹿か野の子こに居場所を知らせたのは心乃枝だ、と。

　人生の道を踏み外しかけた彼を、正しい場所に引き戻させようとして。

　もしかしたら逃避行の最初から、彼女はこうするつもりだったのかもしれない。

　彼女はずっと、自ら身を引くつもりだったのかもしれない。

　それは心乃枝の優しさだ。痛いほどに伝わる優しさだ。

　だけど……。

　――心乃枝、俺おれはそんなの、望んでいない……。

　将悟の想いは声にならなかった。

　何もかも、すべてから逃げるように、ふらふらと後ずさった。

　後ずさり、将悟は道路の中央に差しかかった。

　耳を裂くような甲かん高だかい音が響いた。見ると、カーブを曲がってきた乗用車が急ブレーキを踏み、車体を傾かせながら迫っていた。

　心乃枝が何か叫んだ気がする。

　突進してくる巨大な鉄の塊かたまりを前に、将悟は動けなかった。

　いや、動かなかった。

　遠い昔のことを思い出していた。

　子供のころのあの日。父と心乃枝と三人で行った遊園地の帰り。楽しかった一日を一瞬にして暗転させたあの事故の瞬間を。

　――あのときに、間違ったんだ……。

　将悟はそう思った。

　――あのとき俺は、父さんの目の前で……。

　懐かしい日々を思い浮かべ、彼は目を閉じた。

　やり直せるんだ、と思った。今、この瞬間、あの事故のときをやり直せる。

　――死んでいれば……よかったんだ……。

　何かが将しよう悟ごの体に激突した。

　全身が傾き、押し倒され、直後、頭が堅いアスファルトに打ち付けられる。

　世界は暗く暗転した。
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　サイレンが鳴り響いている。

　振動する台に寝かされて、全身がガタガタと揺れていた。体中が熱く、じんじんと痺しびれている。額ひたいにねっとりした液体が貼はり付いて生暖かかった。

　――まだ……生きてるのか……？

　ぼんやりと意識を取り戻し、将悟は目を開けた。

　狭くて雑然とした部屋だった。白い棚を埋めるように計器やモニターが並び、何本ものチューブが伸びている。窓の外で景色が高速に流れていた。

　――あぁ、ここは救急車の中だ。

　将悟は妙に冷静に理解した。

　白衣姿の男がいた。知らない男だ。真剣な顔で将悟を見下ろし、彼の額を大きなガーゼで押さえている。

　体を動かそうとするけど、動かない。押さえられているから？

　足を動かそうとしても、やはり動かない。首の向きを変えることもできない。かけられた毛布の下で、全身が麻ま痺ひして動かなかった。

　意識だけが不気味なほど落ち着いていた。体中の痺れも額の生暖かさも他ひ人と事ごとのように平然と受け入れている。サイレンを鳴り響かせながら高速で走る救急車に寝かされて、将悟の体だけが制止した時間の中に取り残されている。

　魂が凍りついた肉体から切り離されていた。自分の体なのに、自分の体じゃない。幽体離脱のような気持ち悪さだ。精神が見えない檻おりに閉じ込められて息苦しい。

　――俺おれはこのまま死ぬのかな……。

　息苦しさの中で考えた。やがて肉体を離れた魂は、この世界とは遠いところへ消えていく。彼の体は目も開けられない亡なき骸がらとなる。永遠の眠りについて、そうして彼――帝みかど野の将悟という人間はこの世から去るのだ。

「将悟……。将悟……っ」

　必死に呼びかける声がした。大人の男の声だ。

　その声がとても懐かしい。心地いい声に聞き入っていると、将悟の体が勝手に声のほうを向く。救急隊員の反対側に、呼びかける男の姿が見えた。

　――父さん……。

　将しよう悟ごは心の中で返事をした。けれど、切り離された肉体が声を出すことはない。

　死んだ父が、なんでここにいるんだろう。

　――俺おれを迎えに来たのかな……。

　熊くま五ご郎ろうは両手で将悟の腕を握にぎり、祈るように額ひたいに当てていた。

「将悟……しっかりしろ……。生きるんだ……」

　――もう遅いよ、父さん。俺もそっちに行くんだ。笑顔で迎えてくれると嬉うれしいな。

　答えるが、やはり熊五郎の耳には届いていない。将悟は少し寂しい気持ちになった。

　父の姿は若く見えた。死んだときよりも十歳は若返って見える。死後の世界では、人は若いままらしい。

「将悟、痛くないか？　ガマンするんだぞ。すぐにお医者さんがケガを治してくれるからな。痛くなくなるからな」

　熊五郎は勇気づけるように言って、彼のほおをそっと撫なでた。

　やめてくれよ、と将悟は思った。俺はもう高校生だ。そんな子供扱いしないでくれよ。

「息子は……息子は大丈夫でしょうか!?」

　熊五郎は顔を上げ、叫ぶような声で救急隊員に聞く。

　――聞いたって無駄じゃないか。死んだ人間が生きてる人間と話せるわけがない。

　重傷の息子を見て、自分が死んでいることも忘れたのかもしれない。そんな父が少し、ほほ笑ましかった。

　救急隊員は顔を上げ、熊五郎のほうを見た。

「息子さんは、我々が必ず救います」

　不思議な光景だった。どうして生者が死者と会話してるのだろう。

　それとも、将悟の位置から見えない誰だれかと話しているのかもしれない。

「輸血が必要なら、私の血を使ってください！　息子と同じ血液型ですから！」

　熊五郎は必死になって訴える。

　間違いない。救急隊員は熊五郎に向かって答えていた。彼は小さくかぶりを振った。

「いえ……。親子での輸血は、通常はおこなわれません」

「なぜですか!?　将悟を助けたいのです！」

「お気持ちはわかりますが、近親者間の輸血はリンパ球の型が似すぎているための反応により、合併症を引き起こす恐れが高いのです」

「なるほど、医療上の理由なのですね」

　熊五郎は納得したようにうなずく。

　そして父は、息子の手を強く握りしめながら言った。

「そういうことでしたら……私なら大丈夫です」



　ハッ……と将しよう悟ごは目を覚ました。

　視界には白い天井が映っている。

　静かだった。体に布団がかけられている。静かな部屋のベッドに寝かされていた。

　空気は暖かい。暖房の風が静かに吹いて彼の前髪をわずかに揺らしている。

　手を動かしてみるとシーツの感触が伝わった。全身に現実感がある。

「夢……？」

　将悟はゆっくりと上半身を起こした。

　そっと額ひたいに触れてみるけど、特に痛みもなく、大した傷もなさそうだ。

　白い壁の清潔な部屋だった。窓からは明るい陽ひ射ざしが入りこんでいる。

　ベッドのすぐそばで、心こ乃の枝えが丸まる椅い子すに座っていた。彼女は起き上がった将悟に気づき、目に涙を浮かべながら見つめた。

「将悟さん……！　よかった……目が覚めたんですね!!」

　感極まった顔で、ガバッと彼に抱きついた。

「お、おい、心乃枝……」

「あ、ごめんなさい……。安静にするように言われてたのに……」

　心乃枝はシュンとうつむいて、また椅子に座り直す。

「気分はどうですか？　お水、持ってきましょうか？」

「いや、平気だよ。気分も悪くない。――俺おれ、車にはねられたのか？」

　将悟は自分の体を見まわした。

　それにしては、ほとんどケガもない。

「車は避よけられたんです。ただ将悟さん、そのときに転んで頭を打って……」

　心乃枝は事故の状況を詳しく説明してくれた。

　将悟が道路で立ち往生し車にはねられそうになったとき、とっさに心乃枝が飛び出して彼を押し出した。交通事故は避けられたものの、転倒した際に将悟は地面に頭を打ち、そのまま気を失ったのだ。

「鹿か野の子こさんがすぐに救急車を呼んで、この病院に運ばれたんです」

「そうか。それで、あんな夢を見たんだな」

「どんな夢なんですか？」

「救急車で運ばれる夢だよ。父さんがいて、俺に『生きるんだ』って必死に話しかけてた。てっきり父さんの幽霊が出たのかと思ったよ」

「もしかしたら、本当に熊くま五ご郎ろうさんの祈りが救ってくれたのかもしれませんね」

　病室の扉が開き、白衣を着た医師と鹿野子が入ってくる。

「将悟、気がついたのですね」

　母は冷静に見えたけど、その瞳ひとみは息子の無事を喜ぶように揺れていた。



　その後、将しよう悟ごは鹿か野の子こと心こ乃の枝えに付き添われて、タクシーで近くの町の大学病院に向かった。頭部の検査をするためだ。

　鹿野子が警察に連絡したのは、将悟たちが心中する可能性を危き惧ぐしていたからだ。午前中は、別荘の現在の所有者である地元の不動産屋に謝罪に行っていたらしい。

　将悟が検査に入ると、鹿野子は事故の応対のために警察署に向かった。幸い車との接触はせずに済んだため、大おお事ごとにはならなさそうだ。

　会う予定だった編集者には、病院の公衆電話から連絡を入れて簡単に事情を話した。

　ついでに本の新しい案を話すと、案あんの定じよう、落胆した様子だった。後日また話しましょうと言われて電話を切ったけど、もう連絡も来ない気がする。

　……でもそれで、いいのかもしれない。

　病院での精密検査の結果、将悟の体に異常は見られなかった。大きな外傷もなく、心配したほど強い打撲ではなかったようだ。それでも気絶したのは、疲労が蓄積していたせいかもしれない。

「心乃枝、ありがとう。俺おれを守ってくれて」

　夕方、検査結果を聞いた将悟は、改めて心乃枝に礼を言った。

「いいえ……。わたし、将悟さんみたいにスマートに守れなくて……」

「でも母さんも言ってた。心乃枝がいなかったら、はねられてたって。命の恩人だって」

　将悟もそう思う。心乃枝は命の恩人だ。

「……恩返し、してくれたんだな」

「遅くなっちゃいましたけど」

　心乃枝は恥ずかしそうな、そしてどこか心が満ちた顔をしていた。

　彼女はもう、将悟に助けられた負い目を感じることはない。

　二人は互いに助け合ったのだから。

　その後二人は、鹿野子と合流するため病院の待合室に向かった。

　並んでソファに座り、鹿野子が戻るのを待つ。心乃枝は置かれていたファッション雑誌を読んでいた。

　将悟は待つうちに、さっき見た夢のことを考え始めた。

「将悟さん、どうしたんですか？　さっきから黙っちゃって」

　心乃枝が気づいて顔を上げる。

「気絶してる間に見た夢だよ。夢にしては、不思議だなって思ってさ」

「夢はどれも不思議じゃないですか」

「夢の中で救急隊の人が言ってたんだ。『親子で輸血はできない』って。リンパ球がどうとかって……。俺おれ、そんな知識ないのに、なんでこんな夢を見たんだろ……」

　夢の中で熊くま五ご郎ろうは、自分の血を輸血してほしいと言っていた。

　――俺、あの事故のとき、父さんに輸血されたのかな？

　ふと、そんなことを思いつく。

　疑問に思っていると、看護師の女性が受付から呼びかけた。

「帝みかど野のさん、お母さまからお電話ですよ」

　将しよう悟ごは受付の隣に歩いて電話を取った。鹿か野の子こからで、これからそっちへ向かうという連絡だった。

　待っていると返事をして、それから聞いた。

「母さん、変なこと聞くけどさ……俺、十年前の事故のときに輸血されたのかな？」

『いいえ。うまく止血したため、輸血の必要もなく済みましたよ』

　電話を切ったあと、受付の看護師に夢で見た知識について質問してみた。

　すると確かに、現在では近親間での輸血は避けられているそうだ。リンパ球の型など、夢で得た知識について話すと「よくご存じですね」と感心された。

　ソファに戻って、将悟は考え続けた。

　さっき見た夢は、本当にただの夢なんだろうか。

　もしかしたら、記憶の底に封じられていた十年前の記憶がよみがえったのかもしれない。十年前に救急車で運ばれた将悟は、熊五郎と救急隊員の会話を聞いていたのだ。

　たとえ幼い彼が聞いても、難しい言葉の出てくる会話など理解できなかっただろう。

　しかし今は、あの会話の内容が理解できる。

　血のつながった親子では、輸血はできない。

　しかし父は言っていた。

『私なら大丈夫です』

　もしあれが、本当に見た光景なら……。

　その仮定に立ったとき、彼は、急に視界が開けた気がした。何かがわかる気がした。

　母は、どうして異母兄妹きようだいの存在をあれほど恐れていたのか。将悟に一方的な留学の要請をするなど、残酷なほどの仕打ちをしたのか。

「将悟さん？　なんだか恐こわい顔をしてますよ」

　また心こ乃の枝えが将悟の顔をのぞき込んで言った。

　いつの間にか険しい表情になっていたらしい。

「そういう……ことなのか……？」

　将悟はつぶやいた。口から出た声は、自分でも信じられないほどに空虚だった。

　体中から力が抜けていくようだった。

　そのとき病院のガラスドアが開き、鹿野子が入ってきた。将悟は心乃枝に引っ張られるように立ち上がり、母を出迎えた。何も気づかない顔をして、いつものような態度で。

「どうでしたか？　検査の結果は」

「異常は何もなかった」

「そうでしたか。よかった。心こ乃の枝えさんによくお礼を言うのですよ。それから二度と、今回のような無茶なことはしないよう、よく反省をして……」

　長く続きそうな母の言葉をさえぎるように、将しよう悟ごは口を開いた。

「母さん。――本当のことを教えてほしいんだ」

「……なんですか？　本当のこととは」

「俺おれの……本当の、親のことさ」

　その瞬間、鹿か野の子この表情がみるみるうちに青ざめていく。

　隣では、心乃枝が悲痛そうな表情でうつむいていた。

「な、何を言っているのですか!?　あなたはわたしの子です！」

　思わず叫んだ声に、受付の看護師が振り向いた。

　鹿野子はあわてて咳せき払ばらいをして、声をひそめる。

「なぜそのようなことを言い出すのです？」

「母さんがどうして妹の存在を認めなかったか、ようやく気づいたよ。――恐れていたんだ。俺が父さんの……帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの子でないと知られることを。もし兄妹きようだいが出会って、ＤＮＡ鑑定をしたらどうなる？　二人に血のつながりはないと判定される。その答えは二つだ。妹が父さんの娘でないか、もしくは……」

　鹿野子は絶句したまま口元を震わせている。

　今、将悟の目には、母の姿が、巨大な秘密を抱えた遠い存在に見えていた。
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　こうして、将悟は自分のアパートに戻ることになった。心乃枝も両親のいる実家に戻った。二人の短い逃避行は終わりを告げたのだ。

　翌日の日曜日の午後、将悟は帝野グループ本社ビルの前に来ていた。

　ビルを囲む公園の敷地に立って、ガラスが美しく冬の陽ひ射ざしを照り返すビルを見上げる。

　病院で将悟は「本当のことを教えてほしい」と聞いた。

　鹿野子はしばらく震えていたが、やがて、深々と息を吐きながらこう言った。

「……わかりました。そこまで言うのなら、すべて話しましょう」

　彼女は、将悟が核心に触れたことを悟った。そしてもう、隠し続けることはできないと観念したのだろう。

　これから母の話を聞きに行く。

　将しよう悟ごは隣に立つ心こ乃の枝えを見た。

　鹿か野の子こは、彼女も同席するように言った。当然と言えば当然だ。心乃枝も熊くま五ご郎ろうの子であり、将悟の出生と無関係ではないのだから。

「心乃枝、家に帰ってから両親に怒られなかった？」

「そりゃあもう。……でもパパはわたしより、将悟さんに対して怒ってましたよ」

「お、俺おれに!?　って当たり前か。あんだけ楯たて突ついたんだもんな。一度、謝らないと……」

「今度パパに会うときは覚悟したほうがいいですから」

　うふふ、と心乃枝はちょっと楽しそうに笑う。

　そしてビルを見上げ、不安そうな表情になった。

「……将悟さん、大丈夫ですか？」

「あぁ。俺はすべてをハッキリさせたい。――そうしなければ、いけないんだ」

　今、鹿野子は社長室にいる。日曜日の今日も仕事があるらしい。

「そろそろ約束の時間だ」

　将悟は歩き出した。心乃枝も隣に並んでビルへと向かう。

「……俺たち、家族でいられたらいいな」

「何も心配いりませんよ。わたしたち、ずっと一緒ですから」

　彼女のように強くありたいと思った。これから聞かされる話がどのようなものだろうと、家族の絆きずなを信じられるほどの力が欲しい。

　今の自分にそんな強さが持てるのか自信はない。失った両親への信頼を取り戻せるのかもわからない。

　兄妹きようだいはなぜ、なんのためにこの世に生まれたのか。

　答えはすぐ目の前にある。

　その答えが希望に満ちたものなのか絶望に覆われたものなのか、将悟はまだ知らない。



　ビルのエレベーターに乗って社長室のある階に向かった。

　エレベーターの中で、心乃枝はキュッと手を握にぎってくれていた。彼が迷子にならないよう、手をつなぐ母親のように。

　社長室に入ると、奥の全面ガラス張りの窓から冬の日光が射し込み、日だまりとなって暖かい。母はデスクに座り、経済誌を読んでいる。休日も仕事をして忙しいはずだけど、将悟たちの来訪を予定していたためか今はゆっくりしていた。

「熊五郎は、将悟がこの社長室で帝みかど野のグループの指揮を執る日を夢見ていましたよ」

　将悟と心乃枝が入って来たのを見ると、鹿野子は雑誌を置いて立ち上がった。

「むろん、これほど大きくなった企業はもはや一家族のものではありません。将悟が社長にふさわしいと皆に認められるかどうか、いつも気を揉もんでいましたけれど。徹底的に教育しないと、などと言ってね」

　二人の前に立ち、鹿か野の子こは昔を懐かしむように微笑する。

　しかし将しよう悟ごに、懐かしい会話をする気持ちの余裕はない。

「母さん。教えてくれるか？　俺おれの本当の親は、誰だれなんだ？」

　単刀直入に聞いた。

「将悟は、間違いなくわたしの子供です。わたしが腹を痛めて産んだ子供です」

　母は答えた。

　それから、心の準備を整えるように目を閉じる。

　しばらくして目を開け、息子の瞳ひとみを見て続けた。

　将悟が産まれてからの十七年間、彼の前で口にすることのなかった言葉を。

「そして帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの……血のつながらない子供です」

　将悟は落ち着いた気持ちで聞いていた。

　覚悟はしていた。きっとそうなんだろうと予想していた。

　けれど聞いた瞬間、足下が砂のように崩れていった。

「将悟さん！」

　ふらりと倒れそうになった彼の肩を、心こ乃の枝えが支える。

「だ……大丈夫だ……」

　彼女の肩につかまりながら、足を踏みとどまった。

　いくら心の中で覚悟していても、想像上のものでしかない。言葉にして言われた瞬間、それは現実となった。どれほど落ち着こうと理性を働かせても、体から力が抜けていく感覚にはあらがえない。

　そんな将悟を、母は少し悲しそうに見つめている。

　彼が落ち着きを取り戻すのを待って、鹿野子は話し始めた。

「わたしと熊五郎は、将悟が知ったとおり、かつて帝野商事を存続させ発展させる合併のために結婚させられた、政略結婚による夫婦でした。当時、わたしには密かに慕っている人がいましたが、しょせんは片思いであり、諦あきらめざるを得ませんでした」

　それがすべての始まりなのだ、と言いたそうな顔だった。

　そうなのかもしれない。その悲しい結婚がなければ、愛のない夫婦は生まれず、世界的企業である帝野グループも存在せず、将悟がこの世に生を受けることもなかったのだ。

「新婚生活は、物質的には豊かでしたが、精神的には空虚なものでした。熊五郎は優しく接してくれましたが、それは愛情からのものではなく、わたしに同情して気づかっているものであり、虚しさを埋めてくれるものではありませんでした。それでもわたしたちは幸福な夫婦を演じていました。実家の両親からも、虎とら之の助すけお義父さまからも、よき家庭を作ることを望まれ、孫の顔を見せてほしいと熱望されていたのです。

　わたし自身も子供が欲しかった。子供が生まれれば、何かが変わると思いました。子を育てることで、人生に目標ができる気がしました。二人で育児をして熊くま五ご郎ろうとの夫婦の絆きずなを育はぐくめると期待しました。夫婦の間に生まれた子が、わたしたちを変えてくれることに希望を託したのです。ですが……わたしは、いつまでも子供ができませんでした」

「どうして？　その……普通に夫婦でいたんだろ？」

「もちろんです。どうしてか、当時のわたしのほうがよほど聞きたかったわ」

　鹿か野の子こはそう言って、理不尽な運命に対する不満を顔に浮かべた。

「妊娠しないことに疑問を感じ、熊五郎と一緒に病院へ不妊の相談に行きました。そこで二人で検査を受けました。伝えられた結果は……わたしたちにとって、絶望的なものでした。――熊五郎は重度の男性不妊症で、妊娠は極めて難しいと診断されたのです」

　意外な言葉に、将しよう悟ごは一瞬言葉を失った。

「そ、それって……父さんが、子供を作れないってこと……？」

「この事実は、家族にも言えませんでした。帝みかど野の商事を担うホープが子供を作れない体だなんて、言えるわけがないでしょう？」

「で……でも、体のことは仕方がないじゃないか。仕事にも無関係だろ？」

「わかっています。そのようなプライドなど愚かです。ですが当時のわたしも熊五郎も、人に話す勇気が持てなかったのです。ましてや、子を会社の駒こまにする家族になど……」

　その一瞬、鹿野子は両親に対する本音を見せた。

「主治医の先生からは、諦あきらめずに治療しましょうと励まされました。可能性はゼロではないからと。そうしてわたしたちは、不妊治療に専念することになったのです。熊五郎は先生に勧められた漢方薬を飲み、わたしたちは人工授精に希望を託しました」

　それから鹿野子は、人工授精について簡単に説明してくれた。

『人工授精』とは、針のない注射器のような器具を用いて夫の精子を妻の体内に注入し、妊娠を待つという比較的シンプルな方法である。人手を介する以外は、自然妊娠とさほど変わらない。

　人工授精で妊娠しない場合、『体外受精』と呼ばれる不妊治療がとられることもある。これは両親の精子と卵子を体外で受精させ、母親の胎内に戻す方法だ。

　さらに顕微鏡を用いて、極小のガラス針などで卵子に直接精子を注入して受精させる『顕微受精』という方法もある。極めて精密な妊娠のための方法で、より重度の不妊症でも妊娠が可能だが、これは将悟が誕生したころはまだ一般的な治療法ではなかった。

「治療法の発展した現代だったら、違った道もあり得たかもしれません。しかし当時のわたしに選べる道は多くありませんでした。結局、治療を続けても妊娠することは叶かなわず、疲れ果てて絶望的な毎日を送っていたのです」

　将悟は、もし両親が違う立場、違う時代に生まれていたらと思わずにいられなかった。

　政略結婚を押しつけるような家庭でなければ、家族を信頼して相談できたかもしれない。現代ならば、普及したインターネットで同じ悩みを抱える人と交流できたかもしれない。

　しかし当時の両親は、孤独だったのだ。

「そんなとき、雑誌である記事を読みました。それは、第三者の精子ドナーを利用した人工授精について書かれたものでした」

「第三者って、父さん以外の人間ってことか？」

「そうです。子供を作れない夫に代わり、別の男性の精子を用いた人工授精です」

　おそるおそる聞いた将しよう悟ごに、鹿か野の子こはうなずいて答えた。

「そのようにして生まれた子供は、法律上も夫婦の実子として認められるのだと知ったとき、福ふく音いんのようにすら感じました。すぐに先生にこの話を相談しましたが、首を縦に振ってはくれませんでした。『安易に選ぶ方法ではない』と諭されたのです。しかし当時のわたしは、自分の考えを捨てられませんでした。だって、子を持てる希望が、夫婦が家族になれる可能性が、すぐそこにあるのですよ。――先生はわたしの苦しみを理解してくれないのだと恨みました。そしてわたしは密かに、熊くま五ご郎ろうにこの提案を話したのです」

　そう話す母の顔を見て、何かに取り憑つかれているような恐ろしさを感じた。それが過去の出来事にもかかわらず、だ。別荘に逃げていたとき、父の暴露本を書くと話す将悟を前にした心こ乃の枝えの気持ちがわかる気がした。

　なお、第三者の精子ドナーを利用する非配偶者間人工授精は、一般的なものではないが、正式に認められた不妊治療の一つだ。生まれた子供も夫婦の実子として認められる。歴史も古く、日本では六十年も前からおこなわれているものだ。

　しかし夫以外の子を授かるという非常に難しい事実に、社会的にも倫理的にも様々な問題が指摘されてきた。そのため現在の日本の病院では、ほかにどのような治療をしても百パーセント子供ができる可能性がないことや、ドナーを自由に選べないことなど、いくつもの厳しい条件の下でのみ認められている治療法だ。

「熊五郎は提案を聞いて複雑な顔でしたが、承諾してくれました。自分に不妊の原因があるという負い目があったのかもしれません。彼は、ドナーとなってくれる人物を探しました。そうして見つけたのは、彼の遠い親族で、年齢は少し上でしたが、写真を見る限り熊五郎に体格も雰囲気もよく似た男性でした。性格も誠実で、信頼できる人だそうです」

　ごくり、と将悟はつばを飲み込んだ。

　その男が、自分の本当の父親なのだ。

　しかし不思議なほど、なんの感慨もない。その父は、まるで人工的な道具として扱われているように感じてならない。

　母の言葉から、父の人間味を感じることがどうしてもできなかった。

「母さんは、その相手には会ったの？」

「いいえ。この件に関しては熊くま五ご郎ろうを信頼していましたし、それに本人に会えば、誰だれが生まれてくる子の本当の父親なのか、自信を失ってしまいそうでしたから」

　鹿か野の子この説明によれば、その男性は結婚していたが子供は作らない主義だったそうだ。しかし熊五郎の頼みを聞いて、『自分に何かできるのであれば』と、きちんと帝みかど野の夫妻の子として育てることを条件に、ドナーを引き受けてくれたという。

「そうして、わたしは密かに海外の病院で人工授精を受けました。ほどなくして妊娠したわたしは、人工授精の事実を隠したまま今まで通っていた病院に戻ったのです。熊五郎との間に、奇跡的に自然妊娠した顔をして。先生も喜んでくださり、無事に出産することができたのです。わたしたちはその子供に名付けました」

「将しよう悟ご……と……」

「そうです。将悟、その子があなたなのです。――わたしにとって、将悟は本当に夫婦の希望でした。熊五郎も将悟をかわいがっていました。二人で日ごとに成長するあなたの姿に喜び、大変な子育ても今までに比べればどれだけ活力に満ちた毎日だったか。

　協力してくれる夫への信頼も芽生え、夫婦としての愛も感じ、将来は彼の仕事を全面的に支えようという目標まで生まれました。将悟が生まれて本当によかったし、今もその気持ちは変わりません」

　鹿野子は目を閉じ、まるで少女に戻ったかのような夢見る笑顔を浮かべた。

　が、その笑顔はすぐに失せた。

「ですがわたしは、熊五郎の気持ちを理解しきれていなかったのです。一年ほど経って、彼がどこかの女と密会していることに気づきました。人工授精以来、彼は欠落した感情を抱えていたのかもしれません。わたしは熊五郎に何も言えず、ただ見て見ぬふりをするだけでした。ところが何年かのち、一通の手紙が舞い込んだのです。差出人不明の手紙には、熊五郎には隠し子の女の子がいると書かれていました」

　そのとき、将悟の隣に立っていた心こ乃の枝えは辛つらそうにうつむいた。その密告の手紙を出したのが、彼女の養父である鶴つる眞ま誠せい二じなのだ。

「手紙を受け取ったわたしは、それが事実だと直感しました。信じられない思いでした。どうして、あれほど努力しても子供が生まれなかった熊五郎に娘が……と。しかし第三者ドナーの人工授精を認めてくださらなかった先生の言葉を思い出しました。熊五郎には、子を作れる確率が、低いながらも存在していたのです。

　愕がく然ぜんとしました。お前が悪いから子供ができなかったのだと責められている気分でした。罪悪感に苛さいなまれました。あと少し辛抱すれば、将悟に親の秘密を抱えさせることなどなかったのに、と。そして何より恐れたのが……将来、その女の子と出会ったとき、将悟が自分の出生について知ってしまうことでした。

　わたしは体調を崩し、寝込みました。そんなとき、熊五郎はこう言ったのです。『わたしたちの子供は将しよう悟ごただ一人だ』と。わたしたちは将悟が自分の出生に気づくことのないよう、二人の実子として育てようと、無言のうちに約束し合ったのです」

　母はまっすぐ息子の顔を見た。

「そしてわたしと熊くま五ご郎ろうと将悟、三人の家族として生きていくことを決めました。わたしは自分の選んだ道を後悔することをやめました。もし別の道を選んでいたら、そこにいるのは将悟ではなかったのですから。この道を選んだからこそ、あなたがここにいてくれるのですから……」

　長い話を終えた鹿か野の子こは、虚脱したように頭こうべを垂れた。

　聞き終わっても、将悟はしばらく何も言えないでいた。

「心こ乃の枝えさん。あなたには、取り返しのつかない傷をつけてしまいました」

　鹿野子は深く頭を下げる。

　心乃枝は小さく首を横に振り「いいえ……」と答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　やがて鹿野子はデスクの前に戻り、引き出しを開けて一通の封筒を取り出した。将悟の前に戻り、封筒を彼に手渡す。封筒には『将悟へ』という宛あて名なと、『帝みかど野の熊五郎』の署名が書かれていた。

「熊五郎が病床で書いた手紙です。彼はわたしにこの手紙を託しましたが……わたしは、将悟に渡すつもりはありませんでした」

　将悟は緊張した手つきで中の便せんを取り出した。

　そこには熊五郎の文字で、彼の言葉で、将悟の出生について書かれていた。

　生物学上の父親のことは、鹿野子の話よりもう少し詳しく書かれていた。その男性は生涯、ほかに子供を持つこともなく、すでに故人となっているという。

　心乃枝のことには触れられていなかった。心乃枝に関する真実は鶴つる眞ま誠せい二じに託したため、ここでは知らせなかったのだろう。

　熊五郎は、将悟を家族として心から愛していたと述べ、信頼する息子に帝野グループの未来を託したいと書いていた。そして手紙の最後を、こんな言葉で結んでいた。

『帝野将悟は、帝野熊五郎の本当の子供だ』

　……と。



　　　　§



　鹿野子は帝野グループ社長としての職務に戻った。

　秘密を語りきった彼女は、すっかり疲れた様子だった。今日一日仕事にならないのではないかと心配になるほどだ。

　帝野グループ本社のビルを出たあと、将悟と心乃枝はビルの周囲を囲む公園のベンチに座っていた。

「熊くま五ご郎ろうさんは心から将しよう悟ごさんの父親でいたんですね」

　心こ乃の枝えは公園で遊ぶ親子の姿を、ほほ笑ましそうに眺めている。

「父さんは、心乃枝の父親でもありたいと望んでいた。俺おれの父親でもあろうとした。だけど結局、誰だれかの父親になれたのかな……」

「熊五郎さんはずっと、将悟さんのことを想っていましたよ」

「なぁ、心乃枝。心乃枝はさ……」

　彼女の横顔を見ると、心乃枝も振り向いて見返した。

　将悟はしばらく彼女の顔を見つめて、聞いた。

「いつ、俺が父さんの子供じゃないって気づいたのかな？」

「……どうして、ですか？」

「知っていたから、ＤＮＡ鑑定書と父さんの手紙を見せられて、俺の妹だって明確な証拠が出たとき、俺の前から離れようとしたんじゃないか？」

　心乃枝はすぐには答えず、広がる青空を見上げた。

「そうですね……。気づいたのは、ずっと昔……に、なるのかな……」

「ずっと……昔……？」

「そうです。十年前、あの事故の日です」

「そんなときから、知ってたのか……？」

「将悟さん、事故に遭あって救急車で運ばれていく夢を見ましたよね。熊五郎さんがそばに付き添ってて。――あのとき、わたしも救急車に乗っていたんですよ」

「あ……」

　思わず声を上げた。

　あの日は将悟と心乃枝と熊五郎の三人で遊びに行った。幼い心乃枝を一人で残すはずがない。たぶん彼女は救急車の隅にいて、見えなかったのだろう。

「子供のころのわたしも、熊五郎さんの会話を聞いていたんです。そのときわたしは子供心に、将悟さんは熊五郎さんの子じゃない……そんな予感がしたんです。きっと」

「……きっと？」

「当時、漠然とそう感じただけで、すぐに忘れてしまいました。わたしも将悟さんと同じように、熊五郎さんの言葉の意味はよくわかりませんでしたから。その記憶は心の底に沈んでしまい、それ以来、将悟さんの父親が誰かなんて、考えたこともなかったんです。普通に熊五郎さんの子だと信じていたんです。ところが……」

「突然、思い出したとか？」

「わたし、鹿か野の子こさんがどうして将悟さんの妹を認めないのか、不思議だったんです。そしてパパから熊五郎さんの娘だという証拠を突きつけられたとき、ふっとあの場面が頭に浮かんで、一瞬で結びついて、確信したんです。実の父親を知らされなかった理由を」

　そして心こ乃の枝えは、悲しそうに顔を伏せた。

「わたしが妹だと知られたら、わたしは、将しよう悟ごさんが熊くま五ご郎ろうさんと血がつながっていないことを暴く鍵かぎになってしまうからだ、って」

「それで、俺おれの元を去ろうとしたんだ……」

「はい……。将悟さんには、ずっと、熊五郎さんの子でいてほしかった。家族を信じていてほしかったんです。だけど将悟さんは、わたしを誘拐までしちゃって」

「あ、あのときはいろいろ必死でさ……。今から思えば、相当無茶してたよな」

「だけど別荘で、将悟さんが完全に熊五郎さんに不信感を持っているのを見て、このままでは壊れてしまうと感じたんです。それであの夜、電話で鹿か野の子こさんに居場所を伝え、お願いしました。何かを隠しているのなら、将悟さんに真実を伝えてくださいって。今のままでは、将悟さんは取り返しがつかないくらい傷ついてしまうって……」

　そして翌日、鹿野子はあの町の駅に現れた。

　将悟は逃げようとして車にひかれそうになり、心乃枝に助けられた。気を失った彼は、救急車で病院に搬送されたのだ。

「鹿野子さんは最後まで、真実を話すことを迷っているみたいでした」

「だけど俺まで本当の親のことに気づき、観念したってわけか……」

　将悟はベンチに深くもたれかかり、遠くで遊ぶ親子を眺めた。

「俺さ、小学生になっても、よく父さんとヒーローごっこをして遊んでたよなぁ。父さんはいつも怪人役で」

　将悟は昔を懐かしみながら話した。

「父さんが外国に出張したときは、買ってきてくれたおもちゃで遊んで、外国のお菓子を食べて、それで海の向こうにある国の話を聞いたんだ……」

　話しながら、胸が苦しくなった。胸の底から何かが込み上げてくるようだった。

　世界を駆け巡る姿に憧あこがれていた父。『妹』という謎なぞを残し、この世を去った父。

　そして秘密の顔を知り、憎んだ父……。

　様々な感情を引き起こした熊五郎の存在は、今、将悟の心の中で、急速に小さくなっていた。心に残っているのは、憧れでも憎しみでもない。ただ切なさと悲しみだけ。

　どんなに言いつくろっても、本当の子だと言われても、彼の血は将悟の体に流れていない。この肉体は、父から与えられたものではない。

「成長すると、だんだん、父さんが毎日どんな仕事をしているのか、理解できるようになってさ……」

　愛のない夫婦となった鹿野子と熊五郎には、それぞれ深い悩みがあったのだろう。それを知った将悟に、両親を恨む気持ちはない。

　だけどそれは、あくまで両親の物語だ。将しよう悟ごの心を満たしはしない。

「俺おれは……俺は、ずっと、父さんみたいな大人になるんだって思ってて……父さんの遺書で、社長を引き継ぐ話を聞かされたときなんて、父さんが死んだ悲しさ以上に、父さんのあとを追えることが嬉うれしかったくらいでさ……」

　熱くなる目頭を抑えられず、将悟の目から、止めどもなく涙があふれ出した。

　心こ乃の枝えはそんな彼の横顔に手を添え、そっと引き寄せた。

「う……ううぅっ……」

　将悟は彼女の肩に目頭を当て、泣き続けた。

　何が悲しいのかわからない。それでもただひたすら、悲しかった。

「将悟さん」

　優しく彼の頭を撫なでながら、彼女は言った。

「将悟さんは、ここにしかいません。わたしの体を、わたしの心を温めてくれる将悟さんは、世界中を探しても、ここにしかいないんです」

「うう……ぅ……」

「わたしは、将悟さんの、家族ですから」

　心乃枝はいつまでもそうして、泣き続ける将悟をそっと抱きしめてくれていた。



    

  
    
      


終章　この隣にいつも、妹がいる。





　週明けの月曜日、将悟は心乃枝と待ち合わせて、二人で登校した。

　今日で二学期も終わり、終業式だ。

「久しぶりの学校で、緊張しちゃいます」

　並んで歩きながら、心乃枝は少し身をすくませている。

「出席日数、大丈夫か？」

「短縮授業期間もありましたし、大したことないですよ。それに実家にいるときも勉強もしてましたから」

「さ、さすがだな……」

「でも三学期は休まないようにしないと」

　気合いを入れるように、心乃枝は「うん！」とうなずいた。

「だけどよかった。心乃枝のお父さん、これからも深み流りゆう院いん学園に通わせてくれて」

「はい。最後はパパも疲れちゃったみたいでした。……だけど、どこかホッとしてたみたい。パパも本当は、転校なんてさせたくなかったんです」

「せっかく深み流りゆう院いん学園に入ったんだしな。――また、学校で一緒に過ごせるといいな」

「将しよう悟ごさんのほうはどうなんですか？」

「母さんは、俺おれがまた通えるように手続きするって言ってくれてる。退学届が受理されてたらちょっと面倒になるかもしれないけど、きっと、また戻って来られるよ」

「そうですよ。絶対、戻って来てくださいね！」

「そうそう、母さん、あの別荘を買い取ることに決めたってさ」

「ほ、本当ですか!?」

「俺たちが不法侵入して不動産屋に申し訳ないからだ、なんて言ってたけど……」

「わたしたちのせい……ですよね……」

「でも母さんの口調だと、それだけじゃない気がする。たぶん心こ乃の枝えに罪滅ぼしがしたいんだよ。――改築したら、皆で遊びに行こうなんて言ってた」

「そうなんだ……。また、あの家で過ごせるんですね。今度はみんなと一緒に……」

　心乃枝は感慨にふけるように、静かに喜びの表情を見せた。

　二人で正門の近くに来ると、将悟に気づいた生徒たちがチラチラと目を向けた。

「帝みかど野のくん、鶴つる眞まさんと駆け落ちしたんだって」

「ロマンチック～。わたしも冬休みに駆け落ちしようかな。彼氏いないけど～」

　……なんて、口々に話している。

「う……俺たち、すっかり有名になっちまったな。駆け落ちって……」

「もう、将悟さんのせいですよ」

　心乃枝が恥ずかしそうに顔を赤くして縮こまる。

「ほらほらーっ。休暇中は駆け落ちより宿題しろ！　校門の前で立ち止まるなっ」

　正門の脇わきで出迎えていた小こ都と里り先生の声が響く。「はぁーい」と、生徒たちは駆け足で門をくぐり、校舎へ向かっていった。

　将悟と心乃枝は先生の前に歩き、ペコリと一礼した。

「小都里先生、おはようございます」

「あの……心配かけてすみませんでした」

　心乃枝は申し訳なさそうに謝る。

　小都里先生は持っていた竹刀で地面をつきながら、呆あきれたような声を出した。

「お前ら、どんだけ問題を起こしゃ気が済むんだ。担任の気持ちも考えろ。冬のボーナス減らされたら代わりに要求するからなっ！」

「いや、生徒にお金をせびるとか、それこそ減給ものですから」

　と、再会早々ツッコミを入れてしまう将悟である。

「それと先生。俺の退学届のことで、またご面倒かけるかもしれなくて……すみません」

「それでしたら、心配いりませんよ」

　正門のそばに立って生徒を迎えていた校長が、将しよう悟ごたちの前に歩いた。

「退学届は、まだ受理される前でしたから」

「そうなんですか？　よかった……」

　ホッと胸をなで下ろしていると、校長はニコニコしながら小こ都と里り先生を見た。

「なにしろ、小都里先生がいつまで待っても判を押してくれませんでしたからねぇ」

「え……それって、俺おれが戻ると思って……」

　思わず先生を見つめると、彼女は照れたように顔を赤くして怒鳴った。

「な、何言ってんだっ。忙しくて忘れてただけだよっ！」

「なんて言ったらいいか……ありがとうございます！」

「いいから、早く教室へ行けっ！　終業式に遅れるんじゃないぞ！　校長先生の話がくそ長くてもサボるなよっ！」

　ボーナスカットをも恐れぬかのような剛胆な小都里先生をあとに、将悟と心こ乃の枝えは歩き出した。

　校舎の玄関前に来たところで、ふと、背後で息を呑のむ気配がして振り返った。

「将悟……」

　雅みやびが立って、将悟と心乃枝を見つめている。

　言わなきゃいけないことがたくさんある。

　心配かけたことを謝り、支えてくれたことに礼を言い、これからもよろしくって。

　なのに将悟は、彼女を見つめたまま声が出なかった。

　言うべきことがありすぎて、様々な感情が胸の奥で膨らんで、言葉にならない。

「そ、その……心配させて……」

　かろうじて言いかけたとき、雅はぷいっと視線を逸そらした。

　そのまま避けるように将悟たちの脇わきを駆け抜けて、玄関の中へと消える。

「み、雅！」

　名を呼んでも雅は立ち止まらなかった。

「神かん凪なぎさん、怒ってるみたいでしたね……」

　心乃枝は残念そうにうつむく。

「無理もないか……。あとでちゃんと謝らないと……」

　そして二人は、雅を追うように校舎の玄関へ入っていった。



　終業式が終わり、二学期最後のホームルームが終わると、雅はやっぱり将悟と目も合わせず早々に帰ってしまった。

　心乃枝も今日はまた実家に戻るらしく、一足先に教室を出る。

　一人で帰りじたくをしていると、前の席にいる衣い楠くすが鞄かばんを手に立ち上がった。

「それじゃあ将しよう悟ごくん。ボクは今日でお別れだ」

「そうだな。――最後は、あまり一緒にいられなかったな」

「ま、お別れといっても学園の籍を抜けるだけだ。いつでも会えるだろう。二十四日には、『りりかる☆しすたぁず』でクリスマスパーティーを兼ねたボクの送別会が開かれるから、将悟くんもぜひ出席してくれたまえ」

「あぁ、絶対に行くよ。――衣楠はこれから、お父さんを捜すのか？」

　聞くと、衣楠は眉まゆをひそめて少し困り顔になる。

「うむ……。そのことなのだが……」

「どうした？　まさか、瀬せ利りさんに父親捜しをジャマされてるんじゃないよな!?」

「いや。実は先日、瀬利に会って父親について聞いたんだ。帝みかど野の清せい流りゆう会かいの先代のボス、ミスターＪはボクの父親だったのではないか？　とね。少しでも手がかりを引き出せればと考えていたところ、彼女はあっさりと教えてくれたよ。――答えは、まさしく推測のとおりさ。瀬利は彼のあとを引き継いで『Ｊ』になったそうだ」

「なら、お父さんは今、どこにいるんだ？」

「問題はそこなんだが……」

　衣楠は肩を落とし、ちょっと疲れた顔で「ふぅ」とため息をつく。



    

  
    
      



    

  
    
      

「帝みかど野のグループを退職したあと、退職金で世界をまわる旅に出たそうなんだ。世界の格闘技を研究するのだとか」

「は……？　格闘技の研究……？」

「まったく……。妻と娘を放ほうって何をしているんだろうね……」

　呆あきれ返る衣い楠くすに、将しよう悟ごは声をかけることもできない。

「仕方がない。ボクは当分、嵯さ峨が良らオーナーのカフェで『しすたぁず』の修業に励むとするよ。最近は女性客の指名率がうなぎ上りだとオーナーにも喜んでもらえているし」

「はぁ……」

　なんとなく、衣楠も微妙に道を踏み外してるんじゃないかと不安になる将悟だった。

「将悟くんはこれからどうするんだい？　改めて帝野グループの社長を目指すのかな」

「俺おれは……」

　言って、将悟は返事に迷った。

　鹿か野の子ことの和解も果たし、将悟には再び帝野グループ社長への道が開かれている。

　けれどその道を進むことに、今までのような闘志が沸かない。目指すべき目標だと感じることができなかった。

「今はまだ、考えてる」

　将悟はそう答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。



　衣楠が帰ったあと、将悟は一人で深み流りゆう院いん学園の中庭を散歩していた。

　中庭を取り囲む、歴史ある古風な校舎を見上げる。これからもこの学校に通える。学校の皆と一緒に過ごせる。

　それは嬉うれしくて、心から望んでいたことだ。

　でも、どこか虚しさを感じていた。気力が充実せず、こぼれ落ちていくようだ。見慣れた校舎の景色が、色あせているように見える。

　目標を見失ったせいかもしれない。

　――俺は、父さんの背を追いかけていたんだな……。

　しかし今、彼は追いかけていた父の背を見失った。

　たとえ血がつながっていなくても、将悟が生まれたときから熊くま五ご郎ろうは彼の父親でいた。将悟を息子として愛してくれていた。

　……それは、頭ではわかっている。疑うことはない。熊五郎は誰だれよりも、自分の父親だった。彼への憧あこがれも目標も、間違っていなかった。

　それでも、自分の体には彼の遺伝子が存在していない。この身を支えていた父という存在が、すっぽり抜け落ちてしまった気分だ。心のどこかが空白になり、父の背を追いかけようとする力を削いでいた。

「帝みかど野のセンパイ」

　歩いていると、呼びかけられて将しよう悟ごは振り向いた。

「国くに立たちさん」

「どうしたのですか？　寂しそうな顔をしてますわよ」

　凜りん香かには、将悟と熊くま五ご郎ろうの関係は説明していない。校内で知っているのは、まだ心こ乃の枝えだけだ。

　隠すつもりはない。近いうちに、頃ころ合あいを見計らってきちんと説明しようと思っている。

　だけど今は、言葉にするほど気持ちの整理がついていなかった。

「その……来年はどんな目標を立てようかなって考えてたんだ」

「目標、ですか？」

「国立さんは、来年はどうするの？」

「そうですわね。まずは生徒会として、卒業式の運営をお手伝いする予定ですわ。天てん導どう会長はバレンタインイベントのことしか頭にないようですけど」

「天導会長、バレンタインってチョコを食べる日としか思ってなかったりして……」

　凜香は眉まゆをひそめて黙る。図星らしい。

　当分彼女の気苦労は絶えなさそうだ。

「ははは……。――二年生になったら、国立さんが生徒会長になるのかな」

「まだ、しっかりと意向を固めてはいませんの。わたしが生徒会長として望まれているのか、自信も持てませんし……」

　凜香は少し気弱な顔になった。

　これ以上ないほど生徒会長にピッタリだと思えるだけに、将悟は少し意外だ。

「生徒会長かどうかはわかりませんが、来年度も生徒会で活動したいとは思います。この一年で、やっと深み流りゆう院いん学園のことが理解できてきた気がしますから」

「国立さんのことだから、自信を持って生徒会長になるのかと思っていたけど、そうでもないんだね」

「わたしはそんな自信ばかりありませんわ。生徒会活動がうまくいかず、自信を失うこともしょっちゅうです。心に穴が空いて、自分が生徒代表のような顔をしていていいのかと悩んでしまいますわよ」

「そういうときは、どうするの？」

　凜香はその答えを探るように、宙を見上げながら考え込んだ。

「悩むしかありませんわね」

「苦しんで、苦しみ続けるしかない。……って、言ってたっけ」

「えぇ。悩むしかないのなら、そうするしかありませんもの。ただ……」

「ただ？」

「悩んでるだけでは疲れますから、こっそり天てん導どう会長が楽しみにしているお菓子を食べてストレス解消しています」

「お、お菓子？　国くに立たちさんまで？」

「ナイショですわよ」

　凜りん香かは人差し指を口に当て、秘密を共有するように「ふふふ」と笑った。

「も、もちろんナイショにするよ。天導会長が知ったら、泣き叫んでポテチの霊に祟たたられそうだな……」

「なになに～？　たらこポテチがあるの～!?」

　いつの間に近づいていたのか、突然、二人の背後から愛ま菜ながひょこっと顔を出して、将しよう悟ごと凜香はビクリと背筋を凍らせた。

「なななな、なんでもありませんわ天導会長！」

「えぇ～、なぁに～っ!?　凜香ちゃん、また愛菜のおやつ隠してるんだ～っ！」

「隠してません！　そもそも、生徒会で買ってるのは天導会長のおやつじゃなくて……」

　やっぱり気苦労が絶えなさそうな凜香を見ながら、将悟は思った。

　凜香には、支えてくれる人がいる。それは愛菜であり、生徒会の仲間であり、彼女を生徒会副会長として慕う学校の生徒たち。

　――そうだ。俺おれにも、支えてくれる人がいるんだ。

　しっかりしなければ、と思った。心こ乃の枝え、雅みやび、そして凜香に愛菜に芽め依い。衣い楠くすや柚ゆず璃り奈な。小こ都と里り先生と、学校のみんな。

　将悟はそんな皆に囲まれている。これからも、一緒に過ごすことができる。

　――だからきっと、俺はやっていけるさ。

　まだ心には大きな空白があるけれど、いつか埋められる予感がした。
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　冬休みに入って最初の日、将悟は朝からアルバイトに来ていた。都心近くのテーマパークで開催される、クリスマスライブコンサートの屋外会場設営の仕事だ。

　というのも昨日の夜、辞めたはずのアルバイト登録の会社から電話があり、年末で人手が足りないから一日だけでも来てくれないかと頼まれたのだ。急に辞めた後ろめたさもあって、手伝うことにした。もちろん今回は母も承知の上である。

　将悟は朝から、重いボードや鉄材を持って運んだ。前よりも体力がついたのか、作業も効率的にこなせる。冬の寒さの中でもいい具合に汗をかくことができた。

　アルバイトを引き受けたのには、もう一つ理由がある。

　こうして体を動かして働けば、失った目標を取り戻せるんじゃないかと考えたのだ。

　事実、働いている間は虚しさを感じることもなかった。キツい作業に身を投じることで、気を紛らわせることができた。無心になって仕事に没頭できた。

　けれど、それまでだ。

　確かに一時的に心の空白を忘れることができる。しかし休憩時間になって体を休ませると、たちまち言いようのない不安に襲われた。

　――俺おれはこれから、何をすればいいのかな。

　道に迷ったように、明日の自分を思い描けない。

　結局、目標なんて見み出いだせないまま、夕方になって一日限りのアルバイトは終わった。

　将しよう悟ごは芝生に座って冷たい風に吹かれながら、広場の中央に建造された特設ステージを見上げていた。

　ライブコンサートの主催はテレビ局で、人気テレビ番組に出演しているタレントや歌手が出演するらしい。今は照明のテストをしていて、ステージの壁が次々と、赤や黄色の派手な色に照らされている。

　しかし今は賑にぎやかなイベントも、彼の心を奮い立たせることはなさそうだ。

　そろそろ帰ろうかと立ち上がったとき、ふと気がついた。

　広場の近くにテレビ局のマークが描かれたワゴン車が停車していて、スーツ姿の男たちが外に出てステージを指差しながらあれこれ話している。

　将悟は、その中の一人に目を留めた。

　チョッキの上に地味な色のコートを着た、三十代半ばくらい年齢の男だ。どうして彼に目が留まったのか、自分でもわからない。

　しかし将悟は遠くから、夕ゆう陽ひに照らされた男の顔を見つめ続けた。どこかで知っている気がしてしょうがない。

　――もしかして、あの人……？

　頭の中に、古い記憶がよみがえる。

　しばらく話したのち、彼はスーツの男たちから離れ、一人でステージのほうに歩き出した。将悟は思わず男のあとを追いかけた。

「あ……あの……！」

　声をかけると、コートのポケットに手を突っ込んでいた男が振り返った。

「ん？」

　将悟は間近で彼の顔を見つめる。間違いない。彼を知っている。

　あれから長い年月が経って、だいぶ印象も違っていた。歳としのせいか、少しくたびれた顔に見える。それでも切れ長の目やまっすぐな鼻筋に、昔の面影が残っている。

　――やっぱり、そうだ！

　男の正体を確信し、将悟は身震いをした。

　まさか、こんなところで会えるとは思っていなかった。実際に会えるなんて、夢にも思っていなかった。

　思わず身を乗り出し、緊張に震える声で聞いた。

「と……等々力とどろき竜りゆう一いち郎ろうさんですよね!?」

「そうですが……君は？」

　男の問いに、将しよう悟ごは興奮しながら叫んだ。

「俺おれ、子供のころ、グランベリオンの大ファンだったんです!!」



　等々力竜一郎は約十年前、テレビ番組『改造戦士グランベリオン』に主演していた俳優だ。番組ではヒーロー役にこだわり、顔が見えない変身後のシーンでもスーツアクターに頼らず、自らグランベリオンを演じていたという。

「そうか……。那な百ゆ合りちゃんは元気なんだね。突然女優業を辞めたから心配していたけど、安心したよ」

　広場の芝生に並んで座りながら、等々力は懐かしむように言った。

　子役女優・檀だん埜の那百合、すなわち子供時代の柚ゆず璃り奈なは、当時番組で彼と共演していたのだ。

「もう十年も経ったし、さぞ美しくて性格のいい女の子になってるだろうなぁ」

「そ、そうですね……。美しさはともかく、性格は……どうかなぁ……」

　つい口ごもってしまう将悟である。

　それから書いてもらったばかりのサイン色紙を、ほくほくした気分で見つめた。テレビ局の人が色紙とマジックを用意してくれたのだ。

　正確にはファンだったのは子供のころだけど、憧あこがれていたスターにサインをもらえるのは、今でもやはり嬉うれしい。

「あまり視聴率の出なかった番組だけど、覚えていてくれたなんて光栄だよ」

　と、等々力は嬉しそうに言ってくれた。

「等々力さんは、最近はどんな役をしてるんですか？」

　将悟は聞いてみた。せっかく会えたのだから、これからも応援したい。

　すると等々力は、恥ずかしそうに頭をかいた。

「いやぁ……。僕はグランベリオン以降、目立つ役に巡り合えなくてね。今は番組やヒーローショーで怪人のスーツアクターをしたり、ドラマや舞台にチョイ役で出演させてもらったりしてるんだ。長く業界にいたおかげで仕事量だけはそこそこあるから、収入には困ってないけど」

「そう……なんですか……？」

「役者の世界も、なかなか厳しいからね」

　彼は役者として大成していないらしい。

　微笑する等々力とどろきの表情は、どこか諦あきらめているようだった。最初に顔を見たとき、少しくたびれて感じられたのは、年齢だけが原因じゃなさそうだ。

「クリスマスのライブでは、僕もスーツアクターで登場するんだ。今やってる番組で一番人気の怪人役だよ。テレビ版とは中のアクターが別人だから、子供たちにバレないといいけど」

　将しよう悟ごは何も言えずに話を聞いていた。

　別に、大スターになっていると思ったわけじゃない。それでもかつてのヒーローが、名も知られず細々と生きているだけなんて、少し残念だった。

　でも……現実は、そんなものだ。熊くま五ご郎ろうだって、憧あこがれのヒーローなんかじゃなかった。

　ヒーローなど、しょせんテレビの中だけの存在だ。現実にはいない。現実に存在するのは、弱くて疲れた人間だけなんだ。

「帝みかど野のくん？　退屈させたかな」

　等々力が心配顔になって聞いた。

「いえ……。俺おれ、近ごろ目標を見失ってるんです。それで今日も気分が晴れなくて、つい……。あ、でも等々力さんに会えて勇気が出ました！」

　将悟は無理やり明るい笑顔を浮かべる。

「目標を見失った、か……」

　しかし等々力は真剣な顔になって将悟を見返し、突然叫び出した。

「夢は、いつだってそこにあるものだ！」

「え、えっ……？」

「……おいおい、忘れたのかな？　『グランベリオン』のセリフじゃないか」

「す、すみません……」

　身を縮こまらせて謝る将悟に、等々力は笑いかけた。

「でも嘘うそじゃない。夢はどこにでもあるんだよ。僕の前にも、今、大きな目標がある」

「どんな目標なんですか？」

「お金を貯めて、役者仲間と資金を出し合って、学校を作ろうと準備してるんだ」

「学校？」

「役者のための学校だよ。資金も少ないから、大きな学校は作れない。少数精鋭で役者を教育する、特撮専門の俳優学校を設立するんだ。スターになりたい子は多いだろうけど、大切なのは主役だけじゃない。怪人を演じるスーツアクターも育てなければいけない。優秀なスタントマンの教育も必要だ。現在ではＣＧも多用されるから、ＣＧアニメーターを育成するカリキュラムも考えなくては。みんな役者なのだからね」

　話すうち、等々力の言葉は熱を帯び、彼は止めどないほどに夢を語り出した。

　全身全霊をかけて一つの世界を描き出す素晴らしさを、我を忘れて夢中になれる物語の楽しさを、そんな番組を作り出す技術を次の世代に伝える大切さを……。

「もちろん、学校が軌道に乗る保証はない。毎日不安でいっぱいさ。――だけど僕は、この学校から必ず、日本中の……いや、世界中の子供たちの希望となるヒーローを誕生させる！　そしてこの世界の絶望と戦う勇気を持ってもらえるような、恐ろしい怪人を現出させてみせるんだ!!」

　拳こぶしを上げて熱弁すると、すっかり圧倒されている将しよう悟ごを見て、等々力とどろきは少し照れた顔で笑った。

「……つい、熱くなってしまったね」

「い、いえ。なんて言うか……グランベリオンの熱さそのままでした！」

　すると等々力は「はっはっは！」と豪快に笑った。

　将悟は思い直した。

　彼はくたびれてなどいない。今も戦っている。

　十年前よりも、もっと強大な運命を相手に戦っているのだと。

「等々力さーん！　打ち合わせ始めまーす！」

　ステージの横から、テレビ局の社員が呼びかける。

　将悟と等々力は立ち上がった。

「悪いね。そろそろ行かなければ」

「ありがとうございます！　お話しできて嬉うれしかったです！」

　将悟がおじぎをすると、等々力は突然、拳を握にぎった両腕を胸の前でクロスさせた。

　そのポーズを見た瞬間、将悟の心がドラムを鳴らすがごとく打ち震えた。鼓動が高ぶり、全身に熱い血潮が流れ込み、そして胸の内から、わけもわからないほど力が沸き上がった。

　忘れはしない。なぜならそれこそ……。

「改造ぉー戦士っ！」

　等々力は勇ましく両腕を広げ、堂々と厚い胸板を張る。

「グラーンベリオンッ!!」

　戦いに向かうヒーローの変身ポーズだからだ。

「進め、少年！　道は君の前に作られる!!」

　等々力はきびすを返し、歩いていく。

　夕ゆう陽ひの逆光になって見える彼のシルエットは、まさしく――

　かつて見た、ヒーローの背中そのものだった。
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「メリー☆クリスマス！」

　サンタクロースの格好をした芽め依いのかけ声とともに、集まった一同はグラスを掲げて乾杯をした。

　今日は十二月二十四日。クリスマス・イヴの夜だ。

『りりかる☆しすたぁず』では閉店後、衣い楠くすの送別会を兼ねたクリスマス・パーティーが開かれていた。クラスメイトを中心に学校の生徒たちが集まり、小さなカフェの店内は大賑にぎわいだ。

「来くる実みさん、大丈夫？　手伝おうか？」

　将しよう悟ごは、チキンを盛った皿を運んでいる来実に声をかけた。

　サンタクロース姿の来実は、忙しそうに額ひたいに汗をかきながら振り返る。

「平気ですよ、センパイ！　皆さんに手伝えてもらってますから！」

　パーティーは芽依のカフェが会場だけど、主催はここに集まっている全員だ。料理を手伝ったり、店の飾り付けをしたり、皆が少しずつ手を貸している。将悟もパーティーの前に、テーブルの配置換えやクリスマスツリーの設置など力仕事を手伝っていた。

　芽依の隣に衣楠が立って、送別のお礼の挨あい拶さつをしている。

「どうか子猫ちゃんたち、ボクがいなくても絶望しないでほしい。カフェに来れば、ボクはいつでも待っている。天の織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしのようにつかの間の逢おう瀬せを楽しもうじゃないか。プレゼント大会にはボクからケーキ割引券を用意したから活用してくれたまえ」

　衣楠の挨拶が終わると、取り囲んでいたクラスメイトの女の子たちから「きゃあ～」と声が上がった。

　季節感が真逆な上に、ちゃっかり店の宣伝をしている衣楠である。

「水みず谷たにさんとも、学校ではお別れなんですよね。なんか寂しいなぁ……」

　将悟の隣で聞いていた心こ乃の枝えが、しみじみとつぶやいた。

「あいつも言ってるけど、いつでも会えるさ。当分、この街で暮らすそうだし」

　それから、将悟は店内を見まわした。

　離れたところにあるテーブルでは、愛ま菜なと凜りん香か、滋し賀がさんがいて、衣楠に送別の言葉をかけていた。

　さらに別のテーブルでは、小こ都と里り先生が大だい吟ぎん醸じようの瓶びんを片手に突つっ伏ぷしている。

「って、先生、お酒持ち込んでるじゃないかっ!?」

　将悟はあわてて小都里先生の前に駆け寄った。

「ダメですってば！　アルコールは禁止ですっ！」

　すると小都里先生は、早くも酔よっ払ぱらったのか真まっ赤かな顔でトロンと将悟を見上げる。

「んだぁ？　ちっくしょぉ、世の中どこ行ってもカップルカップルカップルぅ……ざけんじゃねーぞっ！　クリスマスってのはなぁ、聖なる夜なんだっ！　聖夜なんだぞっ！　いーかげんにせ～や!!　なんつってな～。あはは！　……飲まずにやってられっかぁ！」

　一いつ升しよう瓶びんを持ち、グビリと中身を飲み干す。すっかりダメな大人にできあがっていた。

　と、パシャリとシャッター音とともにフラッシュが瞬またたいた。

　一眼レフカメラを構えながら、新あら谷や部長が挑発めいた笑みを浮かべている。

「ククク……。わかる、わかるぞ、その悔しさ。我が深み流りゆう院いんタイムズも次号の特集で、断固クリスマスの廃止を世に訴える計画だ。滅びよ、愚民ども!!」

「……なんで学校新聞でクリスマス廃止を」

「我が深流院タイムズは、権力に屈せず世に真実を問い質す、過激で挑戦的なマスコミだからな。この絶望的な姿こそクリスマスの真実だと知らしめるのだ！」

　言いながら、新谷部長また一枚パシャリと小こ都と里り先生の写真を撮った。

「争いは好まぬ平和主義の新聞じゃなかったっけ……？　ていうか、学生に交じってお酒を飲んでる先生の写真とか、別の意味で問題になるからっ！」

　あわてて新谷部長を引き離すと、今度はクラスメイトの男子生徒たちが小都里先生を取り囲んだ。

「先生には僕たちがついてます！　寂しがらないでください！」

　小都里先生の隣に直立し、男子生徒の田中が叫ぶ。

「ケッ。サンタクロースを信じてるよーなガキに、せんせーを満足させられるかよ」

　大人げない暴言を吐きながら、小都里先生は一抱えもあるチキンにむしゃぶりついた。

「僕たちは、小都里先生に罵ののしられるだけで満足です!!」

「このスットコドッコイがぁーっ!!」

　小都里先生はチキンの骨で田中の顔面をぶっ叩たたいた。

「せんせーは大学生までサンタクロースを信じてたんだよっ!!　大人なんか嘘うそつきだ!!」

「あぁ、小都里先生のトナカイになりたい……」

　田中は鼻を真まっ赤かに腫はらしながらバタンと倒れる。

　酔いつぶれた小都里先生が手に負えず、将しよう悟ごはそっとその場を離れた。

「騒々しいわね。もう少し優雅にクリスマスを祝えないのかしら」

　見ると、柚ゆず璃り奈ながクリスマスツリーのそばに腰掛けて、ワイングラスに入ったブドウジュースを飲んでいる。賑にぎやかなパーティーの中で、一人、静かに落ち着いていた。

「柚璃奈も来てくれたんだな」

　すると柚璃奈は「ふん」と冷たく目を細めた。

「馴なれ合あいなど好まないわね。受験勉強の息抜きよ。クリスマスに浮かれる豚どもを見て憐れん憫びんの情をかけてやるの」

「……まぁせっかくだし、たくさん食べてってくれよ」

「適当でいいわ。わたくしまで豚になりたくないし」

「豚って……。柚ゆず璃り奈なも相変わらずだなぁ」

「わたくしは豚になるより、常に思考を巡らせる葦あしでありたいわね」

　柚璃奈はニヤッと嫌みっぽい笑みを浮かべる。

　そのとき来くる実みが彼女の隣に来て、プラスチック製の小箱を手渡した。

「宝ほう生しようさん、チキンとローストビーフとロブスター、お弁当箱に入れておいたからね！」

　弁当箱が膨らみ、フタがはち切れそうになっている。よっぽど詰め込んだらしい。

「…………」

「…………」

　柚璃奈はチラと将しよう悟ごの顔を見て、顔中をサンタの服よりも真まっ赤かに染め上げた。

「いっ、いいでしょっ！　受験勉強してると夜食が欲しくなるのよっ!!」

「俺おれ、何も言ってないし……」

　ふんっと顔を背ける柚璃奈である。

　カランカランと鐘の音が鳴り、スピーカーから愛ま菜なの声が響きわたった。

「みんな～、プレゼント大会を始めるよ～」

　店の奥にトナカイのコスプレをした愛菜が立ち、マイクを片手に手を振っている。

　彼女の後ろには大小様々な、ラッピングをされたプレゼントが置かれていた。

「お、いよいよだな」

　将悟はポケットから、入場時に渡されたクジの紙を取り出した。プレゼント大会では、参加者それぞれが持ち寄った贈り物をクジ引きで交換することになっているのだ。

　もちろん将悟も用意した。キャンドル型の卓上ライトだ。別荘で過ごしていたとき、

暗い部屋で輝くほのかな明かりの美しさを感じ、選んでみたのだ。

「それじゃあ最初の番号は……」

　愛菜がクジの箱に手を入れ、一枚取り出した。

「十六番！」

「って、いきなり俺かよ！」

　将悟はクジを持って愛菜の前に歩いた。

「将悟くん、おめでと～！　プレゼントは、はい、これ！」

　愛菜は後ろに並んでいるプレゼントの山から、ひときわ大きなものを持ち上げた。両手で抱えるほどのぬいぐるみだ。チョウチンアンコウのような顔つきの悪い魚が五匹、縦に積み重なっている。

「な……なんだ、これ？」

「うわぁ～、わたしのプレゼント、帝みかど野のセンパひに当たったんですね！」

　近くのテーブルにいた滋し賀がさんが、目をキラキラさせながら将悟を見た。

「……何？　このぬいぐるみ……」

　ラッピング用紙にくるまれた奇妙なぬいぐるみを受け取り、戸惑いながら聞く。

「知らなひんですか？　今大人気のトーテムアンコウちゃんじゃなひですか！」

「は、はぁ……。大人気……。へぇ……」

「縦に細長ひから、抱き枕まくらにもなるんですよ。センパイもトーテムアンコウちゃんを抱ひて、いい夢を見てくださひ！」

　……いい夢どころか、深海魚に食われる悪夢を見そうな気がしてしょうがない。

「あ、ありがと……。大切にするよ……」

　引きつった礼を言うと、滋し賀がさんの隣で凜りん香かが残念そうなため息をつく。

「帝みかど野のセンパイには、ぜひわたしのプレゼントを当ててほしかったですのに」

「国くに立たちさんは何を用意したの？」

「それはもちろん、皆さんに役立てていただけるものですわ。高校三年間を通じて使える、スペシャル参考書セットです」

「へ……へぇ……。当たって喜ぶべきなのか悲しむべきなのか……」

「何かおっしゃいまして？」

　話している間に、愛ま菜なが次のクジを引いて番号を読み上げた。

「次は二十二番だよ～！」

「あっ、わたしです！」

　声を上げたのは、心こ乃の枝えだ。

　心乃枝はずしりと重そうな参考書セットを受け取り、感激したような笑顔を浮かべる。

「これ、欲しかったけど高いからどうしようか迷ってたんです！」

「鶴つる眞まセンパイに喜んでいただけて、光栄ですわ」

「国立さん、ありがとうございます。これで勉強もはかどりそう！」

　……さすが優等生同士の会話はひと味違うぜと、感心せずにいられない将しよう悟ごだった。

　そうしてプレゼント大会は滞りなく進められ、全員にプレゼントが行き渡った。

　……しかし。

　――あれ、俺おれのプレゼントが出てないぞ？

　将悟は気がついた。

　用意したはずの卓上ライトは、まだ誰だれの手にも渡っていない。

「天てん導どう会長、俺のプレゼントが出なかったみたいなんだけど……」

「そうなの？　変だね～」

　愛菜が箱を振ると、カラカラと音がする。クジが残っているらしい。

　彼女の後ろには、まだ数個のプレゼントが残っていた。将悟の用意した箱もあった。

　見ていると、芽め依いが来て残りのプレゼントをのぞき込む。

「プレゼントを持ってこない人がいるだろうから、カフェで多めに用意しておいたのだ。そっちが先に当たってしまったらしいな。心配するな。パーティーの最後にじゃんけん大会でもしよう」

「そうですね。せっかく用意したんだし、誰だれかに使ってもらったほうがいいですよ」

　それから芽め依いは、賑にぎわうパーティー会場を見た。

「どうだ、帝みかど野の。楽しんでるか？」

「えぇ、そりゃあもう。またこんなふうに、みんなで集まれるといいですね」

「ウチはいつでも歓迎だぞ。特に帝野。お前には期待しているのだからな」

「期待、ですか？」

「わたしが卒業したら、深み流りゆう院いん学園で『しすたぁず』候補をスカウトできなくなるだろう？　そこでだ。帝野にスカウトマンとなってもらいたいのだ」

「は、はい？　スカウトマン？」

　芽依はメガネを反射させながら、怪しい笑みを浮かべた。

「何。かわいい女子を見つけて、『ねぇねぇそこのカノジョ～。ちょいと割のいいバイトしてみない～？』と声をかけるだけの簡単なお仕事だ。帝野にはピッタリではないか。もちろんインセンティブは弾むぞ」

「ってなんでピッタリなんですかっ!?　それでいいんですかっ、それでっ！」

　ますます芽依のカフェがどこへ向かうのか、不安でならない将しよう悟ごである。

　将悟はもう一度、パーティー会場にいる皆を見まわした。深流院学園の生徒たちが何人も集まっている。

　けれど……この中に、彼女はいない。

「……雅みやび、来ませんね」

　雅の姿が見当たらなかった。

「誘ったのだが、今日は父親とクリスマスの食事だそうだ。あいつも父親といろいろあったし、家族水入らずのクリスマスをジャマすることもなかろう」

　将悟はうなずいた。自分の本当の父親を巡って心が揺れていただけに、雅が父と仲よく過ごしてくれるのは嬉うれしい。

　それでも、やはり少し残念だ。彼女と一緒にお祝いしたかった。

　なせなら今日は、雅の……。
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　それから将悟は溜たまってきた皿洗いを手伝ったりして忙しく動きまわり、カフェの外に出て休憩していた。

　冷たい空気に触れていると、パーティーの熱気で温められた体も冷え、気が引き締まる。

　カフェの扉が開き、参加していた女の子が三人出てきた。

「帝みかど野のくん、また来年ねー」

　もう帰るらしい。手を振りながら女子寮のほうへ歩いていく。

「帰り道、気をつけて！」

　将しよう悟ごも手を振って見送った。

　パーティーはもう少し続くけど、帰る人も出始めている。

　そろそろ中に戻ろうかと思ったとき、また扉が開いて心こ乃の枝えが現れた。

「将悟さん、こんなとこにいたんですか？　嵯さ峨が良らセンパイが捜してましたよ」

「ごめんごめん。今、戻ろうとしてたんだ」

「寒いですから、早く中に入りましょう」

　心乃枝が将悟の手を引こうとして、指先が触れた。

　二人の手はひんやりと冷えていた。どちらかともなくお互いの指を絡ませ、冷たい手を温めるように握にぎり合う。

　今日はずっとみんなで過ごしていたから、こうして二人きりになるのは初めてだ。

　向かい合って立ったまま、しばらく握った手の感触を確かめる。

　すると二人の間に、ふわりと白いかけらが舞い降りた。

「あ、雪」

　心乃枝は空を見上げた。

　夜空から、はらはらと雪が降り出している。

「……戻りましょうか」

　将悟と心乃枝は手を離して歩き出し、カフェの中に入ろうとした。

　扉を押すと、固い手応えに押し返されてしまう。

「あれ、開かないぞ」

　何度も押したり引いたりしてみても、やはりガタガタ音を立てるだけで開かない。

「鍵かぎがかかってるのか？　――おーい、開けてくれよ！」

　ドンドンとノックして叫ぶ。

　すると扉のすぐ向こうに人の動く音がした。

「お？　今、叫び声が聞こえなかったか？」

　中から芽め依いの声がする。

「さぁ、わたしには何も聞こえませんわ。お熱い恋人の声など、ぜ～んぜん、さっぱり」

　続いて凜りん香かが言った。……なんか、思いっきりわざとらしい口調だ。

「そ～だよ！　あちちっちなカップルなんて、吹雪に吹かれて飛んでっちゃえだよ～！」

　愛ま菜なまで一緒になって声を上げている。

　将悟と心乃枝は、思わず顔を見合わせた。

「どうしたんだろ？」

「みんな……わたしたちを二人きりにしたいんでしょうか？」

　冷たい空気の中、将しよう悟ごと心こ乃の枝えはそのまま見つめ合った。

　今日はクリスマス・イヴ。ここには今、二人しかいない。

　将悟はもう一度、心乃枝の手を取った。心乃枝もまた、そっと握にぎり返した。

「お言葉に甘えようか」

　将悟が言うと、心乃枝もくすっと笑ってうなずいた。

　そして二人は手をつないだまま、静かにカフェをあとにした。

「心乃枝、どこか行きたいところはある？」

　歩きながら聞くと、心乃枝は少し恥ずかしそうに顔を伏せた。

「どこへでも、いいですよ……」

　二人は夜の町を歩き、駅前近くにある商店街にやって来た。立ち並ぶ並木にはクリスマスのイルミネーションが輝いて、降り始めた雪が少しずつ枝を白く染めている。

　商店街の店も、もう多くが閉まっている時間だ。ファミレスやファーストフード店は二十四時間営業だけど、今から入る雰囲気じゃない。

　――これから行くとしたら……俺おれの部屋とか……？

　考えて、将悟は一人で鼓動を早めた。寒い雪の夜なのに、体が熱い。

　熱が伝わったのか、心乃枝がキュッと強く手を握りしめた。

　見ると、彼女の横顔が耳まで真まっ赤かだ。

「こ、心乃枝……。今から……その……」

　将悟は言いかけて……そのまま、口を閉じた。

「なんか……物足りないって思わないか？」

　聞くと、心乃枝もこくりとうなずく。

「そうですね……。クリスマスなのに、思いっきり楽しめない気分なんです」

　その理由はわかっていた。

　一緒にお祝いしたい人が、ここにいない。

「……雅みやびも呼ばないか？」

　将悟は思い切って心乃枝に聞いた。

「俺、まだあいつに話してないんだ。父さんのことも、俺と心乃枝のことも」

「ダメじゃないですか！　神かん凪なぎさん、わたしたちのこと心配してくれてたのに……」

　恋に破れた雅。それでも二人の恋を応援してくれ、二人の悲恋に心を痛めてくれた雅。

　彼女とも、クリスマスのこの夜を祝いたい。祝わなければならない。

　なぜなら今日は、彼女にとって大切な日なのだから。

「もうお父さんとの食事も終わったころだろうし、電話してみるよ」

　将しよう悟ごは携帯を取り出し、雅みやびにかけた。

　しかし彼女は出なかった。マナーモードらしく、留守番電話のメッセージが流れる。

「雅。よかったら、今からこっちにきてみんなでクリスマス・パーティーをしないか？」

　メッセージを吹き込み、電話を切った。

　寒いし、とりあえずファミレスに入って待つことにしよう。再び心こ乃の枝えと歩き出したとき、将悟の携帯が鳴った。雅からの返事と思いきや、相手は鹿か野の子こだ。

　将悟はけげんな思いで電話に出た。

『もしもし、将悟ですか？　どこにいるのです？　今から時間を取れますか？』

「駅前の商店街だよ。時間は、まぁ、少しなら空いてるけど……」

『大切な話があるのです。すぐそちらに向かいますので、待っていなさい』

　到着の時刻を告げて、母からの電話は切れた。

「相変わらず一方的なんだから。――なんだろ、大切な話って」

「また、何か言われるんでしょうか？」

　心乃枝が不安そうな顔をする。

「うーん……。母さん、なんか妙にウキウキした声だったんだよなぁ……」

　将悟は、首を傾かしげながら考え込んだ。



　それから三十分ほど待って、将悟と心乃枝は待ち合わせの駅前広場に来た。夜は刻々とふけていき、日が変わるまであと二時間を切っている。雅からの返事はまだない。

「日が変わっちまうぜ。雅、やっぱり来てくれないのかな……」

　意気消沈していると、広場のロータリーに一台のタクシーが止まった。中から鹿野子が降りて、周囲を見まわしている。

　将悟は立ち上がり、心乃枝と一緒に母の前へ向かった。

「将悟、そこにいたのですか」

「なんだよ、大切な話って。わざわざこっちまで来てさ」

　見ると、鹿野子は普段よりも高級なコートを着ている。ほんのりと品のいい香水の香りが漂ってきた。

「……誰だれかと会ってたのか？」

　鹿野子は返事の代わりにタクシーのほうを振り返った。後部座席からもう一人の乗客が降り立ち、鹿野子の隣に歩いてくる。彼もまた、ビシッと見栄えのいいスーツを着ていた。

「って、雅のお父さん!?　一緒だったんですか!?」

「神かん凪なぎ社長にお招きいただいて、ディナーをごちそうになっていたのですよ」

　鹿野子が言うと、神凪一かず馬まはちょっと照れた顔で会釈した。

「そういや母さん、最近よく一馬さんと会ってるって言ってたっけ。……わざわざディナーの報告をしに来たのかよ」

　すると鹿か野の子こと一かず馬まは互いにチラチラと目を見合わせた。

「私から説明しましょうか？」

　一馬の言葉に、鹿野子は「いえ……」と、首を横に振る。

　そして将しよう悟ごに向かい合い、左手を胸元に当てた。

「実は……お食事の席で、神かん凪なぎ社長からプロポーズを受けたのです」

「へぇ……。プロポーズねぇ……。――って」

　将悟は信じられない思いで母を見つめた。

　隣で心こ乃の枝えも口に手を当てて目を見開いている。

　そしてよく見ると、確かに母の手には新しい指輪がはめられていた。

「ええええぇっ!?　ままま、ま、マジで!?」

「最初はこんな歳としでとお断りしたのですが……彼の熱意に負けてしまいました。これほど信頼できる相手には、もう巡り合えないでしょうから。――一馬さんが心の支えになってくれたからこそ、わたしは、将悟に真実を語る勇気が持てたのですよ」

　また横目で見つめ合う二人を見ながら……将悟は、頭が混乱していた。

「ちち、ちょっと待ってくれ。……てことは、もしかして雅みやびは、その……俺おれの……」

　しどろもどろになっていると、タクシーの助手席の扉が開く。

　中から、よそ行きの服に身を包んだ雅が出てきた。

　呆ぼう然ぜんと見ていると、彼女は将悟と目を合わせ、キッと睨にらんだ。

「なっ、何よっ将悟！　何か言いたいわけ!?」

「何か言いたいっていうか、なんて言ったらっていうか……」

　一馬はポンポンと雅の肩を叩たたく。

「ほら雅。これからはお兄さんになるんだぞ。仲よくしなさい」

　父に言われ、雅は怒ったような恥ずかしそうな顔で、ますますカ～ッと赤く染まった。

「い、いいこと!?　今さら『お兄ちゃん』なんて呼んであげないんだからっ!!」



　そうして雅を残し、鹿野子と一馬は再びタクシーに乗って帰宅していった。

「びっくりしました……。本当に、神凪さんが将悟さんの妹になるなんて……」

　心乃枝は「はぁ～」とやたら感心したように将悟と雅を交互に見ている。

　雅はまだぷりぷり怒ってる様子で腕を組んだ。

「わ、悪い!?」

　突然のことに戸惑ってるのか、さっきから、ちっとも将悟と目を合わせない。

「俺も驚いたけどさ、なんでそんなに怒ってるんだよ」

「怒ってないもん！　これから学校中で『将悟と兄妹きようだいになった～』なんて言われるのが恥ずかしいの!!」

「なんて理不尽な理由なんだよ……」

　恥ずかしいとか言われて、しくしく泣きたい気分の将しよう悟ごである。

「それじゃあたしは帰るから。鶴つる眞まさん、将悟をよろしく！　それじゃあね」

　雅みやびは背を向け、女子寮の方角に向かって歩き出した。

「おい雅。待ってくれよ」

　将悟は追いかけ、彼女の手を取る。

「これからみんなで、パーティーをしようぜ」

「あたしはいいってば。離してよ」

　心こ乃の枝えももう片方の手を取り、雅を引き留めた。

「神かん凪なぎさんがいないと寂しいです」

「なんでよ。クリスマスなんだし、将悟と鶴眞さんでお祝いすればいいでしょ」

　しかし将悟は、首を横に振った。

「主役がいなきゃ、お祝いできないじゃないか」

「主役って、何よ」

「決まってるだろ。――今日は雅の誕生日じゃないか！」

　雅は大きく目を開けて、将悟と心乃枝の顔を見返した。

「覚えてて、くれたんだ……」

　将悟は雅の手を引いて駆け出した。心乃枝も一緒に、将悟の妹を連れていく。

　雪はますます強くなり、聖夜の街を白く染め上げていた。



　夜も遅くなって半分以上の人が帰ってしまい、『りりかる☆しすたぁず』の店内はグダグダした雰囲気になっていた。食べ終わった食器の並ぶテーブルではトランプが始まり、また別のテーブルでは小こ都と里り先生が「くか～」と大口を開けて寝ている。

「皆さん、お疲れのようですわね」

　凜りん香かが食器の後片付けを手伝いながら言った。

「そろそろお開きにするか。店は一晩開けるから、好きに使っていいぞ」

　芽め依いは言って、将悟の用意したプレゼントの箱を手に持った。

「最後にこれを抽選して終わりだな」

「それじゃ、もう一回愛ま菜なの出番だね～」

　まだトナカイのコスプレをしていた愛菜が、マイクを手に取る。

「おや、待ちたまえ。誰だれか来る」

　そのとき、窓のそばにいた衣い楠くすが声を上げ、外を見た。

　芽依と凜香、愛菜は窓際に寄って、何ごとかとカフェの正面の通りに目を向ける。

　すると、雪が降る道の向こうから駆けてくる姿が見えた。一人、二人……。二人に手を引かれてもう一人。なんだかトナカイに引かれるサンタクロースのようだ。

　暗い夜道に見えたのは、将しよう悟ごと心こ乃の枝え、そして……。

「おやおや。将悟くんたち、戻って来てしまったね」

　衣い楠くすは肩をすくめながらほほ笑んだ。

「しかも三人に増えてますわよ」

　凜りん香かが言うと、愛ま菜なは「えぇ～っ」と恥ずかしそうな悲鳴を上げる。

「将悟くんと心乃枝ちゃん、もう子供ができたの!?」

　そばのテーブルで優雅にブドウジュースを飲んでいた柚ゆず璃り奈なが「ブーッ」と吹き出した。

「まったく、人が気づかってやったのに」

　芽め依いは苦笑しながら、二人に引かれて走ってくる雅みやびの顔を見た。

　それから持っていた将悟のプレゼントを見つめる。

「……どうやらプレゼントを渡す相手は、決まったようだな」



「ほら雅、早くしないと今日が終わっちまうぞ！」

　将悟は雅の手を引いて駆けた。

「神かん凪なぎさん、急ぎましょう！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　心こ乃の枝えも将しよう悟ごに負けじと走り続けている。

「ま、待ってってば、二人とも！　も～っ」

　雅みやびは文句を言いながらも一緒についてくる。

　カフェの窓からは、今も煌こう々こうと温かい明かりが漏れていた。

　正面の扉が開き、中から芽め依いが、三人を迎えるように出てきた。続いて衣い楠くすが、凜りん香かと愛ま菜なが、そして柚ゆず璃り奈なまで。

「雅、これから俺おれと雅のこと、みんなに発表しないか？」

「え～、だって、恥ずかしいじゃん！」

「どうせ恥ずかしいなら、早いほうがいいだろ」

　心乃枝も「そうですよ！」と同意した。

「今夜は神かん凪なぎさんの誕生日と、兄妹きようだいの誕生をお祝いする日です！」

　将悟は考えていた。これから自分のことも話していこう、と。

　自分と父親のこと。自分と心乃枝のこと。正直に打ち明けよう。

　決して明るい話題じゃない。だけど大丈夫だ。

　――俺には心乃枝がいてくれる。新しい道へ踏み出す自信がある。そして……家族がいるのだから。

　将悟と心乃枝と雅の三人は、皆が迎えてくれるその場所へと走り続けた。



　　　　§



　お正月も過ぎた冬休みのある日、将悟と心乃枝は近所にある川岸の道を歩いていた。

　鹿か野の子こと一かず馬まは結婚報告を兼ねて、お正月に一馬の実家へ挨あい拶さつのため帰省した。将悟と心乃枝、そして雅も一緒に行っていたのだ。

　将悟は、彼が生まれる前に帝みかど野の家を去った父方の祖母・辰たつ子こに会うことができた。もう八十歳を過ぎた辰子は、自分は熊くま五ご郎ろうを見捨てたのだとしきりに後悔していたけれど、突然現れた孫たちを見て嬉うれしそうに笑ってくれた。

　そして今は、帰り道。家の方向が違う親たちと別れ、三人でいるところだった。

「うぅ～ん、もうおモチ食べらんないよ～」

　将悟の背中で、雅が寝言を言っている。

　彼女は将悟の背におんぶされて、すぴ～と気持ちよさそうな寝息を立てていた。

「ったく、だから夜更かしするなって注意したのに。疲れて寝ちまったよ」

　ぶつぶつ文句を言うと、隣を歩く心乃枝がくすりと笑った。

「お兄ちゃんなんですから、ちゃんと面倒を見てあげないと」

「ま、まだ兄妹じゃないぞ。母さん、入籍は春ごろだって言ってたし」

　でもお正月の間、雅みやびはもうすっかり妹気分で将しよう悟ごに甘えていた。

　……いや。むしろ遅すぎたのかもしれない。彼女は子供のころから、こんなふうに家族になりたかったのだから。

「今度はみんなで、真ま由ゆ希きさんの家に遊びに行きませんか？」

「真由希さん、迎えてくれるかな」

「きっと迎えてくれますよ。――真由希さんと会ったあと何度か電話で話したんですけど、真由希さんのお父さん、最近は歳としを取って寂しがりになってるみたいで。真由希さんに、『一度、娘の顔を見せなさい』なんて言い出してるそうですよ」

「それじゃ……心こ乃の枝え、鷺さぎの宮みやの実家からも、一家の娘だと認めてもらえるのか」

　隠し子として生まれ、育てられてきた彼女。しかし心乃枝は、こうして現実の世界にしっかりと生きている。世の中が彼女の存在を認めるのは、必然なのだ。

「真由希さんは熊くま五ご郎ろうさんの体のことを知っていたみたいです。それでわたしを宿したとき、熊五郎さんにとって生涯で唯一の子になるかもしれないって、これは奇跡の子だって思って、産むことを決意したと言ってました」

「奇跡の子か……。いい言葉だな」

　そうだ。まさしく心乃枝は、奇跡として生まれたのだ。

　そして将悟は、奇跡のように彼女と出会えたのだ。

　しかし心乃枝は、少し迷うような顔をした。

「パパは、熊五郎さんの子供として認知してもらおうって言ってくれてるんですけど、わたしは……今のままでいいかなって思うんです」

「え!?　それじゃ心乃枝、一生実の父が不明ってことになっちまう」

「熊五郎さんは最後に、父親であることを認めてくれました。――わたしには、大切にしてくれるパパとママがいます。鷺宮の実家も受け入れようとしてくれています。だから、それだけで充分なんです」

　心乃枝は立ち止まって、ポケットから封筒を取り出し、中に入っていた熊五郎の手紙とＤＮＡ鑑定書を開いた。

「だけどこの証明は、一生大切に持ってようと思います。いつか子供ができたら、本当のおじいちゃんが誰だれか、教えてあげるために」

「そうなのか……。心乃枝がそこまで言うなら、俺おれには何も言えないけど」

「熊五郎さんは、これからも、将悟さんの本当の父親でいてほしいです」

　将悟の戸籍上の父が熊五郎であることについて、弁護士に話を聞いていた。

　たとえ血のつながりがなくとも、将悟は夫婦の間に生まれた子として、熊五郎と鹿か野の子この実子でいる権利が保障されているのだそうだ。大切なのは血のつながりだけでなく、子が親を持つ権利なのだという。

　もちろん正確な血のつながりと同じになるよう、戸籍を訂正できないかとも考えた。

　しかし将しよう悟ごの場合、一つ問題があった。彼の生物学上の父親となる男性は、三年以上前に故人となっている。つまり男性を将悟の実父として認知させることはできないのだ。

「俺おれの戸籍のことは、まだ相談中で、どうしようか迷ってる。ただ……俺は、心こ乃の枝えとも家族でいたいな」

　将悟はバッグに入れてあった封筒を持って、中の用紙を手に取った。雅みやびの祖父母に自分たちの関係を説明するために持っていたものだ。

　将悟と心乃枝の、ＤＮＡ鑑定書。

　年末ギリギリになって届いたその用紙には、二人の鑑定結果が記されていた。鑑定には鹿か野の子こと真ま由ゆ希きも参加したから、通常の異母兄妹きようだい鑑定より高精度の結果が出ている。

　その結果は――将悟と心乃枝が血のつながった異母兄妹である可能性は、確認できないというものだった。

　二人の間に、血のつながりはない。でも……。

「将悟さんのお父さんは熊くま五ご郎ろうさん。わたしの産みの父親も熊五郎さん。――わたしたち、兄妹なんですよ」

　将悟は鑑定書をしまうと、心乃枝と一緒に再び歩き出した。

「俺さ、これまで父さんの……帝みかど野の熊五郎のあとを継いで次期社長になることを目指してたんだ。だけど、母さんに正式に伝えたよ。『帝野グループに入社しない』って」

「そうなんですか……」

　心乃枝は少し残念そうに目を伏せた。

「やっぱりまだ、熊五郎さんのことを……」

「いや、違う。俺は本当の意味で、父さんのあとを継ぐことに決めたんだ」

「本当の意味？」

「そう。帝野熊五郎は、親から譲り受けた会社を大きく成長させた。だったら、俺はもっと大きなことをしてやる。――自分で新しい会社を作り、自分の手で大きくするんだ。帝野グループにも負けないくらい巨大な……ってのは、ちょっと無理そうだから、帝野グループよりも世界の人々に必要とされる会社へ成長させるんだ！」

「どんな会社なんですか？」

「『家族』のための会社だよ」

「家族のため……？」

「これからの時代、世の中にはいろんな形の家族が生まれると思う。そんな人たちの手助けになるような会社を作りたい。――事業モデルはこれから練らなきゃいけないし、また一から勉強のやり直しだし、大して稼げない会社になるかもしれないけど、少なくともこれが俺の目標だ」

　心こ乃の枝えはしばらくの間、「はぁ～っ」と感心した目で将しよう悟ごの横顔を見つめていた。

「あ……あの……。わたしも、お手伝いさせてもらってもいいですか？」

「たぶん、口で言うよりよほど大変だと思うぞ」

「だからこそ、将悟さんのお手伝いがしたんです！　わたしも、どんな会社になるのか見てみたいですし」

　将悟は彼女を見返し、大きくうなずいた。

「……ありがとう。力になってくれると嬉うれしい」

　心乃枝は照れたように笑い、そのまま二人は見つめ合う。

　やがて、どちらからともなく顔が近づき、唇と唇が触れ合いそうになって……。

「もぉ～、将悟ってばあたしのおモチ食べちゃダメ～……」

　将悟の背中で雅みやびの寝言が聞こえ、将悟のほおが思いっきりつねられた。

「いっ、いてててっ！　ほっぺをモチみたいに伸ばすなっ!!」

　あわてて彼女の手を引き離すと、雅はボ～ッとした顔で薄目を開ける。

「ん……。もう家に着いたの～……？」

「まだだよ。目を覚ましたなら、降りてくれって」

　雅は将悟の背から降りて、背伸びをしながら「ふあぁ～」と大あくびをした。

「何よ～。おぶってくんないの？　ケチ」

「ケチってなぁ。背負うのも結構重いんだぞ。モチ食べ過ぎて太ったんじゃないのか？」

「ふっ、太ってないもんっ!!　将悟のバカッ!!」

　雅は、ほおをぷうっとモチのように膨らませ、将悟を睨にらみつけた。

　そんなふうに言い合ってる横で、心乃枝がほほ笑ましそうに笑っている。

「ふふふっ、仲がいいですね」

「心乃枝まで笑って……。まぁいいや」

　将悟は歩き出した。

「ほら心乃枝、雅、行こう」

　心乃枝と一緒に。

　雅と一緒に。

　これから歩いていく先がどんな道なのか、想像もつかない。それは、まだ誰だれも歩いたことのない道だから。

　だけど、進んでいけるはずだ。

　将悟は両隣を見まわした。

　そこには彼を支えてくれる家族がいる。

　この隣にいつも、妹がいるのだから。



    

  
    
      


あとがき



　今年はアニメ放映などもあり、とにかく原稿に追われた一年でした。シリーズも後半に入ってくると、巻ごとに原稿の締め切り突破記録を更新する始末。担当さま、ＣＵＴＥＧカムさま、大変ご迷惑をおかけしました。

　……いえ、決してサボっていたわけではないのです。生みの苦しみというやつなのです。毎日ノートパソコンを開いて原稿に向かうのですが、なかなかよい展開やセリフを思いつかない。そうしているうち、ふと頭に疑問が浮かび上がるのです。

「人間は、ヒトデを食えるのだろうか？」

　知的好奇心旺おう盛せいな私は、さっそくインターネットに接続して疑問を調べます。すると意外にも、体内の卵巣が食べられるそうですね。ウニの味に似ているそうです。

　知的満足を得られたところで、そろそろ原稿に向かおうと気合いを入れ直します。そこでふと、新たなる疑問が浮かび上がるのです。

「さすがにイソギンチャクは食わないだろう」

　探究心旺盛な私は、さっそくインターネットに接続して調べます。するとなんと、イソギンチャクを食べる地域があるそうではないですか。天ぷらやみそ汁の具にするらしいですね。地球上に人間が食べられない生物は存在しないのでしょうか？　海洋生物のキモい写真を見てたら気分が悪くなりました。

　ちなみに私もカイコの唐揚げなら食べたことありますよ！　シャリシャリしてて、白飯が欲しくなりました。

　……原稿どこまで進んだっけ？



　そんなこんなで、このシリーズもいよいよ９巻。長く続いた本作も、こうしてひとまず、物語の着地を迎えることができました。

　もっつん＊先生、構成協力の秋あき風かぜ緋ひ色いろ先生によるコミック版『この中に１人、妹がいる！』もコミックアライブにて引き続き連載中です。またＺｏｏＴＡＮズータン先生による『この中に１人、妹がいる！　ばすたいむ』も発売中ですので、どうぞよろしくお願いします。

　十二月発売のアニメ版ＤＶＤ／ＢＤの４巻では、初回特典用に短編を書き下ろさせていただきました。さらにドラマＣＤでは、アニメ版の脚本を担当していただいた雑ざつ破ぱ業ごう先生による書き下ろしストーリーが楽しめますので、ぜひお手に取ってみてください。

　さて次巻では番外編として、その後の将しよう悟ごたちのエピソードをコメディタッチで描きたいと考えています。ポロリもあるといいな。

　ではでは、あと少しばかりお付き合いいただければ幸いです。

二〇一二年十一月　田た口ぐち　一はじめ



    

  
    
      


　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身の東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。他に『黒姫のユズハ』シリーズ、『三流木萌花は名担当！』シリーズ（ともにＭＦ文庫Ｊ）を刊行。

　　この本が出るころは年末まっただ中。一年が過ぎるのは早いものです。……って書こうとして、去年の今ごろもまったく同じことを言ってたのを思い出しました。きっと来年もまったく同じことを言っているに違いない。



　イラスト

　ＣＵＴＥＧ（カム）

　　美少女、甘い物が大好きなフリーイラストレータ。

　　ゲームのイラストや、ライトノベルのイラスト、漫画を描いたりしています。



　　ＨＰ：‥*Strawberry Pink*

　　http://cuteg.exblog.jp/



    

  
    
      

この中に１人、妹がいる！９
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